
 

思考力・判断力・表現力を育成する小学校社会科学習の在り方 

～問題解決的な学習を取り入れた授業実践と評価の工夫を通して～          

（２年次） 

             

 

 

小学校社会科において，１年次の研究では，４段階の学習過程を「気付く・

調べるⅠ・調べるⅡ・まとめる」とし，調べ方，考え方，学び方について学び

合うための学習形態を取り入れた問題解決的な学習に取り組むことにより，思

考力・判断力・表現力の育成を図った。 

２年次の研究では，更なる学習形態を工夫すると同時に，思考の視点や観点

を与える資料やワークシートを活用した授業実践を行い，思考力・判断力・表

現力の育成を図った。あわせて，事前に設定したルーブリックを活用したパフ

ォーマンス評価による思考力・判断力・表現力の評価を試みた。 

その結果，子どもは，習得した知識を比較，関連付け，総合して思考するよ

うになり，社会的概念を自分の言葉で表現する力を形成することが分かった。

また，適切なルーブリックを活用することで，パフォーマンス評価は，より客

観性と信頼性の高い評価となることも確認できた。 
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１ はじめに 

 小学校学習指導要領解説社会編（平成20年８月）では，改善の具体的事項の中で，実際の授業では，

作業的，体験的な学習や問題解決的な学習をいっそう充実させることや，観察・調査や資料活用を通

して必要な情報を入手し的確に記録する学習，それらを比較・関連付け・総合しながら再構成する学

習，考えたことを自分の言葉でまとめ伝え合うことによりお互いの考えを深めていく学習など言語活

動の充実を図る必要があることが述べられている。 

 １年次の研究では，小学校社会科における思考力・判断力・表現力を育成するために，４段階の学

習過程を設定し，学年の発達段階に応じた問題解決的な学習に取り組んだ。４段階の学習過程とは，

問題解決的な学習の過程である「問題設定・問題追究・問題解決」を「気付く・調べるⅠ・調べるⅡ・

まとめる」としたもので，調べ方，考え方，学び方について協同学習の形態を取り入れた授業実践を

行い，調べたことを比較・関連付け・総合しながら再構成したり，考えたことを自分の言葉でまとめ，

交流して更に考えを深めたりした。そして，客観性，妥当性の信頼度が高いと言われているパフォー

マンス評価による思考力・判断力・表現力の評価を試みて，その成果の分析をした。 

 

２ １年次の研究の成果と改善項目 

 (1) 問題解決的な学習による成果 

 子どもは，４段階の学習過程「気付く・調べるⅠ・調べるⅡ・まとめる」を通して，問題解決的な

学習に意欲的に取り組むとともに，表面的な知識の習得ではなく，知識を比較，関連付け，総合して

思考することや社会的概念を自分の言葉で表現する力を形成することが分かった。 

 (2) 継続研究が必要である項目とその改善策 

 思考力・判断力・表現力の育成のための更なる授業改善の工夫として，以下の改善策を考慮して社

会科学習の在り方を探る。 

  ① 学年の発達段階を考慮した目標の設定 

   ・問題解決的な学習における４段階の各学習過程について，学年の発達段階及び扱う学習内容

に応じた目標を明確にして実践を行う。 

  ② 学習問題の設定に向かわせる単元の導入の工夫 

   ・単元の導入における工夫を行い，子どもの学習意欲を喚起し，主体的に学習に向かわせると

ともに，学習が見通せるような問題の選択，把握など学年に合う設定の仕方を検討する。 

  ③ 記入しやすいワークシートの工夫 

   ・調べ方やまとめ方の学び方を指導するため，問題追究のヒントを示したワークシートを作成

する。 

・協同学習での学びにおいて，自分の考えと友達の考えを自分の言葉で記入できるようにする。 

  ④ 評価の仕方の検討 

   ・観点「思考・判断・表現」の評価は，単元終了時の事後テストとその２か月後の保持テスト

を実施して，学習指導の目標に照らし合わせて実現状況を判定する。この二つのテストは，

ルーブリックを設定したパフォーマンス評価で行う。 

 

３ 研究の目標 

 思考力・判断力・表現力を育成する小学校社会科では問題解決的な学習の充実が求められている。

実社会に生きて働く問題解決能力を育てることもねらいの一つであるが，主体的に学ばせるための学

習方法としても重視されているからである。主体的に学ぶ社会科学習では，子どもが各単元の中で自

ら問題を選択し，把握し，それについての自分の考えをもつことができる。 

また，その考えについて，教科書や資料などで調べた根拠を基にして友達に伝える機会をもつこと

ができるとともに，友達の考えや意見と比較・関連付け・総合して考えを再構成することも多くなる。 

さらに，子どもは，自分の考えや意見を内言としてまとめてはっきりさせてから，友達や全体に発
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表することにつながり，自信をもつことができるようになる。つまり，問題解決的な学習は，思考活

動と表現活動を繰り返し行うことができる学習方法であり，思考力・判断力・表現力の育成ができる

と言える。そして，思考力・判断力・表現力の育成ができたかどうかについては，子どもが学習内容

等に即して思考や判断したことを可視化できるように表現させ，ルーブリック（判定基準）に照らし

合わせて評価するパフォーマンス評価を実施して判定する。ルーブリックとは，子どもの学習の実現

状況の度合いを示す数段階の尺度と，それぞれの尺度に見られる学習の質的な特徴を示した記述語か

ら構成されたものである。 

そこで，２年次の研究では，図１の構想のように，１年次の成果と課題を基に，思考力・判断力・

表現力を育成するために，学年の発達段階を踏まえ４段階の学習過程，協同学習やワークシートの工

夫を行った問題解決的な学習の在り方について，評価法を通していっそう研究の深化を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 目指す子ども像 

「習得した知識や概念を活用し，比較・関連・総合して自分の言葉で再構成できる子」 

≪３・４年生≫ 学習問題を把握して，体験を通して調べ，問題の答えとして考えを短い文で書き

表すことができる子 

≪５年生≫ 学習問題を導き出して，体験や調べたことから分かったことを伝え合い，考えを論述

することができる子 

≪６年生≫ 学習問題を導き出して，その問題に対する予想をし，調べたことから分かったことや

考えたことを伝え合い，その考えを再構成させて論述できる子 

図１ ２年次の研究構想 

思考力・判断力・表現力を育成する小学校社会科学習の在り方 （２年次）
～問題解決的な学習を取り入れた授業実践と評価の工夫を通して～

≪成果≫

・知識を比較・関連付け・総合して思考し・社会的概念を自分の言葉で表現できた。

≪課題≫

①学年の発達の段階を考慮した目標の設定

②学習問題の設定に向かわせる単元の導入の工夫

③記入しやすいワークシートの工夫

繰り返しの思考活動と
表現活動

多面的・総合的な見方・考え方からの学び

問題解決的な学習
（３・４年）導入→（５年）慣れ→（６年）習熟

１
年
次

２
年
次

習得した知識や概念を活用し，比較・関連・総合して自分の言葉で再構成できる子

★パフォーマンス評価による観点「思考・判断・表現」の評価

＜手だて①＞

＜手だて②＞

＜手だて③＞

学習への興味付け，意欲の喚起

学習ヒントのある
ワークシートの工夫

協同学習の形態の工夫

単元の導入の工夫

知識の習得，思考の言語化の支援

（個人・ペア・グループ・一斉）

①事後テスト（単元終了時） ②保持テスト（１～２か月後）

気付く段階
（問題設定）

まとめる段階
（問題解決）

調べるⅠ段階
（問題追究）

調べるⅡ段階
（問題追究）

≪目指す子ども像≫
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(2) 研究の仮説 

  ①小学校社会科の学習において，学年の発達段階を踏まえて４段階の学習過程を設定し，話し合

い活動とワークシートを活用した問題解決的な学習を展開すれば，子どもは社会的事象につい

ての思考力・判断力・表現力を高めることができるであろう。 

  ②パフォーマンス評価において，適切なルーブリックの設定をすることにより，思考力・判断力・

表現力の客観性，信頼性の高い評価ができるであるだろう。 

 (3) 具体的な手だてと検証方法 

 具体的な手だてと期待できる効果（＊学習過程） 検証方法 

① 

単元の導入の工夫 ＊「気付く」段階 

・学習問題を意欲的に把握，導き出して追究・解決のための学

習計画を立てることができる。 

・意識調査 

・事後感想 

・目標の達成度 

② 

協同学習の形態の工夫 ＊「調べるⅠ」「調べるⅡ」「まとめる」段階 

・問題追究から得た考えと友達の考えを比較・関連付け・総合

しながら交流し，共通点や相違点を見いだすことができる。

・意識調査 

・事後感想 

・目標の達成度 

③ 

思考を促すワークシートの工夫 ＊「調べるⅠ」「調べるⅡ」「まとめる」段階

・学習内容の基礎・基本を習得することができる。 

・分かったことから考えを導き出し，社会的事象の概念や意味

を自分の言葉で表現することができる。 

・理解への役立ち度

・事後感想 

 

 (4) 各学年の学習段階及び学習過程 

学年 学習の段階 

３・４年 基本的な問題解決的な学習の仕方の導入段階 

５年 問題解決的な学習に慣れる段階 

６年 問題解決的な学習を習熟する段階 

  各学年の具体的な学習過程の内容及び指導の留意点については，以下に示す。 

≪３・４年≫ 

学習過程 主な学習内容・指導の留意点 

気付く ・提示した数個の問題の中から自分の調べたい問題を選択させる。 

調べるⅠ 

・資料の読み取り方，見学の視点や見学のマナーを指導する。 

・自分の見学したことを見学シートに記入させる。見学後，ペア学習中心で分かったことや自分

と友達の考えを比較し，互いの意見の長短を検討させる。 

調べるⅡ 
・グループ学習で他のグループの意見や考えをよく聞き，自分のグループで調べて分かったこ

とと比較・関連付けをして考えを広げさせる。 

まとめる 
・学級全体で話し合い，本単元で分かったことを文や絵にまとめさせる。 

・地域における生産や販売などについて，それぞれの立場から願いや思いを考えさせる。 

≪５年≫ 

学習過程 主な学習内容・指導の留意点 

気付く ・単元全体を概観して，自分の追究したい問題を１～２選択させる。 

調べるⅠ 
・ペア学習中心に自分の考えと友達の考えを図表や文章に整理して，課題を追究する。友達と

意見や複数の資料を比較・関連付けさせて自分の考えをもたせる。 

調べるⅡ 

・グループ学習で他のグループの意見や考えをよく聞き，考えを交流させて社会的事象の概念

化を図る。各グループは他のグループが追究し，発表した内容について，自分のグループで

追究した問題と比較・関連付けして質問する。 

まとめる 

・学級全体で話し合い，本単元で分かったことを文や図にまとめさせる。 

・生産者と消費者のそれぞれの願いを考えさせる。 

・学級全体の交流の場で，産業は国民生活を支える重要な役割を果たしていることを確実に理

解させる。 

・
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
評
価 

（
事
後
テ
ス
ト
・
保
持
テ
ス
ト
）
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≪６年≫ 

学習過程 主な学習内容・指導の留意点 

気付く ・単元全体を概観させ，自分の追究したい問題を２～３選択させる。 

調べるⅠ 

・ペア学習中心に自分の考えと友達の考えを図表や文章に整理して，問題を深く追究する。 

・友達と複数の資料を比較・関連付け・総合して自分の考えを再構成させる。 

・考えを交流させて意見の長短を検討する。 

調べるⅡ 

・グループ学習で他のグループの意見や考えをよく聞き，考えを交流させて歴史的事象や登場

人物の業績について捉え直させる。 

・各グループは他のグループが追究し，発表した内容について，自分のグループで追究した問

題と比較・関連付け・総合させて質問させる。 

まとめる 

・歴史的事象や登場人物の業績を自分の言葉で文章にまとめて表現させる。 

・支配者と被支配者のそれぞれの願いを対立させて考えさせる。 

・学級全体の交流の場で，歴史的事象や登場人物の業績を確実に理解させる。 

  

４ 研究の方法 

(1) パフォーマンス評価による思考力・判断力・表現力の育成における成果の測定 

 思考力・判断力・表現力の評価には，結果の判定に客観性，妥当性の信頼度が高いパフォーマンス

評価がよいと言われている。子どもの思考活動には，より多くの社会的事象に関する基礎的・基本的

な知識，概念や技能が必要である。習得した知識や概念を活用して，社会的事象や歴史的事象を的確

に説明し，的を射た解答であるかどうかについて，あらかじめ判定基準を設定する評価法である。判

定基準としてルーブリックを使用するので，多くの判定者が判定してもズレが少ない。この評価法は，

単元終了時や学期末に実施するが，やや長いスパンで行わないと，暗記力や記憶力のある子どもにと

って知識・理解の測定になる可能性が大きいと考えられるため，単元終了後１～２か月程度で実施す

る。また，評価問題にも配慮したい。ここでは，パフォーマンス課題を設定して実施する。パフォー

マンス課題とは，習得した知識や概念を比較・関連付け・総合して使いこなしながら表現することを

求めるような問題のことである。 

 観点「思考・判断・表現」の評価については，検証授業で表１のように単元中と単元末，単元終了

後に行う。単元中には，ワークシートの記述内容の状況から次の学習活動へと「指導に生かす評価」

を行い，単元末では，単元全体を通して学習した問題のまとめの記述内容から「記録に残す評価」を

実施する。授業例では，仮説の検証のため，それぞれルーブリックを設定し，その達成度から判定す

るパフォーマンス評価を用いるが，実際の授業において「指導に生かす評価」は教師の観察とする。 

本研究では，単元終了時の事後テストとその１～２か月後の保持テストを実施し，二つのテストの

結果を比較，分析することにより，問題解決的な学習過程による思考力・判断力・表現力の育成の有

効性を検証する。事後テストと保持テストは同様の問題で実施し，パフォーマンス評価をする。 

 

 評価時期 評価方法及び評価内容 

単元中 ワークシートの記述内容の変容及び事実（☆指導に生かす評価） 

単元末 ワークシートのまとめの記述内容または発表内容（★記録に残す評価） 

事後テスト（単元終了時） 

単元の社会的事象についてのパフォーマンス課題を設定する。パフォ

ーマンス課題とは，単元全体を通して学習した問題について，用意

したいくつかの用語を活用して社会的事象を説明させる設問である。

また，段階別の模範解答例のルーブリックを設定して評価する。 

保持テスト（１～２か月後） 事後テストと同様の方法及び内容で実施する。 

 また，表２「一般的な模範解答のルーブリック例」として，観点「思考・判断・表現」の判定基準

の例を挙げ，実践の中で取り入れていくことにする。この観点での評価は，量的・質的の両面から進

めていく必要があるという１年次の研究の結果を踏まえて作成したものである。ただし，ルーブリッ

表１ 観点「思考・判断・表現」の評価時期及び方法 
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クの例は，授業者及び学校の実態に合う方法で活用する。 

 

学年 段階 模範解答例 
使用する 

用語数 

Ａ 

複数（双方向）の立場（販売者と消費者，生産者と消費者，昔の暮

らしと今の暮らし，地域事業と市民生活）から２文以上で比較して，

それぞれ論述していて内容も正確である。 

４以上の用語

Ｂ１ 一方の立場から２文で比較して論述していて，内容も正確である。 ２～３の用語

Ｂ２ 
複数（または一方）の立場から２文で比較して論述しているが内容

が矛盾している。（どちらか１文は正確に記述されている） 

２～３の用語

３年 

・ 

４年 

Ｃ 

一方の立場に立って論述しているが事実が誤っている。 

一方の立場に立って論述しているが正しくまとめられない。 

無答である。 

０～１の用語

Ａ 

複数（双方向）の立場（生産者と消費者，情報産業と国民生活）か

ら２文以上で比較，関連付けて，それぞれ論述して内容も正確であ

る。 

４以上の用語

Ｂ１ 
一方の立場からの２文で比較，関連付けて論述して内容も正確であ

る。 

２～３の用語

Ｂ２ 
複数（または一方）の立場から２文で比較，関連付けて論述してい

るが内容が矛盾している。（どちらか１文は正確に記述されている） 

２～３の用語

Ｂ３ 
一方の立場から比較，関連付けて１文で論述していて内容も正確で

ある。 

２～３の用語

５年 

Ｃ 

一方の立場に立って論述しているが事実が誤っている。 

一方の立場に立って論述しているが正しくまとめられない。 

無答である。 

０～１の用語

Ａ 

複数（双方向）の立場｛支配者（将軍，大名）・政府と被支配者（農

民，町人）・国民｝から２文以上で比較，関連付け，総合してそれぞ

れ論述して内容も正確である。 

４以上の用語

Ｂ１ 
一方の立場からの比較，関連付け，総合して２文以上で論述してい

て内容も正確である。 

２～３の用語

Ｂ２ 

複数（または一方）の立場から比較，関連付け，総合して２文で論

述しているが内容が矛盾している。（２文のうち，どちらか１文は正

確に記述されている） 

２～３の用語

Ｂ３ 
一方の立場から比較，関連付け，総合して，１文で論述していて内

容も正確である。 

２～３の用語

 

６年 

Ｃ 

一方の立場に立って論述しているが事実が誤っている。 

一方の立場に立って論述しているが正しくまとめられない。 

無答である。 

０～１の用語

 ※Ｂ段階では，使用する用語数が２以下の場合，Ｂ１～Ｂ２またはＢ３の段階を，Ｂのみとする。 

(2) 単元構成 

 問題解決的な学習過程は，「つかむ→調べる→まとめる」を基本形として先行研究として実践されて

いる（表３）。「社会科における指導力の向上と授業研究の充実」（『初等教育資料』平成23年８月号）

の中で，澤井陽介氏は問題解決的な学習を充実させるために大切な学習活動を見いだす必要があるこ

とを述べ，以下のような学習活動を盛り込んで指導計画を作成し，子どもの育つ学力を意図した指導

をすることを示している。 

表２ 観点「思考・判断・表現」の一般的な模範解答のルーブリック例 
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学習過程 主な学習内容 

つかむ段階 
・調査活動や資料活用を行って事実を集め，そこから問題を見いだす。 

・学習問題に対する予想をもち，追究や解決のための学習計画を立てる。 

調べる段階 
・学習問題の追究や解決に必要な情報を自力で集めたり読み取ったりする。

・それらの情報から一つ一つの社会的事象の様子を理解する。 

まとめる段階 

・情報を整理したりまとめたりすることで，比較・関連付け・総合などの

思考を働かせ，社会的事象の意味や特色，相互の関連を考え，理解する。

・学んだことを踏まえて，よりよい社会を考えようとする。 

 こうした学習活動を盛り込んだ指導計画として，本研究では単元の学習過程を「気付く・調べるⅠ・

調べるⅡ・まとめる」の４段階として行う（表４）。調べる段階を２段階にしているのは，情報を収集

して考えをまとめることと，協同学習の中で交流活動をし，学びを深めるとともに，考えの相違や類

似に気付かせることを目指している。 

 

学習過程 主な学習内容 

気付く段階 

・個人が単元の社会的事象について，調査や資料等から興味・関心をもち，学

習問題を把握したり，選択したりする。 

・個人がその学習問題に対して予想をし，追究のための学習計画を立てる。 

調べるⅠ段階 

 

・個人またはペアまたはグループで学習問題を見学，観察，さまざまな資料等

から必要な情報を選択して見付けたり，読み取ったりする。 

・学習問題について，根拠や理由を付けてワークシートに自分の考えや意見を

まとめる。 

調べるⅡ段階 

 

・ペアまたはグループ学習で，自分と友達の考えを比較，関連付け，総合して

考える。また，ワークシートに自分と友達の考えを分けて書き，相違点につ

いて話し合い，その要因を見いだす。 

・グループ学習で，発表を聞き質疑応答しながら学習問題の解決を図り，一つ

一つの社会的事象の多面性を理解する。 

まとめる段階 

 

・学級全体で学習問題について整理したりまとめたりして概念化を図る。 

・本単元の社会的事象についての意味や特色，相互の関連を考え，理解と関心

を深める。 

 (3) 気付く段階での導入の工夫 

気付く段階（問題設定）の学習問題は，「社会科における指導力の向上と授業研究の充実」（『初等

教育資料』平成23年８月号）の中で先行研究による分類例が表５のように提示されている。 

 

型 学習のねらい 例 

どのように・どのような型 事実（社会的事象）を丹念に調べる。
どのように…しているのだろう 
どんな…があるのだろう 

なぜ・どうして型 
理由を考えることで社会的事象の意
味に気付かせる。 

なぜ…のだろう 
どうして…のだろう 

どうすれば・どっちが型 

学んだことを根拠にした判断を求め
ることで社会的事象をより自分に関
わることとして捉えさせたり，考え
を深めさせたりする。 

…のためにどうすればよいのか 
どっちが…のだろう 

 単元構想に当たっては，それぞれの機能を踏まえ，より効果的な学習問題を設定することにより，

子どもに考えさせる指導内容を計画する。 

また，単元を見通せる学習問題を設定できるように，単元の導入段階での資料提示を工夫し，資料

の読み取りから「なぜだろう。調べたい」「どのようになっているのだろう」という疑問が生まれるよ

うにしていく。そして，教材に興味・関心をもち，学習に対する意欲を喚起し，主体的に学ぼうとす

る姿勢を育んでいく。 

表３ 問題解決的な学習における基本的な単元構成 

表４ 本研究における問題解決的な学習における基本的な単元構成 

表５ 学習問題の設定のための分類例 
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 (4) 学年の発達に応じた話し合いの仕方の習熟 

 思考力・判断力・表現力の育成を図るためには，どのような考え方や表現の仕方を求めるのか，十

分に意識して指導することが大切である。１年次の問題解決的な学習での学習過程では，友達との交

流が問題を解決する大切な場になっていることが分かった。問題解決的な学習の過程において，調べ

た事実を基にして考え，考えたことをお互いに表現し合い，自他の考えを比較し，再度自分の考えを

見直すことができるような学習場面を取り入れる。このような他者との表現活動は，考え方の視野を

広げ，多面的に物事を考察する力を養うことができるからである。 

しかし，１年次では，初めての問題解決的な学習への取組のため，よりよい協同学習を見いだすこ

とができなかった。２年次の実践では，図２の学習形態を基本にして，学習内容や学年の系統を考慮

に入れてよりよい協同学習の在り方を見いだしたい。特に，２年次ではペア学習も取り入れ，自分の

考えを気軽に話すとともに，他の考えを尊重するという態度を養いたい。また，グループ学習や一斉

学習では，更に自他の考えとその理由や根拠を明確にして意見交換を行い，その考えを比較・関連付

け・総合して自分の考えを再構成させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また，「話し合いの仕方」として，学年に応じた話型（表６）を取り入れながら協同学習に役立たせ

るようにする。 

   

考え方や表現の仕方 発言の仕方（例） ３４年 ５年 ６年

比較（対比） 
○○と◇◇とを比較すると，……というところが，よく似

ています（違います）。 
● ● ● 

関連付け 

○○と◇◇は，……というところが同じです。 

○○と◇◇は，……というところで違います。 

○○と◇◇は，……というところで関連しています。 

● ● ● 

総 合 
……は，まとめて言えば○○です。 

……は，つまり○○です。 
  ● 

理由付け （ ～ と考えます。）なぜなら，……だからです。 ● ● ● 

列 挙 

……について，○つのことが考えられます。 

一つ目は，……です。 

二つ目は，……です。 

 ● ● 

立場から 
～の立場から考えると～です。 

～側では……だと考えられます。 
  ● 

調べたことや考えたことを表現することによって子どもは，自分の調べたことを確かなものにした

表６ 取り入れたい基本的な学年別の話型 

図２ 協同学習における基本的な学習形態の流れ 

①　　　一斉学習

②　　　個別学習

⑤　一斉学習・個別学習

③　　　ペア学習

④　　　グループ学習

話題や問題の共有に効果的な一斉学習の形
態で進め，学習問題の設定をする。

調べたことについて，各自がワークシートに
自分の考えや意見をまとめ，その根拠につい
ても考える。

ペア学習の形態で，意見や説明を根拠立て
て伝え合ったり，相手の考えを知ったりする。

（別のペアと）グループ学習へと発展し，意見
の交換や比較し，問題を追究する。

改めて追究した問題についての自分の考え
を再構成して，表現する。

＜気付く段階＞

＜調べるⅠ段階＞

＜調べるⅠ段階＞

＜調べるⅡ段階＞

＜まとめる段階＞
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り，新しい事実や意味に気付いたり，新しい課題に出会ったりして，自分の考えを練り上げていくこ

とができる。特に，話し合いでは，互いの考えを出し合いながら，よりよい考えをつくり出していく

ことができる。そして，話し合いを通して，互いの違いを認め合いながら合意を形成することによっ

て，社会に参画していく資質や能力を育成していくことにもつながる。 

ここでは，調べたことを考え，表現するために，「比較・関連付け・総合する」ことと「多面的に捉

える」ことを取り上げる。比較は，自分が調べた二つ以上の事実や友達の考えを比べること，関連付

けは，比較したことから共通点や差異点を見付け出すこと，総合は，調べた情報や友達の考えなどか

ら，どのようなことが言えるかを自分なりに考えて表現することとする。その他，多面的に捉えるた

め，自分とは違う考え方や違う視点などを取り入れながら考え，表現できるようにする。また，その

考えに至ったのはなぜかという理由や根拠を明らかにして表現する。 

これらの話型を活用しながら，学年の発達段階に応じた話し合いの仕方を習熟させていく。 

さらに，話し合いの態度として，相手の立場に立って真剣に聞くことや考えの相違点を理解し合え

るようにするとともに，調べたことをまとめて伝えることができるようにする。 

 そして，協同学習としての話し合い活動では，表７の身に付けたい話し合いのルールを子どもに指

導しながら，互いの違いを認めながら合意形成ができるようにもしていきたい。 

 

学習形態 話し合いのルール 

ペア学習 

①自分の予想，考え，分かったことを理由や根拠を明確にして相手に話す。 
②友達の予想，考え，分かったことを最後まで真剣に聞く。 
③互いに意見や考えの相違点を理解し合えるように相手を尊重して話し合う。 
（一方的に自分の意見，考え等を主張したり，押し付けたりしない） 

グループ 
学習 

①②③と 
④異なる意見や考え，分かったことについて，その理由や根拠を資料や教科書等の出典を
明確にして話し合う。 

⑤異なる意見や考え，分かったことについては，互いの考えを尊重し，他のメンバーを傷
付ける発言を慎むようにする。 

⑥グループ全員がコーディネーター（調整）役やファシリテーター（発言を促したり，ま
とめたりする）役を体験する。 

学級全体の 
話し合い 

①②③④⑤と 
⑥（グループによる発表の場合）グループの意見，考えを分かりやすく，文や絵，時には
動作で発表するために，リーダーを中心にみんなの意見として，まとまった事柄と違っ
ている事項を明らかにする。 

(5) ワークシートの改良 

 １時間の授業の終了時や単元の最後に，学年に応じてある程度まとまった文章を書く活動を取り入

れられるようなワークシートを作成する。話し合いや討論から分かった事実だけでなく，自分の考え

も入れて記述できるようにする。また，書くことによって自分の考えを明確にし，書いたことを基に

話し合って，考えを深めるようにする。 

・学習過程が見通せるようなヒントの多いワークシートを使用する。 

  ・自分と友達の考えをそれぞれ記入できる欄を設け，共通点や差異点が分かるように作成する。 

  ・子どもの内言（つぶやき）を記入できる欄を設け，多様な考えを吟味しながら自分で意思決定

していく力を身に付けさせる。 

５ 検証授業 

 ３年と６年の３実践で検証授業を行い，問題解決的な学習における仮説の有効性を検証する。 

  ① ３年 単元名「店ではたらく人々の仕事」     愛西市立西川端小学校 

  ② ６年 単元名「武士の世を安定させたのは誰だ！」 知立市立知立西小学校 

  ③ ６年 単元名「明治の国づくりを進めた人々」   尾張旭市立城山小学校 

表７ 各学習形態における身に付けたい話し合いのルール 
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【検証授業Ⅰ】 

 愛西市立西川端小学校  ３年 

 

１ 単    元   店ではたらく人々の仕事  

２ 単元について 

 本学級の児童は，男子10名女子17名の合計27名の学級である。１学期に実施した校区探検では，

校区内にある神社，寺社，工場を訪ね，そこにある建物の使い方や目的について興味をもち，自ら進

んで調べたり，質問をしたりする姿が多く見られた。自らの中に芽生えた小さな疑問を大切にし，よ

り深く学んでいこうとする意欲をもつ児童が多く見られる。 

 本単元では，学区近くにあるスーパーマーケットＡを取り上げていく。このスーパーマーケットは，

ほとんどの児童が行ったことがあり，保護者とともに買い物をする経験もあって，児童の生活の中に

とても身近な場所であると言える。しかし，スーパーマーケットは，児童にとって商品が置かれてい

て，それを購入するだけの存在であり，販売側の工夫や願い，商品が店に並べられるまでの経緯，消

費者が利用する理由などについて，目を向けることもない場所である。このスーパーマーケットを調

べる学習を通して，地域の人の販売に関わる仕事は，自分たちの生活を支えていることや販売に携わ

っている人々の工夫や他地域との関わりについて気付かせるには，よい教材であると考える。 

 本単元では，問題解決的な学習に取り組んでいく。児童が学習問題を設定し，見学をして調べたり，

話し合ったりして問題追究をしていく。そして，児童は与えられた問題を要領よく処理するだけでな

く，自ら学ぶという姿勢を大切にし，自ら問題を発見するという力を伸ばしていきたい。その上で，

問題をどのような方法で追究していくかを知り，見学や体験を通して問題解決するための情報収集し，

活用する力を高めていくことを目指していきたい。 

３ 単元目標と評価規準 

 (1) 単元目標 

地域には，販売に関わる仕事があり，自分たちの生活を支えていることや販売に携わっている人々

の工夫や他地域との関わりについて具体的に考え，理解するとともに，調べたことや考えたことを表

現する。 

 (2) 評価規準  

 社会的事象への 

関心・意欲・態度 

社会的な 

思考・判断・表現 

観察・資料活用の 

技能 

社会的事象について

の知識・理解 

評

価

規

準 

① 地域の人々の販売

の仕事の様子に関

心をもち，意欲的

に調べている。 

 

 

 

② 地域の人々の販売

の仕事について，

自分たちの生活と

の関わりを考え地

域社会の一員とし

ての自覚をもとう

としている。 

① 地域の人々の販売

の仕事の様子につ

いて，学習問題に

ついて予想をし，

追究している。 

 

 

② 地域の人々の販売

の仕事に携わる

人々の工夫を，自

分たちとの生活と

関連付けて考え，

適切に判断し，表

現している。 

① 地域の人々の販売

の仕事の様子につ

いて，見学・調査

して情報を収集

し，販売者の工夫

を読み取ってい

る。 

② 地域の人々の販売

者の仕事の様子に

ついて，見学・調

査したことを絵や

地図などを用い

て，分かりやすく

まとめている。 

① 地域の人々の販売

の仕事は，自分た

ちの生活を支えて

いることを，消費

者の工夫と関連付

けて，理解してい

る。 

② 地域の人々の販売

に関わる人々の工

夫や他地域とのつ

ながりがあること

を理解している。
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(3) 単元計画と評価計画（12時間完了） 

時 主な学習内容と学習活動 おおむね満足（Ｂ） 十分満足（Ａ） 

気
付
く
【
斉
】
① 

○ 買い物調べした結果を，学

級全体の買い物地図や棒グラ

フにまとめ，気付いたことを

話し合い，学習問題を作る。 

・買い物した店と理由をグラフ

にまとめる。 

・グラフを見て，気付いたこと

を話し合う。 

 

関① 家の人の買い物に関

心をもち，買い物した場

所や行く理由を調べて

いる。 

 

 

 

 

・家の人の買い物に関心を

もち，買い物した場所や行

く理由を具体的に調べて

いる。 

 

 

 

 

調
べ
る
Ⅰ
【
ペ
ア
】【
グ
】
②
【
グ
】
③
④
【
斉
】
⑤ 

○ スーパーマーケットを見学

する計画を立てる。 

・学習問題を解決するためには，

何を調べればいいのかを話し

合う。 

・消費者の立場に立ち，実際に買

い物し，消費者の立場に立っ

て，店の工夫についてイメージ

をもつ。 

○ スーパーマーケットを見学

し，自らが買い物をし，消費

者様の視点からスーパーマー

ケットを考える。 

〔売り場の工夫〕 

・商品の種類ごとに分類されて

いる。 

・安売りのセールをしている。 

〔働く人の様子〕 

・レジの人が忙しそうだね。 

・品物を運ぶ人や，店の奥で何

かをしている人がいる。 

○ 見学のまとめをする。 

・店の様子について気付いたこ

とを，カードに書いて発表す

る。 

・店内だけでなく，店の奥にも

多くの人々が働いていること

にも気付いて発表する。 

 

思① 学習計画の説明を受

け，店に行く理由に目を

向け，追究・解決しよう

としている。 

 

 

 

 

 

技① 見学の視点に基づ

き，店内で働く人を取

材したり，その様子を

観察したりして情報を

記録している。 

 

 

 

 

 

 

 

技① 買い物を通して，消

費者の立場から店の工

夫を読み取っている。 

 

 

 

・学習計画の説明を受け，

店への見学の視点を意識

し，自分なりの視点で追

究・解決しようとしてい

る。 

 

 

 

 

・見学の視点に基づき，自

分の予想を生かしながら，

店内で働く人を取材した

り，その様子を観察したり

して情報を記録している。

 

 

 

 

 

 

 

・買い物を通して，消費者

の立場から店の工夫につ

いて，売り場の様子など具

体的に読み取っている。 

 

 

スーパーマーケットＡの人気のひみつを探りだそう！ 
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調
べ
る
Ⅱ
【
グ
】
⑥
⑦
⑧
【
個
】
⑨
【
斉
】
⑩
⑪ 

○ スーパーマーケットの見学

をする計画を立てる。 

・店の奥で仕事をしている人 

・販売者のよりよい商品を消費

者に届けるための工夫 

・各売り場の工夫の違い 

○ スーパーマーケットの見学

をする。 

・店長の話を聞き，質問をする。

・商品が置かれている倉庫 

・店の奥での働き  

・各売り場の工夫や宣伝・広告

の工夫 

・調べるテーマ以外に気になっ

たことの記録 

○ さまざまな店の工夫につい

てまとめる。 

・各売り場で働いている人の工

夫 

・商品の並べ方の工夫 

・店の外の工夫 

・宣伝の工夫 

○ 店の工夫について発表す

る。 

 

 

 

 

○ 商品を通して，自分たちの

生活とさまざまな地域とのつ

ながりを考える。 

 

思① 調べるテーマから，

スーパーマーケットの

工夫について質問を考

えている。 

 

 

技① 見学の視点に基づ

き，店内で働く人の工夫

や努力を取材したり，観

察したりしてまとめて

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

思② スーパーマーケット

の工夫について，見学

の視点を基に，販売者

側の視点から考え，ま

とめている。   

 

知② 商品を通して，販売

の仕事は自分たちの生

活や他地域との関わり

があることを理解して

いる。 

・調べるテーマを意識し，

自分の予想を生かしなが

ら，スーパーマーケット

の工夫について，具体的

な内容で質問を考えてい

る。 

・見学の視点に基づき，自

分の予想を生かしなが

ら，店内で働く人の工夫

や努力を取材したり，観

察したりしてまとめてい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・スーパーマーケットの工

夫について，見学の視点を

基に，販売者立場と消費者

の立場を関連付けて考え，

まとめている。 

 

・商品を通して，販売の仕

事は自分たちの生活や他

地域との関わりがあり，そ

れらのつながりは不可欠

なものであることを理解

している。 

ま
と
め
る
【
個
】【
斉
】
⑫ 

○ スーパーマーケットに多く

の人が来る理由を学習したこ

とを基に発表する。 

・スーパーマーケット見学のお

礼の手紙の中に，お店の工夫

をまとめる。 

思② スーパーマーケット

の工夫が消費者の願い

と結び付いていること

に気付いて表現してい

る。 

・スーパーマーケットの工

夫が消費者の願いと結び

付いている理由を考える

とともに，自らが消費者

として気を付けなければ

ならないことを考え，表

現している。  

 

 
【斉】一斉学習 【個】個別学習 【ぺ】ペア学習 【グ】グループ学習 
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４ 指導実践事例  調べるⅡ（問題追究）【一斉】⑩ 

 (1) 目標 

 発表を通して，捉え直した店の工夫について，自分の考えを自分の言葉で表現することができる。

（思考・判断・表現） 

  (2) 準備 

 教師 見学したときの写真，ワークシート 

 児童 発見カード 

(3) 指導過程 

時間 児童の活動 教師の活動 （・教師の支援） 

２ 

 

 

33 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 

 

１ 本時の学習課題を知る。 

 

 

２ 見学で見付けた工夫を発表する。 

 

・魚を使いやすいように切って売る。 

・似た種類の魚を並べない。 

 

・肉と一緒に使う商品を近くに置く。  

・賞味期限まで短いほど値段が安い。 

 

・中にいる人と外で販売している人は服装

が違う。清潔にしている。 

・きれいに掃除がされている。掃除をして

いる人がいる。 

・トレイ入れがある。 

・カートを運んでいる人がいる。 
 

・斜めに商品を置いて見やすくしている。

 

・店内放送で目玉商品を呼びかけている。

・店の周りにのぼりを立てている。 

・入口に広告を貼っている。 

・数字の色や大きさを変えて，値段を示し

ている。 

 

・目玉商品は手の届きやすい棚の高さに並

べている。 

・肉や魚は店の奥で売っている。 

 

３ 店の工夫について，分かったこと

やその理由を書き，発表する。 

・課題を思い出せるように見学の時の写真を

提示する。 

 

・児童が考えやすいように，分類する。 

・友達の意見を聞くように声をかける。 

・見付けた工夫を発表するときに，その理由

も発表するように声をかける。 

・同じ意見や似ている意見から発表するよう

に促し，その関連性に気付かせる。 

・児童が発表した内容が，他の児童に伝わり

にくい場合は，写真を提示して確認をする。

・清掃をしている人など，裏方で働いている

店員に気付くことができない場合に

は，写真を提示する。 

・ゴミ置き場やトレイ置き場に意見が出た

時には環境問題と関連付けていく。 

 

・商品の表示方法の違いにも目を向けるよう

にする。 

 

・店内放送の工夫が出た場合，聞き逃した児

童のために録音を流す。 

・表示の工夫が出た場合には，多様な意見が

出るように，工夫と考えた理由を発表する

ように声をかける。 

・産地についての工夫が出た時には，どんな

商品がどこから運ばれているかを発表さ

せ，多くの地域から多くの種類の商品が運

ばれていることに気付かせる。 

 

・友達の発表からも店の工夫を捉え直し，ま

とめることができるように声をかける。 

(4) 評価 

・発表を通して，友達の考えを聞いて捉え直した店の工夫について，自分の考えを自分の言葉で

表現することができたか，発表やワークシートから判断する。（思考・判断・表現） 

スーパーマーケットＡは，どんな工夫をしていたのでしょうか。 

魚売り場の工夫 

肉売り場の工夫 

お店の外や裏の工夫 

商品の並べ方の工夫 

宣伝の工夫 

店員さんの工夫 
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５ 実践の流れ 

(1) 「買い物調べをしよう」 気付く（問題設定） 

「スーパーマーケットＡの人気の秘密を探り出そう！」【一斉】① 

事前に家族への聞き取

りをして，買い物調べを行

い，ワークシート（資料１）

には，「買い物をした店」と

「買ったもの」について記

入をさせた。また，「そのお

店に買い物に行く理由」に

ついて，保護者に確認をし

てくるように課題を出して

おいた。 

「買い物をした店」と

「買ったもの」について発

表させ，買い物に行った店

とその回数を示したグラフ

を教師がまとめた。児童は，そのグラフを見て，「Ａの店に行く人が多い」「愛西市以外の店に行く人

も多い」という声が上がった。また，買った商品の内容を見て，「買う物によって，場所が変わる」と

いう意見も出てきた。そして，郊外の大型ショッピングセンターを利用している家庭が多いという一

面に目を向けることもできた。 

そこで，教師は事前にグラフの結果を把握していたので，「クラスのほとんどの人がスーパーマー

ケットＡを利用しているのはなぜだろう」という疑問を投げかけた。児童は，自分たちの保護者から

聞いた意見を参考にしながら「近いから」「品ぞろえが豊富だから」「遅くまでやっていて，仕事の帰

りに寄れるから」「ポイントカードがあるから」「リサイクル場があるから」という意見を発表した。

利用している理由について，近くて便利であるだけでなく，いろいろな面に目を向けることができて

いた。ただ，これらの意見は推測であり，明確な証拠をつかむために「スーパーマーケットＡの人気

の秘密を探り出そう！」という学習問題を設定し，みんなで追究していくことにした。 

 (2) 調べるⅠ（問題追究） 

「スーパーマーケットＡ 第１回見学の計画を立てよう」【ペア】【グループ】② 

見学の計画を立てる段階に

おいて，児童は「スーパーマー

ケットＡの人気の秘密を探り出

すためには何を調べればいいの

だろう」というテーマで話し合

い，消費者の立場からスーパー

マーケットＡに行く理由を考え

た。資料２のワークシートに考

えを書き，２人１組のペアで話

し合いをしたところ，「安売りセ

ールをやっているから」「いろい

ろな店があるから」「季節に合わ

せて売っている物が変わるから」「駐車場が広いから」「品ぞろえがいいから」「店員さんが優しいから」

という多様な意見に広がった。その意見を基に，更に４～５名１組のグループで話し合い，資料２の

ワークシートにその各グループで調べるテーマを書いた。そして，活動目標（資料３）を決めた。  

資料１ 買い物調べワークシート 

資料２  ペア・グループの話し合いワークシート 
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また，児童が消費者としての心理をより体験的に把握するために，１回目の見学において，実際に

買い物を体験することにした。「上手な買い物をするためには，どのようなことに気を付ければよいか」

と児童に聞くと，「必要なものだけを買う」「賞味期限に気を付ける」「セールになっている物を選ぶ」

という声が出た。このような消費者の願いをかなえるために，スーパーマーケットＡでは，どのよう

な工夫がされているかを調べるという視点を意図的に与え，見学活動へとつなげた。 

(3) 調べるⅠ（問題追究）「スーパーマーケットＡに見学に行ったよ」【グループ】③ 

 グループの各テーマに別れて，ワークシート

（資料４）にメモをしながら意欲的に調べ活動

を行った。自分たちのテーマを調べるだけでな

く，他グループのテーマに関連する内容をメモ

する児童もおり，さまざまな角度から意欲的に

調べ活動を進める様子が伺えた。また，教師は

デジタルカメラを利用し，各グループが調べる

テーマの回答やヒントとなる場面を撮影して，

まとめておいた。 

見学後，教師が「どうしてスーパーＡに多く

の人が行くのか，ヒントはつかめましたか」と

聞くと，「店員さんが書いた商品の感想の宣伝が

あった」「自分の買いたい商品が分からなくて困

っていると，店員さんの方から声をかけてくれ

た」と見学で観察したり体験したりしたことを

挙げる児童が多くいた。また，「５分くらいの間

に，リサイクルコーナーにどんどん人が来てい

た」と，見学する中での発見や驚きを声にして

いる児童もおり，見てきたことを基に考えを広

げていく姿が見られた。 

(4) 調べるⅠ（問題追究）「見学したことにつ

いて発表しよう」【一斉】④ 

  自分たちが調べてきたことについて，見学ワ

ークシートを基に発表した。 

グループの代表者が調べたテーマ，調べたことを発表した。そのあと，発表したグループに対して

質問をしたり，そのグループが発見できなかったことを補足発表したりして，より深まった追究活動

を行った。 

（１はん） 
○季節に合わせて売っている物が違っている。 →売り場ではどんな工夫をしていたかを調べる。 
（２はん） 
○中にいろいろなお店があるから。セールをやっているから。 →どんなお店があるかを調べる。 
（３はん） 
○ポイントカードについて調べる。ポイントカードを使ってみる。 
 →ポイントカードについてお店の人に聞く。実際にポイントカードを利用してみる。 
（４はん） 
○駐車場が広いから。リサイクルコーナーがあるから。 
 →駐車場やリサイクルコーナーを調べる。駐車台数やリサイクルコーナーの様子を調べてまとめる。 
（５はん） 
○安い店がいっぱいそろっている。 →安く売るためにどんな工夫をしているかを見付ける。 
（６はん） 
○店員さんが優しいから →実際に店員さんに商品を買う時に質問をしてみて触れ合う。 

資料３ 各グループの第 1 回見学時の調査テーマと活動目標 

資料４ 見学用ワークシート 
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  グループのテーマに沿って，「大きな数字で値段が書かれていた」「駐車場には1,500台の車が停め

ることができる」「お肉コーナーや魚コーナーが分けられていた」「お弁当やお刺身は出来立てを売っ

ていた」と発表が続いた。 

  「店員さんが優しいから」というテーマで追究活動をしたグループは，次のように代表者が発表し

た。「麦茶を買う時，売り場まで案内してくれた店員さんに２種類ある麦茶のうち，安い方を買った方

がいいよと勧められた」と発言をした。それに対して「自分が店員なら，高い方を勧めるよ。だって，

そっちの方がもうかるのに」という反論を受けた。反論者に同調する声も多く，店員さんの行動につ

いての話し合いに発展したが，「なぜだろう」という疑問に学級全体が困惑した雰囲気になった。 

そこで，教師が「それなら実際にお店の人に聞いてみよう」と提案し，再度スーパーマーケットＡ

を訪問することにした。 

(5) 調べるⅡ（問題追究）「スーパーマーケットＡ 第２回見学の計画を立てよう」【グループ】⑥ 

  第２回目の見学をする事前学習として，

「第１回の見学のときに，お店でどんな

仕事をしている店員さんがいるかを思い

出してみよう」という問いを児童に投げ

かけた。すると，児童は直接触れ合った

「レジの人」「商品を並べる人」で意見が

止まってしまった。 

教師は，駐車場を調べたグループの児

童に「駐車場に店員さん，いませんでし

たか」と切り返しをすると，「掃除をして

いる人がいた」「カートを移動させる人が

いた」と意見を発表し始めた。そして，

「肉を切っている人がいる」「お弁当を作

っている人がいる」と，児童は店を支え

る人々に目を向けることができた。 

  そこで，「スーパーマーケットＡを支え

る店員さんは，どんな仕事をしているの

だろうか。その人たちは，お客さんに商

品を買ってもらうために，スーパーマー

ケットＡにいっぱい来てもらうためにど

んな工夫をしているかを調べてみよう」

と，販売者の目線に立って，追究活動を

進めることとした。 

  ２回目の見学活動を進める上で，個々

の店員の仕事に目を向けさせながら，販

売者が消費者に買ってもらうために行っ

ている工夫について予想した。すると，

児童は，１回目の見学活動や本時で考え

たことから，「お店の奥で働いている人の

工夫」「商品を並べている人の工夫」「安

売りをしている人の工夫」「お店の外で働

いている人の工夫」などの意見が出た。

これらの意見を踏まえて，各グループの追究活動のテーマを資料５のように設定した。そして，資料

６のワークシートに見学のときに店の工夫についての調べたい内容を記入した。 

（１はん） ○商品の並べ方の工夫について 

（２はん） ○魚売り場の工夫について 

（３はん） ○お肉屋さんの工夫について お肉スコープ 

（４はん） ○お店の外の秘密を探ろう 

（５はん） ○なぜ安売りをするか。広告・宣伝の工夫について 

（６はん） ○店員さんの工夫について 

資料６ 第２回見学のためのワークシート 

資料５ 各グループの第２回見学の調査テーマ 
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(6) 調べるⅡ（問題追究）「スーパーマーケット  

Ａ第２回見学」【グループ】⑦⑧ 

  ２回目の見学では，最初に全児童でスーパーマー

ケットＡの倉庫，冷蔵庫など，消費者の立場では見

られない店の裏側を見学した。マイナス24度の冷蔵

庫内に入り，その寒さに驚くとともに，多くの種類

の商品が保管されていることを目の当たりにした。

また，倉庫内を移動した際には，多くの商品が種類

ごとに分類されていることや，扉の入り口にビニー

ル製のすだれがあって鳥が入ってこないように工夫

されていることなどに気付き，児童にとって新鮮な

発見がたくさんあった。 

  見学後，店内に入り，各グループで取

材を行った。魚売り場の取材グループは，

１日1,000パック以上売れることを聞く

とともに，お客さんのために毎日100匹

以上の魚を切り分けること，開店から新

鮮な魚を出すために，早いときには６時

半から仕事をしていることを知って驚い

ていた（写真１）（資料７）。 

  広告・宣伝を調べたグループは，店内

での価格表示や広告には値段の色や文字

の大きさを変えて目立つようにしている

こと，消費者に知ってもらうために店内

では大きな声で安売りのお知らせをして

いるということを取材した。 

(7) 調べるⅡ（問題追究）「お店のさま

ざまな工夫のまとめ」【グループ】⑨ 

 見学のまとめをグループごとの観点で

行い，発表の準備をした。販売者の工夫

が，消費者の願いとつながっていること

に児童が気付くように「なぜ工夫と言え

るのか」についても発表のためのまとめ

を指示した。 
「魚売り場の工夫」では，「魚売り場

で魚をさばいている。理由は新鮮なものをお客様に食べてもらうため」や「魚売り場は種類ごとに魚

を並べている。理由は魚の種類が多いから」とまとめた。「広告・宣伝の工夫」では，「値段の部分

だけ目立つように赤色にしている。理由は，安い商品を目立たせるために色を変える。みんなに伝わ

らないと商品を買ってもらえないから」とまとめた。しかし，「お店の外の工夫」では，リサイクル

コーナーだけに目が向き，学習問題を十分に解決できそうでない様子であった。そこで，見学時の写

真を提示することによって，リサイクルコーナーの他に駐車場やカート置き場など，消費者がスーパ

ーマーケットＡを利用しやすくしている他の要素にも目を向けさせることができた。 
(8) 調べるⅡ（問題追究）「お店の工夫についての発表」⑩【一斉】 

 第９時でまとめたお店の工夫について，各グループの視点で発表をした。児童は，自分が見学で撮

影した写真を用い，発見してきた工夫をより分かりやすく伝えようと意欲的に取り組んだ。 

写真１ 魚売り場の取材 

資料７ 取材ワークシート（魚売り場） 
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特に，発表のポイントとして，「お店の工夫で分

かったこと」「なぜその工夫をしているのか」を示

し，聞いている児童に分かるように分かりやすい発

表を目指した。 

「駐車場には1,500台も車が停めることができる

ことを調べました。また，体が不自由な人のための

車を駐車するスペースがありました。また，店内に

わざわざカートを戻さなくてもいいように，カート

置き場が外にもありました」と自分たちが見付けた

工夫を理由付けて説明した（資料８）。 

また，第１回の見学の際，麦茶を買う時，売り場

まで案内してくれた店員さんが２種類ある麦茶のう

ち，「安い方を買った方がいいと勧められたのはなぜだろう」という疑問に対して，再度，児童に尋

ねた。児童は調べ活動の中で，答えを探し出すことができなかったので，教師が取材しておいた内容

である「お客にとって，何が一番いいのかを考えて接するようにしています。またスーパーＡに来て

もらうことを考えています」という店長の話を紹介した。すると，児童は「スーパーマーケットＡに

また行って買い物をしよう」という声を上げた。そして，店員の接客が自分たち消費者の立場に立っ

たものであることを感じることができた。 
ここでは特に，販売者の工夫が消費者のためにつながっているものであることに気付かせるために，

それぞれの発表を振り返り，「商品の並べ方」に着目させた。魚売り場・肉売り場のグループの発表

では，種類ごとに集められていて斜めに置かれているという発表があったことをきっかけに，「並べ

方の工夫」を調べたグループを中心に，他の商品の並べ方がどうであったかを確かめた。 
次に，「並べ方を工夫すれば売れるのか。置いてあるだけで，君たちは買いに来るのか」と問いか

けた。すると，「大きな声でお客さんに知らせなきゃいけない」「セールをしなきゃいけない」など，

いろいろな意見が上がったが，それぞれの発言は，各グループで調べた内容であることに気付かせた。

それを確認していくうちに「全部いると思う。どの工夫が抜けてもダメだと思う」「駐車場もないと

お客が減ると思う。いっぱい買ったら大変になる」など，販売者の工夫が消費者の便利さにつながっ

ていることに気付くことができた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【店員さんの工夫】 
・新発売の商品をお客さんにたくさん買ってもらえるように大きな声で知らせている。 
・厳しく指導をしてくれる人がいて，その人が教えてくれた通りに言っている 
・商品の値段を少しでも大きくして見やすくしている。 
【広告・宣伝の工夫】 
・値段だけ目立つようにしている。 
・店内では，大きな声で商品の宣伝をしている。 
・お店の人の商品に対する意見が書かれていた看板があった。 
・割引セールの広告は分かりやすく目立つようにしている。 
【店の外の工夫】 
・リサイクルコーナーはスチール缶・ペットボトル・アルミ缶などの種類に分けられている。 
・カート置き場が外にある。 
・1,500台停めることができる駐車場があり，体の不自由な人ためのスペースもある。 
・朝，掃除をして気持ちよくお客に来てもらえるようにしている。 
・店の外でも２～５名の人が交代で働いている。 
【魚売り場の工夫】 
・魚売り場を魚の種類で分けている。 ・魚売り場で魚をさばいている。 
・魚をさばいているところを見えるようにしている。 
・早いときは朝６時半からお店にきて魚をさばいている。 

写真２ お店の工夫の発表 

資料８ 各グループによる発表内容 
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(9) 調べるⅡ（問題追究）「自分たちの生活とさまざまな地域のつながりを考えよう」【一斉】⑪ 
スーパーマーケットの商品がどこから来て

いるのかを調べると，日本各地だけでなく，

外国からも来ていることが分かった。地球儀

で確かめながら記録をした（資料９）。その

後，それぞれの国や地域からどのように商品

が届くかを予想した。 
ヒントとして，スーパーマーケットＡの商

品搬入口に停まって商品を卸しているトラッ

クの写真を見せ，見学時のことを想起させた。

そこから飛行機・船・トラックの輸送手段を

使い，スーパーマーケットＡまで商品が届き，

最終的に自分たちの手元に届くことに気付い

た。 
(10) まとめる（問題解決） 

「学習のまとめをしよう」【一斉】【個】⑫ 

 単元を通しての学習問題「スーパーマーケットＡの人気の秘密を探り出そう！」について，学習し

てきたことを基に話し合った。 
話し合いの中で，学習全体を振り返って，

店の工夫の一つ一つについて「商品が斜めに

置いてあって見やすくしている」「いろいろ

な商品を分かりやすくまとめて置いてある」

と目に見えるスーパーマーケットＡの工夫を

発表する児童が多くいた。また，「商品の場

所が分からずに困っていると店員さんが優し

く教えてくれた」「早朝から店に来て，品物

の準備をして，新鮮な物をお客様に渡そうと

しているから」と店員との触れ合いの中で学

んだことを発表する児童も多く見られた。 
 全体的に見ると，「安くて品ぞろえが豊富」

「近い」という気付きの段階からの予想に加

え，「駐車場が広い」「商品の置き方・向き

も工夫してある」「店員さんが困っていると

優しく教えてくれる」という理由を挙げた。

客が買い物をしやすいように，スーパーマー

ケットＡには多くの工夫が詰まっていること

に気付くことができた。それは，店の工夫に

ついて，単元を通し，消費者と販売者の立場

から着目してきたからであると考える。 

【肉売り場の工夫】 
・肉が種類ごとに集められている。  
・いろいろなところから来た肉が置いてある。外国から来たものが多い。 
【並べ方の工夫】 
・商品を見やすく斜めにして置いてある。 
・商品がなくなりそうな時は，機械でバーコードを読み取って，なくなった商品を取り扱ってい

るお店に伝えて商品を持って来てもらうようにしている。 

資料１０ お礼の手紙 

資料９ 地域とのつながり調べ 
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そして，最後にお礼の手紙を書くことを通して，本単元の学習のまとめとした（資料10）。手紙の

文中には，２回の見学で学んだことを二つ入れることとした。文中には，それぞれのスーパーマーケ

ットＡで学んだお店の工夫について具体的なことを記述することができた。また，「これからはスー

パーＡの人々の願いを意識しながら買い物をしたい」という店で働く人々の思いを十分に感じた記述

が多く見られ，学習を通して販売者側の工夫を踏まえた感想であることが分かる。 
 

６ 単元中の観点「思考・判断・表現」の評価におけるルーブリックによる評価事例 

判定人数 
時 【思考・判断・表現】におけるルーブリックと評価事例 

Ａ Ｂ Ｃ 

なぜスーパーマーケットＡに行く人が多いのか予想してみよう。 
＜Ａ判定＞学習計画の説明を受け，見学の視点を意識し，具体的な例を挙げな

がらお店に行く理由を考えている。 
＜Ｂ判定＞学習計画の説明を受け，お店に行く理由に目を向けている。 
（例）Ａ 安いし，店員さんも優しいから。ほしい商品がどこにあるのか分からない時

は店員さんに聞くと教えてくれるから。 
   Ａ 一つ一つのお店に分かれているから。買いたい時に迷わず買えるから。 
   Ｂ 近いし，すぐに買い物に行けるから。 
   Ｂ ポイントカードでポイントが貯まるから。 
   Ｂ 駐車場が広いから。 

Ｃ お母さんがよく買いに行くから。 

② 

＜Ｃを支援する手だて＞ 
 ペアからグループへの話し合いを進めていく中で，友達の意見を参考にし，自分
なりの予想をもたせる。 

20 ７

 

☆

指

導

に

生

か

す

評

価

０

スーパーマーケットの工夫を見付けるため，どんな質問をしたらよいのか考えよう。 
＜Ａ判定＞見学の視点を意識し，自分の予想を生かしながら，スーパーマーケット

の具体的な工夫について質問を考えている。 
＜Ｂ判定＞見学の視点を基にスーパーマーケットの工夫を知る質問を考えている。 
（例）Ａ なぜ果物を入り口の方に置いて，肉や魚を奥に置くのですか。 
   Ａ 高いところにある商品をお客に見えやすくするためには，どんな工夫をし

ていますか。 
   Ｂ 駐車場には何台車を停めることができますか。 
   Ｂ お肉は一日に何パック売れますか。 
   Ｂ 店員さんが一番大変なときはどんなときですか。 
   Ｃ 休みの日はいつありますか。 

⑥ 

＜Ｃを支援する手だて＞ 
 自分たちのグループのテーマを再確認し，自分たちのテーマを解決させるため
の質問につながっているかを問い直し，友達の考えを参考にさせる。 

８ 14

 

☆

指

導

に

生

か

す

評

価

５

⑩ スーパーマーケットの見学したことを基に，お店の工夫について考えをまとめよう。 
＜Ａ判定＞スーパーマーケットの工夫について，見学の視点を基に販売者と消費

者の立場を関連付けてまとめている。 
＜Ｂ判定＞スーパーマーケットの工夫について，見学の視点を基に販売者側の視

点からまとめている。 
（例）Ａ 魚やお肉も種類が多いので，種類ごとにまとめてあって，買いやすくして

いると，買い物が簡単に済むのでこの店に来てくれるから。 
   Ａ 新発売の商品をお客さんに買ってもらうために大きな声で知らせたり，値

段の色を変えたりして，お客さんにちょっとでも分かりやすると，お客さんが
この店で買いたいと思って，どんどん来てくれるから。 

Ｂ リサイクル場が細かく分けられていて，お客さんが缶などを捨てたい時に捨
てられるから。 

   Ｂ ゴミを減らすために，賞味期限が切れそうな商品を安く販売している。 
   Ｂ 少しでも買ってもらうために試食してもらう。 
   Ｃ 肉を工夫して並べている。 

９ 16

 

★

記

録

に

残

す

評

価

2 

（N=27）
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⑫ スーパーマーケット見学して分かったことを入れてお礼の手紙を書こう。 

＜Ａ判定＞スーパーマーケットの工夫が消費者の願いと結び付いている理由

を考えるとともに，自らの生活と結び付けて表現している。  

＜Ｂ判定＞スーパーマーケットの工夫が消費者の願いと結び付いていること

に気付いて表現している。 

（例）Ａ  自分は足が不自由なので，よく車椅子マークのところに車を停めていま

す。お店に一番近いので，すごく楽でした。 

   Ａ  スーパーＡで買い物をするときに，いろいろな商品があって，とても選び

やすかったです。 

   Ｂ  商品を並べたり，カートを運んだり，いろいろな仕事をしている人がいる

のが分かりました。 

   Ｂ  お店の人が朝早くから掃除をしていることに驚きました。 

   Ｂ  １日に魚を 1,000 匹切るのがすごいと思いました。 

   Ｃ  いろいろな工夫をしていることが分かってすごいと思いました。 

３ 24

 

★

記

録

に

残

す

評

価

０

７ 単元定着後評価 

 単元の終了時に事後テストと２か月後に保持テストを行った。予告なしで，教科書やノート，ワー

クシートを参考にさせず，テストの時間は20分とした。また，使用させたい事柄や用語を選択して文

章表現をする記述式のテストで実施した。 

設問は，単元で学習した内容の中で，集客理由と店の工夫について，消費者と販売者のそれぞれの

立場で事柄と具体例を関連付けながら記述させる。これは思考力・判断力・表現力が確実に身に付い

ているかを測定するテストである。３年生であることも配慮しながら，児童が分かったこと及び考え

たことについて，それぞれを比較，関連付けて短文で表現できればよしとした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

★ 使用したルーブリックと判定結果 

判定人数（Ｎ=27） 判

定 
設問②における思考・判断・表現の段階 

事後テスト 保持テスト

Ａ 
３点以上の事柄について消費者と販売者の思いを関連付けて説明

することができている。 
13 15 

Ｂ 
１点～２点の事柄について消費者と販売者の思いを関連付けて説

明ことができている。 
11 ９ 

Ｃ 
１点の事柄も説明できない。または，消費者と販売者の関連を正し

く説明できていない。 
３ ３ 

★ 解答例Ａ 

○ お店は並べ方を工夫している。それはお客さんが品物を選びやすいという願いをかなえるため

である。また，お店は値札の色も工夫している。それは，お客さんに広告の商品を分かりやすく

して，お値打ち商品を買ってもらうためである。そして，お店の外にカート置き場があるのは，

いっぱい買い物をしたお客が駐車場まで買ったものを楽に運ぶことができるからだ。 

○ お店の裏側にいっぱい商品が準備してあって，商品がなくなったらすぐに出せるようにしてあ

って，お客は品ぞろえがいいからいろいろ選びやすい。お店は商品を種類ごとに集めて並べ方を

【設問】 スーパーＡが人気の理由を下の言葉を使って，お客とお店の願いを結び付けながらまとめてみよう。  

＜お客＞ 

① 安い  ② 近い  ③ しんせん  ④ 品ぞろえがよい  ⑤えらびやすい  ⑥ こうこく   

⑦ 車（ちゅうしゃ場）  ⑧ 楽  ⑨ べんり       

＜お店＞ 

① バーコード  ② れいとう室  ③ 店員さん  ④ ならべ方  ⑤ 商品のせつめい 

⑥ ねふだの色   ⑦ 夜おそくまで  ⑧ 商品のじゅんび  ⑨ ね引き  ⑩ カートおき場 

⑪ リサイクルボックス  ⑫ ちゅうしゃ場が広い
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工夫しているから，お客は商品を選びやすい。スーパーＡは値引きをして，お客に安い商品をい

っぱい買ってもらえるようにしている。 

★ 解答例Ｂ 

○ お店は値引きをしている。なぜなら，このお店はお客さんに安いと言われ，お客さんを多くす

るため。お店は駐車場が広い。なぜなら，多くのお客さんが車で来て，いっぱい買い物ができる

ようにするため。 

○ お店は並べ方を工夫している。それは，お客さんが品物を見やすく選びやすくするためです。

お店は遅くまでやっている。それは，お客はお店が近くていつでもほしいものがあると，すぐに

買い物に行けて便利。 

○ お店は冷凍室で魚などをとっておいて，商品の準備をしていて，品ぞろえをよくしている。そ

れは新鮮なものを食べてもらいたいというお店の人の願いがある。 

★ 解答例Ｃ 

○ 広告があれば，お客さんを呼ぶことができる。 

 

事後テストと保持テストの結果，スーパーマーケットの人気の理由について，いくつかの用語を結

び付け，消費者と販売者の立場から説明できている児童（Ｂ判定以上）は，約８割で変化がなかった。 

 

８ 成果と課題 

(1) 成果 

① 協同学習における話し合いの設定 

問題解決的な学習の過程において，ペアやグループで話し合い活動に取り組んだ。第２時や第

６時では，学習問題の解決に向けて，何を調べればいいのかを考えたり，分かったことを踏まえ

て自分と友達の考えを比較したりして，新たな自分たちの問題づくりをしていった。仲間同士の

意見を取り入れることで，学習問題解決のためへの新たな視点を得ることができ，社会的事象に

対する視野を広げることができていた。 

② ワークシートによる学習支援 

ワークシートの活用は，児童がそれぞれの学習において，何を考え，何を調べ，どんなことを

発見したらよいのかを支援するのに役立った。また，学習したことを整理することが苦手な児童

にとっては，学習してきたことをまとめ，学んだことを整理し，習得することにつながった。 

③ 体験的な学習による意欲の高まりと知識の定着 

２回の見学は，取材活動を通して，児童が自ら抱いた疑問を自らの手で解決していくことで調

べることの楽しさを体感するとともに，事象の意味を理解し，働く人の思いを感じ取ることがで

きた。また，保持テストの結果を見ると，体験的に習得した知識は時間を経ても，大きな変化は

見られない。更なる日常の生活体験を通して，それぞれの知識がより体系的に習得されていく面

も見られる。体験的な活動は，主体的な学びの意識を高め，知識の習得につながると考えられる。 

(2) 課題 

①  ワークシートの在り方 

児童の中には，ワークシートをうまく活用できない子や問題をよく理解せずにまとめている子

がいた。ヒントを与えすぎると児童の主体的な表現活動にならないことがある一方で，学習のヒ

ント（視点）がなければ学習を進められない児童もいる。ヒントの与え方を検討していきたい。 

②  自作テスト問題 

昨年度の研究では，「消費者の願い」「販売者の工夫」について，それぞれ記述することはで

きていたので，今年度は「消費者と販売者の工夫と願いを結び付けてまとめる」という設問でテ

ストを試みた結果，文章表現に差が出た。記述のさせ方，選択肢にする用語などを再考し，より

よいテスト問題を検討する必要がある。 
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【検証授業Ⅱ】 

 知立市立知立西小学校  ６年 

 

１ 単    元   武士の世を安定させたのは誰だ！  

２ 単元について 

 本学級の児童に対して６月に社会科に関するアンケート調査を実施したところ，「社会科は好きな

教科である」について肯定的な回答が約80％であった。この回答に児童は「調べたりまとめたりする

学習が好きである」の項目に高い値を示している。しかし，「学習問題を見付けることが得意である」

の項目には非常に低い値であった。このことから本学級の児童は，社会科学習に対して意欲的に取り

組もうとする姿勢があるが，自ら問題を見付け，調べることによって主体的に問題を解決するまでに

は至っていないことが分かった。したがって本単元では，話し合い活動を取り入れた問題解決型の単

元を設定することにした。 

 単元の導入は，年表を用いて江戸時代の長さを確認する。また，長篠合戦図屏風や江戸図屏風を

見て，短期間の時代の変化を読み取る。これらの活動から提起される「３人の武将はどのように安

定した武士の世の中を築いたのだろうか」という疑問を取り上げ，単元を貫く学習問題として設定

したい。そして，発展的な段階として参勤交代という制度が幕府や大名だけでなく，池鯉鮒（ちり

ゅう）の宿場町に暮らす庶民にとってどのような意義があったのかについて考える場面を設定する。

これらの意見を表現し合う場を設定することにより，新たな理解が導き出され，歴史的事象を違う

立場から捉え，社会科において自ら考え，表現することができる児童が育成されると考える。 

３ 単元目標と評価規準 

 (1) 単元目標 

キリスト教の伝来，織田・豊臣の天下統一，家康の江戸幕府の始まり，参勤交代，鎖国とそれらに

関わる人物の働きや代表的な文化遺産から学習問題を見いだし，文化財，地図や年表，その他の資料

を活用して調べたことをまとめるとともに，戦国の世が統一され，身分制度が確立して武士による政

治が安定したことを理解し，それらのことやそれらに関わる人物の願いや働き，代表的な文化遺産の

意味について思考・判断したことを的確に表現する。 

 (2) 評価規準  

 社会的事象への 

関心・意欲・態度 

社会的な 

思考・判断・表現 

観察・資料活用の 

技能 

社会的事象について

の知識・理解 

評

価

規

準 

①全国天下統一への

信長，秀吉，家康の

働き，江戸時代の

人々の暮らしや文

化などに関心をも

ち，意欲的に調べよ

うとしている。 

 

 

②江戸幕府の始まり，

参勤交代，鎖国とそ

れらに関わる人物

の働きについて関

心をもち，進んで調

べようとしている。 

 

①キリスト教の伝来

や織田・豊臣の全国

統一，江戸幕府の始

まり，参勤交代や身

分制度や鎖国につ

いて，学習問題や予

想，学習計画を考

え，表現している。

 

②戦国の世が統一さ

れ，身分制度が確立

して武士による政

治が安定したこと

について，民衆の立

場からも考え判断

し，適切に表現して

いる。 

キリスト教の伝来

や織田・豊臣の全国

統一，江戸幕府の政

治の仕組みや暮ら

しの様子について，

絵図，池鯉鮒（ちり

ゅう）の古地図や年

表，その他の資料を

活用して具体的に

調べ，まとめてい

る。 

①織田信長，豊臣秀

吉，徳川家康の３人

の武将によって全

国が統一されたこ

とが分かっている。

 

 

 

 

②江戸幕府によって

世の中を支配する

仕組みが整えられ，

身分制度が確立し

て武士による政治

が安定したことが

分かっている。 
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(3) 単元計画と評価計画（19時間完了） 

 時 主な学習内容と学習活動 おおむね満足（Ｂ） 十分満足（Ａ） 

気
付
く
【
斉
】
① 

○ 飛鳥時代からの年表を提示し

て，これから学習する時代を確

認する。 

○ 安定した武士の世の中が確立

されるきっかけとなった長篠の

戦いについて，長篠合戦図

(1575)から話し合う。 

・織田信長が鉄砲を駆使する戦術

を使って武田軍を破り，主導権

を握った。   

○ 江戸図屏風(1640 頃)を見て，

気付いたことを発表する。 

・長篠の戦いから約65年後には安

定した武士の世の中になってい

る。 

○ どのように安定した武士の世

の中が築かれていったのかを調

べるため，３人の武将のうち，

一人を選ぶ。 

 

 

 

 

関① 合戦図を見て，織

田信長の戦略につい

て興味をもって考え

ている。 

 

 

 

関① 江戸図屏風を見

て，武士の世の中の

安定について興味を

もって考えている。

 

思① ３人の武将につ

いて関心をもち，誰

について調べるの

かを考えている。 

 

 

 

 

・合戦図を見て，織田信長

の戦略について興味を

もち，火縄銃や馬防柵の

在り方について考えて

いる。 

 

 

・江戸図屏風を見て，武士

の世の中の安定につい

て理由を示しながら興

味をもって考えている。

 

・３人の武将について関心

をもち，誰の何について

調べるのかを考えてい

る。 

 

○ 学習問題について調べる。 

Ａ 織田信長が行ったことをまと

める。 

Ｂ 豊臣秀吉が行ったことをまと

める。 

 

 
 

第 

一 

次
「
三
武
将
の
魅
力
を
探
れ
」 

調
べ
る
Ⅰ
【
個
】
②
【
グ
】
③ 

Ｃ 徳川家康が行ったことをまと

める。 

 

 

関① 自分の選んだ武

将の業績について

調べようとしてい

る。 

技： 自分の選んだ武将

の働きについて，年

表や地図などの資料

を活用して調べ，そ

れぞれが全国統一を

目指していたことを

読み取ってまとめて

いる。 

・自分の選んだ武将の業績

と考え方について調べ

ようとしている。 

 

・自分の選んだ武将の働き

について，年表や地図な

どの資料を活用して調

べ，それぞれが全国統一

に向けてとった具体的

な手だてを読み取って

まとめている。 

  

調
べ
る
Ⅱ
【
斉
】
④
⑤
⑥ 

○ 調べたことを発表する。 

Ａ 織田信長が行ったことを発表

する。 

・安土城を築いて楽市楽座を設け，

商工業を発展させた。 

・南蛮貿易を行い，進んだ文化や

品物をもたらした。 

・キリスト教を保護し，寺社の勢

力を抑えた。 

知① 織田信長が商業

都市を支配しながら

商業や工業の発展を

促進させるととも

に，キリスト教を保

護して外国の新しい

文化や情報を取り入

れていたことが分か

る。 

・織田信長が商業都市を支

配しながら特権を廃止

し，自由に商業や工業の

発展を促進させるとと

もに，仏教勢力に対抗し

てキリスト教を保護し

外国の新しい文化や情

報を取り入れていたこ

とが分かる。 

３人の武将はどのように安定した武士の世の中を築いたのだろうか。 
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Ｂ 豊臣秀吉が行ったことを発表 

する。 

・検地や刀狩を行い，農民を統制

する。 

・金銀の鉱山を支配する。 

・武士と農民・町人の身分を区別

し，武士が支配する仕組みを整

えた。 

知① 豊臣秀吉が検地

や刀狩によって農

民を統制し，武士が

支配する体制を整

えていったことを

理解している。 

 

・豊臣秀吉が検地によって

年貢を確実にとれるよ

うにし，刀狩によって反

抗できなくすることに

よって農民を統制し，武

士が支配する体制を整

えていったことを理解

している。 

Ｃ 徳川家康が行ったことを発表

する。 

・関ヶ原の戦いに勝利する。 

・江戸幕府を開き，江戸を中心と

した支配体制を整える。 

・大名を従えて，戦いのない安定

した世の中をつくる。 

知① 徳川家康が江戸

に幕府を開き，幕府

による全国支配の

基礎をつくったこ

とを理解している。

 

・徳川家康が江戸に幕府を

開き，城下町をつくって

江戸を栄えさせるとと

もに，幕府による全国支

配の基礎をつくったこ

とを理解している。 

ま
と
め
る
【
個
】
⑦
【
斉
】
⑧ 

○ ３人の武将の業績について表

にまとめ，武将の取組について

評価する。 

 

 

○ 学習問題を話し合う。 

・信長は鉄砲，戦術，楽市楽座な

どを取り入れて世の中を変えて

いった。 

・秀吉は全国を統一し，武士の身

分（兵農分離）を確立させた。 

・家康は江戸幕府を開いて平和な

世の中にするために基礎づくり

をした。 

 

 

 

 

 

思② 学習したことを

基にそれぞれの武

将の業績について

振り返り，自分の考

えや根拠となる事

柄を適切に表現し

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

・武将の業績について，他

の武将と比較しながら，

そのよさを判断して，そ

れらを自分の考えの根

拠として適切に表現し

ている。 

 

第
二
次
「
江
戸
幕
府
の
政
策
と
人
々
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 

気
付
く
【
斉
】
⑨ 

○ 江戸時代の浮世絵を見て，昔

の知立を想像し，東海道の宿場

町だったことを知る。 

・知立は東海道の宿場町で多くの

人が往来していた。 

○ 加賀藩の参勤交代図を見て，

大名行列について気が付いたこ

とを発表する。 

・知立を通って大名行列が江戸に

向かっていた。 

・大名行列は何のために行われた

のか。 

 

 

関① 知立が「池鯉鮒」

として東海道の宿

場町だったこと，参

勤交代図を見て，江

戸時代の人々の往

来について関心を

もっている。 

 

思① 徳川幕府が築い

た支配体制の在り

方について学習問

題を考えている。 

 

・知立が「池鯉鮒」として

東海道の宿場町だった

こと，参勤交代図の細か

い部分を指摘しながら

見て，江戸時代の人々の

往来について関心をも

っている。 

 

・徳川幕府が築いた支配体

制の在り方について，大

名行列の意義を考えな

がら学習問題を考えて

いる。 

 

武士の世の中を確立させたＭＶＢ（最優秀武将）を決めよう。 

幕府はどのようにして武士の世の中を安定させていったのだろう。 
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○ 学習問題について調べる。 

Ａ 大名の配置について 

・多くの大名が取り潰しや領地を

換えられた。 

Ｂ 武家諸法度について 

・厳しい定めを行って，全国の大

名を取り締まった。 

Ｃ 参勤交代について 

・大名は行列を従い江戸に挨拶

に行って，自分の妻子などを人

質として江戸の屋敷に住まわせ

た。 

技： 幕府が大名を支配

していった様子につ

いて，参勤交代など

の諸政策を調べ，ノ

ートに記述してい

る。 

 

 

知② 武家諸法度や参

勤交代の制度によ

る支配の仕組みを

理解している。 

 

・幕府が，大名統制を行っ

た理由を調べ，それらの

政策の効果について考

えている。また，今まで

の武士政権との違いを

見いだし，ノートに記述

したり，発言したりして

いる。 

・武家諸法度や参勤交代の

制度により支配が強化

され，江戸幕府が長く続

く要因になったことを

理解している。 

Ｄ 身分制度について 

・身分によって職業や住む場所の

ほか，税の負担が決められ，代々

引き継がれた。 

技： 幕府が農民や町人

を支配した様子につ

いて，絵図や図，文

章資料などを活用し

て調べ，まとめてい

る。 

 

知② 身分制度による

農民や町人の支配

を理解している。 

・幕府が農民や町人を支配

した様子について諸資

料を基に調べ，身分制度

を基盤とした武士によ

る政治が安定したこと

を読み取り，まとめてい

る。 

・慶安のお触書をよく読

み，身分制度による農民

や町人の支配を理解し

ている。 

Ｅ キリスト教禁止について 

・天草一揆をきっかけに絵踏みを

取り入れて厳しく取り締まっ

た。 

・信者たちが幕府の命令に従わな

くなることを恐れた。 

調
べ
る
Ⅰ
【
個
】
⑩
【
グ
】
⑪ 

Ｆ 鎖国について 

・オランダと中国に限り，出島

で貿易を行った。 

・貿易相手をキリスト教の伝播の

恐れのないオランダと中国に限

定し，その出入りを長崎に限定

して貿易の利益を独占した。 

技： 幕府がキリストの

禁止や鎖国を行った

様子を資料から読み

取り，ノートなどに

まとめている。 

 

知② キリスト教禁止

の過程や鎖国下に

よる貿易の仕組み

について理解して

いる。 

・幕府がキリスト教の禁止

や鎖国を行った様子を

資料から読み取り，武士

政権の安定化が図られ

たことをノートなどに

まとめている。 

・島原の乱をきっかけにし

たキリスト教禁止の過

程や出島での鎖国下に

よるオランダとの貿易

について詳しく理解し

ている。 

調
べ
る
Ⅱ 

○ 大名の統制（ＡＢＣ）につい

て調べたことを発表し，制度の

意義を考える。 

・大名の力を弱め，幕府が大名を

統制できるようになった。 

知② 大名統制を通し

て，徳川幕府の力が

強まり，政治が安定

したことを理解して

いる。 

・さまざまな大名統制とそ

の効果を考えることを

通して，徳川幕府の力が

強まり，政治が安定した

ことを理解している。 
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○ 農民・町人の統制（Ｄ）につ

いて調べたことを発表し，制度

の意義について考える。 

・身分を分けることで，力の差を

示し，武士の支配を強めた。 

知② 農民・町人の統制

を通して，身分制度

が確立し，武士によ

る政治が安定した

ことを理解してい

る。 

・農民・町人の厳しい統制

とその効果を考えるこ

とを通して，身分制度が

確立し，武士による政治

が安定したことを理解

している。 

○ 宗教の統制（Ｅ）や鎖国（Ｆ）

について調べたことを発表し，

制度の意義について考える。 

・キリスト教の禁止や鎖国は幕府

の支配の安定化につながった。 

知② 宗教の統制や鎖

国を通して幕府へ

の不満が起こらな

い体制を確立して，

武士による政治が

安定したことを理

解している。 

・宗教の統制や鎖国とその

効果を考えることを通し

て幕府への不満が起こら

ない体制を確立して，武

士による政治が安定した

ことを理解している。 

ま
と
め
る
【
個
】
⑮
⑯
【
斉
】
⑰

 

 

○幕府の政策に対する民衆・大

名・武士にとってプラス面・マ

イナス面を表にまとめる。 

○江戸幕府を長続きさせるため

に有効だったと思う政策につい

て考える。 

 

 

思② 江戸幕府の政治

が安定した理由を，

これまで調べてき

たことを踏まえて，

自分の考えを書い

ている。 

 

 

 

・江戸幕府の政治が安定し

た理由を，それぞれの政

策のプラス面やマイナ

ス面を考え，これまで調

べてきたことを踏まえ

て，自分の考えを書いて

いる。 

第
三
次
「
池
鯉
鮒
宿
に
生
き
た
人
々
」 

ま
と
め
る
【
個
】
⑱
【
斉
】
⑲ 

○ 池鯉鮒宿の古地図を見て，当

時の住人の生活を考える。 

・たくさんの宿があって，多くの

武士や旅人が宿泊した。 

・大名に対して失礼がないように，

気をつかっていた。 

 

 

○ 知立市史を要約した資料を読

んで，自分の意見をまとめよう。

・岡崎や宮にはさまれていて，宿

場の経営は大変だった。 

・農民が荷役に借り出されていて，

苦労していた。 

○ 池鯉鮒宿の住人の気持ちを考

えよう。 

・多くの大名に宿泊してほしいと

考えていた。 

・農民は農繁期にはやめてほしい

と願っていた。 

・町民は税金をまけてほしいと願

っていた。 

関① 池鯉鮒宿の資料

から気が付いたこ

とや疑問，自分の課

題を見付けようと

している。 

 

 

 

技： 池鯉鮒宿の宿場町

に関する資料を読

み，池鯉鮒宿の特徴

をノートにまとめ

ている。 

 

思② 大名行列を支え

た宿場町の機能を

踏まえて，宿場町の

住人の気持ちを考

えている。 

 

 

 

・池鯉鮒宿の資料から気が

付いたことや疑問を，当

時の人々に想いを巡らせ

ながら，自分の課題を見

付けようとしている。 

 

 

 

・池鯉鮒宿の宿場町に関す

る資料を読み，池鯉鮒宿

の特徴を宿場町の人々の

思いを想像しながらノー

トにまとめている。 

 

・大名行列を支えた宿場町

の機能を踏まえて，住民

にとって苦労していた事

象にも触れながら，宿場

町の住人の気持ちを考え

ている。 

 

 

江戸幕府は，なぜ長く続いたのだろう。 

池鯉鮒宿の住人は武士の世の中をどのように思っていたのだろう。 

【
斉
】
⑫
⑬
⑭ 

【斉】一斉学習 【個】個別学習 【ぺ】ペア学習 【グ】グループ学習 
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４ 指導実践事例  第一次「三武将の魅力を探れ」まとめる（問題解決）【一斉】⑧ 

(1)  目標 

・ 学習したことを基にそれぞれの武将の業績について振り返り，自分の考えを根拠となる事柄

を明確にしながら表現できる。（思考・判断・表現） 

(2)  準備 

・ 教師 ワークシート（振り返り） 

・ 児童 これまでの一人調べの資料 教科書 資料集 社会科ファイル  

(3)  指導過程 

時間 児童の活動 教師の活動 （・教師の支援） 

４ 

 

 

１ 

 

 

 30 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 

 

 

 

１ 前時までの学習内容を確認する。 

 

 

２ 本時の学習課題を確認する。 

 

 

３ 発表を行う。 

（織田信長） 

・三武将の中で一番早く天下統一をめざし

たことがすごい。 

・楽市楽座をやって誰でも商売できるよう

になった。 

（豊臣秀吉） 

・検地や刀狩によって農民と武士の区別を

行い，大阪城を築いた。 

・太閤検地と刀狩で農業政策と兵農分離を

行い，農民の人たちが苦しまないように

した。 

 

 

（徳川家康） 

・江戸を栄えさせた。我慢強い性格。 

・一番長く平和な幕府を 200 年以上も続け

ている。 

・全国統一をして安定した武士の世の中を

築いた。 

 

４ 学習の振り返りを行い，発表する。 

・三武将の活躍が安定した武士の世の中を

築いたことがわかった。 

・徳川家康の努力が次の世代に受け継がれ

ていった。 

・簡易年表を使い，「３人の武将はどのように

安定した武士の世の中を築いたのだろう

か」について調べてきたことを思い出せる

ようにする。 

 

 

・根拠となる資料を明確にし，ワークシート

を使って発言することをおさえる。 

・話型を意識しながら，できるだけ関連して

発表するように声をかける。 

・徳川家康への支持のみに終始しないように

織田信長，豊臣秀吉を支持する意見をもつ

児童を意図的に指名する。 

・それぞれの武将が行った代表的な業績をカ

ードで示し，その業績について評価を加え

て発言するように助言する。 

 織田信長 

  楽市・楽座 キリスト教の保護 

  商業都市の支配 

 豊臣秀吉 

  刀狩 検地 身分制度の確立 

 徳川家康 

  江戸幕府を開く 参勤交代 一国一城令

・それぞれの業績についての反論はないか，

また，その反論に対して意見がないかを問

いかけ，自分が支持する武将のことのみの

発表にならないようにする。 

・授業中，発言できなかった児童を意図的に

指名する。 

・友達の発表を聞いて感じたことを書き，授

業の前と後での自分の変容に気付けるよう

にする。 

(4)  評価 

・学習したことを基にそれぞれの武将の業績について振り返り，三武将を比較して自分の考えを根

拠となる事柄を明確にして表現できたか，発表やワークシートから判断する。（思考・判断・表現） 

 

武士の世の中を確立させたＭＶＢ（最優秀武将）を決めよう。 
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 第二次「江戸幕府の政策と人々」まとめる（問題解決）【一斉】⑰ 

(1) 目標 

・ 江戸幕府の政治が安定した理由を，これまで調べてきたことを踏まえて，自分の考えを表現

することができる。（思考・判断・表現） 

(2) 準備 

・ 教師 ワークシート（振り返り用紙） 

・ 児童 これまでの一人調べの資料 教科書 資料集 社会科ファイル  

(3)  指導過程 

時間 児童の活動 教師の活動 （・教師の支援） 

１ 

 

35 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９ 

１ 本時の学習課題を確認する。 

 

２ 発表を行う。 

Ａ 大名の配置 

 ・外様を遠くに置き，江戸に攻めにくく

する。 

 ・親藩や譜代に重要な土地を安心して任

せることで，信頼関係を築いた。 

Ｂ 武家諸法度 

 ・幕府の許可がいるものが多いので，大

名は幕府の支配の中で生活していてと

ても苦しかった。 

・幕府の力で確実に大名を取り締まった。

・幕府の許可がいるのもが多く，これに

背いた大名は厳しく罰せられた。 

Ｃ 参勤交代 

 ・多くの費用を使い，藩の財政に大きな

負担となった。 

・参勤交代は交通の整備や地方文化の交

流に役立った。 

 Ｄ 身分制度 

 ・身分制度によって世の中が安定したが

身分がかえられない。 

 ・農民にいろんなことをやらせて村を良

くした。宿場の応援などいろいろな役

割をもっていた。 

 Ｅ キリスト教の禁止 

 ・確実に信者が減ったが，貿易の相手が

オランダと中国だけになって，日本人

が海外に行けないという点がある。 

 Ｆ 鎖国 

 ・幕府は貿易による利益を独占できた。

３ 学習の振り返りを行い，発表する。 

 

 

・根拠となる資料を明確にし，自分がまとめ

た資料を使って発言することを押さえる。

 

・話型を意識しながら，できるだけ関連して

発表するように声をかける。 

 

・政策のメリットだけでなく，デメリットも

あれば発表するように声をかける。 

 

・それぞれの政策について，被支配者の立場

から考えるように促し，板書の中に対立構

図を示して議論の展開を図る。 

 

・資料集にある藩の財政を見て，参勤交代と

江戸屋敷にかかる費用が 48％を占めるこ

とを確認する。 

 

 

・農民が年貢だけでなく，宿場の応援などの

課役があったことを知らせ，知立周辺の農

民がその役を背負っていたことを連想でき

るようにする。 

 

 

・鎖国の絵を提示し，オランダとの貿易が出

島で行われていたことを連想できるように

する。 

 

 

 

・友達の発表を聞いたりして感じたことを書

き，授業の前と後での自分の変容に気付け

るようにする。 

(4) 評価 

・江戸幕府の政治が安定した理由を，これまで調べてきたＡ～Ｆの視点を踏まえて，自分の考えを

表現することができたか，発表やワークシートから判断する。（思考・判断・表現） 

江戸幕府は，なぜ長く続いたのだろうか。
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５ 実践の流れ 

(1) 第一次「三武将の魅力を探れ」 気付く（問題設定）①【一斉】 

「三人の武将はどのように安定した武士の世の中を築いたのだろうか」 

資料１の簡易年表を提

示し，江戸時代が長く続い

たことに気付かせ，「なぜ江

戸時代は長く続いたのだろ

う」と問いかけた。「平和だ

った」「支配の制度がうまく

いった」「徳川家康のおか

げ」という意見が出された

ので，「徳川家康の他に知っ

ている戦国武将はいます

か」と問いかけたところ，

「織田信長」「豊臣秀吉」「武

田信玄」らの名前が出てき

た。 

まず，これらの武将が集

った長篠の戦い（1575）の

様子が描かれている「長篠

合戦図屏風」を提示し，織

田軍の新しい戦術や織田信

長の下で豊臣秀吉と徳川家

康が戦ったことを確認した。 

次に，「江戸図屏風」

(1640頃)を提示し，安定し

た江戸の様子に気付かせた上で，「長篠の戦いから約

65年後には安定した世の中になっている。３人の武

将はどのようにして安定した武士の世の中を築いた

のだろう」と問いかけ，三武将について調べる指示

をした。 

多くの児童は戦国武将に興味をもっており，授業

後の感想からは今後の調べ学習に対して意欲が感じ

られた。児童Ａは「私たちの住んでいる近くでとて

も大きな戦いがあり，こんな有名な３人がいるのは

今日，初めて知りました」「３人が何年に何をしてい

たのか知りたいし調べたい」とワークシート①（資

料２）に書き，戦国時代に興味をもった。そして，

他の児童も，三武将の性格が表れた俳句には強い関

心をもった。そして，それぞれ調べたい武将につい

て，常に「３人の武将は，どのように安定した武士

の世の中を築いたのだろうか」を念頭において調べ

るように促した。 

(2) 第一次「三武将の魅力を探れ」  調べるⅠ 

（問題追究）【個別】②【グループ】③ 

資料１ 第１時の板書 

資料２ 児童Ａのワークシート①「二つ絵図から分かること」 

資料３ 児童Ａのワークシート②「豊臣秀吉の取組」 
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 調べたい武将を一人決め，教科書や資料集などを使って，三武将の業績をまとめた。まず，一人調

べノートに自分の調べた武将のことをまとめた。児童Ａは豊臣秀吉が行った朝鮮侵略や検地，刀狩に

ついて箇条書きでまとめた。感想には「いろいろなことをやって努力した人なんだと思いました」と，

秀吉の業績に共感する様子が表れていた。また，調べた内容をペアで教え合ったり，グループで伝え

合ったりした。その際には，ワークシート②（資料３）に基本事項である語句を教科書や資料集から

調べ，学び合っていた。 

 (3) 第一次「三武将の魅力を探れ」 調べるⅡ（問題追究）【一斉】④⑤⑥ 

 ワークシート②（資料３）に記載すべき事項

を確認しながら，各武将が行ってきた政策につ

いて評価を加え，発表し合った。 

 児童Ａは豊臣秀吉に関して，「太閤検地は不満

をもった人もいれば，うれしかった人もいた。

結果的にみんなが公平になったのでいい」「刀狩

令は人々を少しだましてやったのが少し嫌だ」

と書いた。また，みんなの意見を聞いた後の感

想では，「秀吉が一番努力したしいいと思ったけ

ど，みんなはそれほどいいとは思っていない」

「秀吉の政策は後の家康につながっていった」

と書き，自分の意見は友達の意見とは違うが，

秀吉は後の世に影響を与えた人であると捉えた

（資料４）。これらの思いを基にして，もう一度

三武将が行ったことを見直し，安定した武士の

世の中を確立することに最も貢献した武将をＭ

ＶＢ（最優秀武将）と決めようと問いかけた。 

(4) 第一次「三武将の魅力を探れ」 まとめる（問題解決）【個別】⑦ 

 武士の世の中を確立した最優秀武将について，三武将の魅力やエピソードも交え，自分の意見を明

確にしながら作文にまとめた（資料５）。 

(5) 第一次「三武将の魅力を探れ」 まとめる 

（問題解決）【一斉】⑧ 

 第７時の各自の意見文を交換し合った。話し合

いは徳川家康への支持から始まり，続いて豊臣秀

吉の評価に及んだ。 

児童Ａは「農民だったのに天下取りになったの

は，ずるいと思うのもあるかもしれないけど，秀

吉はそうやって天下取りになるまでに見合う努力

をしたから，天下統一ができたと思います」と発

言し，豊臣秀吉が低い身分から天下統一を果たし

た努力を賞賛した。 

 また，家康は武田軍との戦いで敗北し，その経

験を生かして天下が統一されたことが紹介された。

家康が苦労しながら江戸幕府を開いたことに共感

した児童も多くいた。 

 再度，豊臣秀吉に話が及んだとき，秀吉の戦い方や朝鮮を攻めたことに対して，「ずる賢い」「欲張

りすぎ」というマイナスの評価が出た。それらに対して，Ｃ６（児童Ａ）「より自分の力を強めようと

して努力し，天下統一を果たせた」という秀吉を擁護する意見も出た。そして，Ｃ７「冬の陣では，

豊臣秀吉          

 武士の世の中を確立させた最優秀武将は
豊臣秀吉だと思います。 
 一つ目の理由は，太閤検地を行ったこと
です。太閤検地では，測量の道具をみんな
そろえたことによって国民みんなが公平に
税を納めるようになりました。 
 二つ目の理由は，頭がいいことです。戦
上手なことです。味方に付くことが利益で
敵を説きふせ，降伏させました。もし，従
わないときでも野外での合戦をできるだけ
さけ，敵を城に閉じ込め，相手ががまんで
きなくなるまで包囲しました。そうするこ
とで，見方の損害をできる限り少なくしま
した。その戦法を使ったのが小田原城攻め
です。・・・ 

資料５ 児童Ａの最優秀武将に対する意見文 

資料４ 児童Ａの授業後の感想 
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朝鮮を攻めた秀吉の一族を攻めて，徳川家康がだましたみたいな感じで進めていって・・・」という

発言から，当時の武将の戦い方にも触れ，Ｃ８～Ｃ10で秀吉を再評価する意見が出てきた（資料６）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 授業の終末では，三武将を新たに再評価する意見が出た。Ｃ11では「信長，秀吉がいなかったら家

康も江戸幕府を開くことはできなかった」とし，３人の力が備わって天下を統一できたことが示唆さ

れた。また，児童ＡはＣ12 で，「どの武将にもいいところと悪いところがあるから，全く悪いところ

がない人はいない」とし，時には策略を用いることで天下を統一した秀吉の能力を評価した（資料７）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 授業後の感想では，児童Ａは「どの武将も

いいところ，悪いところがある」とし，発言

内容を再度感想に書いて，秀吉が時にはずる

賢く，頭脳を使って天下統一を成し遂げてい

ったことに感銘を受けていた（資料８）。 

(6) 第二次「江戸幕府の政策と人々」 気付く（問題設定）⑨【一斉】 

「幕府はどのようにして武士の世の中を安定させていったのだろう」 

 江戸時代の浮世絵（歌川広重作）を提示した。すると，児童は「池鯉鮒（ちりゅう）と書いてある

から，昔の知立を描いている」ことはすぐに気付いた。しかし，池鯉鮒（ちりゅう）が江戸時代に宿

場町で，多くの人々が行き来する交通の要衝であることは知らなかった。 

資料６ 意見交換（豊臣秀吉について）の授業記録 

C11 
 

C12 
（児童Ａ） 

 
C13 

 
 

C14 
 
 
T 
 

＜みんなの意見を聞いて＞ 
確かに，最終的に成功したのは家康かもしれないけど，信長，秀吉がいなかったら家康も江戸幕府
を開くことはできなかったと思います。 
どの武将にもいいところと悪いところがあるから，全く悪いところがない人はいないと思う。秀吉が言っ
た，「戦は頭でするものだ」っていう言葉は，ずるがしこさも時にも必要だという意味も含まれていると
思ったから，ずる賢さを一番多く使ったのは秀吉だと思う。 
秀吉は農民とかの低い地位から天下をとったから，調子に乗って朝鮮とかを侵略しようとして，失敗し
たから悪い方にとったけど，ものさしとか，後に残る，利用されるものを作ったりしたから，悪いところ
だけじゃないことが分かった。 
秀吉はやっぱりすごいと思うけど，家康は今まで信長秀吉の力を借りて天下を取ったように見えたけ
ど，今日，自分が戦いに負けたときの姿を教訓にして，家康が江戸幕府を開くときにたくさん努力をし
たということが分かった。 
そうやってリレー方式で江戸幕府を開いたけど，この江戸幕府がなんで 260 年続いたのかというとこ
ろは，まだ詳しく知りません。その３人が成し遂げてきたことを家康以降，どうやって江戸幕府が築か
れたのかということを今度やっていきたいと思います。 

 

資料７ 意見交換（まとめ）の授業記録 

ちゃんと考えれば，どの武将にもいいところ，悪い
ところがあると思います。逆に，全く悪いところのな
い人はいないと思います。「戦は頭でするものだ」と
いう秀吉の言葉は，「ずる賢さもなければいけない」
という意味も含まれているんだと思います。ずる賢さ
を一番うまく使ったのが秀吉だと思います。 

資料８ 児童Ａの授業後の感想 

C１ 
 
 

C２ 
C３ 

 
C４ 

 
C５ 
C６ 

（児童Ａ） 

C７ 
 

C８ 
 

C９ 
 

C10 

＜豊臣秀吉はずるいのか＞ 
豊臣秀吉は，ずる賢いという感じになったかもしれないけど，頭がよかったから，戦のときに，自分の
味方の被害をできるだけ少なくするために，敵を説得してできるだけ野外での合戦を少なくしたの
は，秀吉の力にもつながったと思う。 
兵農分離を行って，農民の人たちが暮らしやすいようにしたこととかした。 
検地とかは年貢を納めるようにしたからいいと思うけど，天下統一してから，朝鮮だったかに手を伸ば
したのは欲張りすぎだと思う。 
C３の意見に反対で，朝鮮を攻めたのは確かに欲張りなのかもしれないけど，理由はそれだけじゃな
くて，朝鮮と友好な関係をつくって，貿易を進めるということもあったと思う。 
でも，城攻めにしたというのはちょっとよくないと思う。 
C５の意見に反対で，確かにずるいのかもしれないけど，そうすることで，より自分の力を強めようとし
て努力し，天下統一を果たせたから，別にそれでもいいと思います。 
冬の陣では，朝鮮を攻めた秀吉の一族を攻めて，徳川家康がだましたみたいな感じで進めていっ
て，豊臣家を滅亡させたけど，それはそれでしょうがないと思う。 
秀吉はあまり好きではなかったけど，家柄が低い身分に生まれて，努力して天下統一を実現したか
ら，すごいなと思いました。 
さっきの C６（児童Ａ）に似ていて，朝鮮に攻めたことは，秀吉が力を強めて安定させようと思っていた
ことは私には分からなかったので，私は家康よりも上じゃないかなと思いました。 
私は豊臣秀吉を選んだけど，信長が天下統一を目指したから，秀吉がそれを実現できたと思いま
す。 
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写真１ 「東海道分間延絵図」を見る児童  そこで，古地図「東海道分間延絵図（とうかいどうぶんけ

んのべえず）の複製」を提示して，知立が昔，池鯉鮒（ちり

ゅう）と呼ばれていて，東海道の宿場町であったことを伝え

た（写真１）。また，教科書にある加賀藩の参勤交代図につい

て触れ，このような長い大名行列が，池鯉鮒宿を頻繁に行き

来していたことを伝えた。すると，児童Ａは「知立はいろい

ろな人が通っていて，意外と発展していたんだな」と書き，

地域を見直すことができた。また，「何のためにこんなことを

したのか知りたい」と，大名行列について興味をもった。 

そこで，大名行列などの江戸幕府の政策について調べ，そ

れがどのような効果となって幕府を長く維持できたのかとい

う学習問題を設定した。 

(7) 第二次「江戸幕府の政策と人々」 

 調べるⅠ（問題追究）【個別】⑩【グループ】⑪ 

  調べるⅡ（問題追究）【一斉】⑫⑬⑭ 

江戸幕府が行った代表的な政策をワークシートに提示し，記載すべき事項を確認しながら，それら

の政策について評価を加え，発表した。ワークシートは資料の読み取りを重視した。 

＜Ａ「大名の配置」とＢ「武家諸法度」について＞ 

 ワークシート③（資料９）では，大名の配置や取り潰された大名の数のグラフ，そして武家諸法度

の資料を読み取った。児童Ａは「参勤交代は妻子が人質にとられ，遠い国の大名は大変だった。なぜ

そんなことをさせたのだろう」と書いた。また，友達の意見を聞く中で，「外様以外の大名も反乱を起

こさなかったのか」という疑問をもった。さらに，意見を聞くことで，「幕府はいろいろな工夫をして

世の中を安定させていったんだと思います」と書くに至った。このように，意見交換を行うことによ

り，幕府の政策に対する考えが深まっていった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料９ 児童Ａのワークシート③「大名の支配」 
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＜Ｃ「参勤交代」について＞ 

 ワークシート④（資料10）では，参勤交代にかかる費用や，大名行列にかかる日数を示した。児童

Ａは「なぜ幕府はそんなことをしたのか不思議です」と書いた。この疑問はここでは明らかにせず，

後の「江戸幕府はなぜ長く続いたのか」において詳しく考えさせることにした。 

 また，池鯉鮒宿に大名行列が通っている浮世絵を提示したところ，児童は茶店の前で土下座をして

いる町民の姿に注目した。そして，大名行列が権威のあるものとして通行していることから，「池鯉鮒

宿の人々は大名行列が来てほしかったのか」ということが話題となり，大名行列が宿場町の経済にと

って重要であることが意識された。児童Ａは「池鯉鮒宿の宿は周りがどのような環境だったのかと思

います」と感想を書き，池鯉鮒宿の様子に興味をもつことができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜Ｄ「身分制度」について＞ 

身分制度では，幕府による農民の支配

について，身分ごとの人口の割合を提示

して，わずか７％の武士が残りの93％の

人々を支配していることを知らせた。ま

た，農民のきまりと身分は基本的には変

えることができないことを強調した。 

児童Ａは友達の意見を聞き，「何でも

かんでも制限されて，ほとんど自由はな

かった」と書き，当時の農民の生活を想

像した。また，「身分制度をつくることで

差別されて大変な人もいれば，武士のよ

うに楽な生活をする人もいて，うらやま

しいと思っている人もいたと思います」

と書いた（資料11）。 

資料 11 児童Ａの授業後の感想 

資料 10 児童Ａのワークシート④「大名行列」 
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以上のように，資料を読み取ったり，友達の意見を聞いたりして当時の人々の様子や思いを感じる

ことができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また，ワークシート⑤（資料12）では，町人の暮らしについては古地図である「池鯉鮒宿宿並図」

も提示し，池鯉鮒の宿場町にはどのような人々が暮らしていたのかについて興味をもたせた。児童は

古地図に興味津々の様子で観察し，池

鯉鮒の宿場町に 32 件もの旅籠があっ

たことに驚いた。宿泊施設が予想以上

に多くあったことから，宿場の人々は

大名行列で来た人々に宿泊してほしい

と願っていたであろうと考えた児童が

多かった。児童Ａは，いろいろな店が

あったことに驚きながら，「大名行列は

通り過ぎるだけでも旅館でない店は見

てもらえたりするので，来てもらうの

はいいことであったのかなと思いま

す」と書いた（資料12）。 

＜Ｅ「宗教の統制」について＞ 

授業では，幕府のキリスト教禁止に

ついて確認した後，絵踏みの実物資料

（複製）を提示し，これが何かを想像

させた。児童は「絵踏み」についてす

ぐに連想できた。しかし，そのような

強制的な信仰については，嫌悪感をも

つ児童がほとんどであった。児童Ａは，

「キリスト教をやめさせられたとして

資料 12 児童Ａのワークシート⑤「身分制度」 

資料 13 児童Ａのワークシート⑥「貿易の統制」 
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も，その人は仏教になっても不満はあったと思います」と書き，当時の人々に思いを寄せて考えてい

た。しかし，この政策が幕府にとってどのような意味をもつかについては明らかにならなかったので，

後の話し合いにもちこすことになった。 

＜Ｆ「貿易の統制」について＞ 

ワークシート⑥では，出島の地図を提示し，これがどんなところなのかを問いながら基礎事項を確

認した。また，江戸幕府の統制についてどう思うのかを書いて発表した。 

 児童Ａは，「貿易を（幕府が）独占してしまうと日本が発展できない」と考えた。また，友達の発言

を聞き，「なるほどなと思いました」と書いた。相互に考えを交換することによって，考えを深めてい

る様子が伺えた（資料13）。また，これまで習ったことを生かして，「江戸幕府はなぜ長く続いたのか」

について改めて考え，意見をまとめて発表することにした。 

(8) 第二次「江戸幕府はなぜ長く続いたのだろう」まとめる（問題解決）【個別】⑮⑯【一斉】⑰ 

まず，幕府の政策に対する民衆・大名・武士にとっ

てプラス面・マイナス面を表にまとめた。その後，「江

戸幕府はなぜ長く続いたのだろう」というテーマにつ

いて，江戸幕府の政策のうち，最も有効であると考え

たものを基に資料を活用しながら意見文を書いた。そ

して，意見交換を行った。児童Ａは，大名の配置と武

家諸法度について意見文をまとめた（資料14）。 

意見交換（資料15）では，授業ではまず，参勤交代

のことが話題になり，関ヶ原の戦い以降に家来となっ

た外様大名に長い距離を歩かせ，大量にお金を使わせ

て，弱体化する意図があったということが理解できた。

また，参勤交代は街道の整備や地方文化の発展を促す

ことに寄与することが明らかになった。その恩恵は当

然に池鯉鮒宿にもあったことが再確認できた。 

 児童Ａは，Ｃ15 で武家諸法度に触れ，「守りたくな

いという大名はいたと思うけど，武家諸法度を守らな

いと自分の土地がつぶされたり，減らされたりするか

ら守るようになったと思う」と発言し，幕府の強大化に従わざるを得なかった大名の立場を考えた。 

また，Ｃ17 で児童は，「昔から仕えていた人はより信頼され，領地をたくさんもらえたりしたから，

親藩や譜代は裏切らなかった」とし，大名の配置が江戸幕府を長く続かせる要因であったことを主張

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

江戸幕府はなぜ長く続いたのか   

 私は，江戸幕府が行った大名の配置と武
家諸法度が効果があったと思います。 
 江戸幕府は，大名を徳川家の親せきであ
る親藩，古くからの家来である譜代，関が
原の戦い後に従った外様に分けました。資
料集を見ると，親藩は江戸から関西にかけ
て散らばっていて，重要な土地にいます。
譜代も，親藩の近くが多く，外様は関西よ
りも西や東北などの遠い場所に多いこと
が分かります。江戸幕府は配置を考えるこ
とで重要な土地を安心して任せられるよ
うになりました。 
 さらに，武家諸法度を守らせるためにも
大名の配置は使われていて，資料集のよう
なきまりを守らない大名は取りつぶされ
たり，領地を変えられたりしました。大名
は，自分の領地を守りたいので，武家諸法
度を守るようになり，幕府も長続きするこ
とができたと思います。 

資料 14 児童Ａの意見文 

 

C15 

（児童Ａ） 

C16 

 

C17 

 

 

 

C18 

 

T2 

C19 

（児童Ａ） 

C20 

 

＜Ａ：大名の配置 Ｂ：武家諸法度＞ 

武家諸法度を守りたくないという大名はいたと思うけど，武家諸法度を守らないと自分の土地がつぶ

されたり，減らされたりするから守るようになったと思う。 

大名からしたら武家諸法度は幕府の都合にいいものだったから苦しかったけど，幕府にとったら全

て幕府の指示で大名が動くから，いい政策だと思う。 

外様は裏切りたくても江戸から遠い場所に配置されていて，裏切ろうと思ってもすごい時間がかかる

から裏切れなくて，昔から仕えていた人はより信頼され，領地をたくさんもらえたりしたから，親藩や

譜代は裏切らなかったので，効果があったと思う。 

＜Ｄ：身分制度＞ 

百姓を土地にしばりつけることで，大名とか武士にとっては世の中が平和になって，それによって江

戸幕府が安定したと思います。 

じゃあ，身分制度はいいことばかり。デメリットはないわけ。 

大名は常に自分が一番上で，続けられるかいいけど，百姓や町人はいくらがんばっても上には上が

れないというのはとても不満があったと思う。 

百姓や町人よりも更に身分が低い人もいるから，大名にとってはいい制度だけど，それ以外の人に

とってはとてもつらい制度だったと思う。 

資料15 意見交換（まとめ）の授業記録 
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 次に，身分制度について話題となった。Ｃ18 で幕府や武士にとっては，農民を土地にしばりつけ，

耕作に専念させるのに好都合な制度であることを指摘した。しかし，児童ＡはＣ19で「大名は常に自

分が一番上で，続けられるかいいけど，農民や町人はいくらがんばっても上には上がれないというの

はとても不満があったと思う」と述べ，身分制度の閉鎖性を指摘した。 

最後に，キリスト教の禁止と鎖国について意見を述べ合った。キリスト教を禁止することで，天草・

島原の乱後は反乱もなくなり，一定の成果を上げたと判断した児童が多かった。しかし，Ｃ24で「キ

リスト教を禁止して，ポルトガルとかと貿易しなくなって，貿易の幅が狭くなったと思う。これは世

界から取り残されることになると思う」との発言もあり，他の児童も納得した様子であった。幕末の

事象につながる重要な意見である。 

そして，江戸幕府が様々な政策を駆使して

全国を統一し続けたことが明らかになった

（資料16）。 

 児童Ａは「今までは・・・みんなの意見を

聞いていいこともあることに気付きました」

「いろいろな見方で見ると，いいことも悪い

ことも分かってよかったです」と授業後の感

想に書き，話し合いによって多面的に物事を

捉えることができたことが伺えた（資料17）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（9）第三次「池鯉鮒宿に生きた人々」  まとめる（問題解決）⑱【個別】  ⑲【一斉】 

 単元の最後に，発展学習として池鯉鮒宿の人々の気持ちを考えることにした。以前，池鯉鮒宿を通

る大名行列を描いた浮世絵について，土下座をしている町民の気持ちを考えたが，もう一度「池鯉鮒

宿に生きる住人はどのような気持ちで生活していたのだろう」というテーマで考えることにした。ま

た，知立市史の近世「知立の宿場」を児童向けに簡単に訳した資料を使い，各自調べた。 

 児童Ａは，ワークシート⑦に，「宿場の人たちは人馬にお金がかかる」としながらも，「伝馬役をや

資料17 児童Ａの授業後の感想 

資料 16 第 17 時の授業の板書 

 
T3 
C21 

 
C22 
C23 

 
T4 
C24 

 
C29 

 
C30 

＜Ｅ：キリスト教の禁止，Ｆ：鎖国＞ 
キリスト教の禁止と鎖国についてどうですか。 
キリスト教を禁止することで，幕府が心配していた命令を聞かずに反発が起きる心配がなくなったと
思います。 
鎖国をすることで，貿易を独占したので，幕府にはお金がたまったと思う。 
C22 に付け足しで，出島という小さい島で貿易する場所が１箇所のため，海外からの貿易や情報が
独占できたということもありました。 
そうすると，鎖国というのはデメリットがないのかな。 
キリスト教を禁止して，ポルトガルとかと貿易しなくなって，貿易の幅が狭くなったと思う。これは世界
から取り残されることになると思う。 
江戸時代は長く続いて，それはいろいろな政策があって，武家諸法度だったり，参勤交代だったり，
それらが合わさって長く続いたのだと思う。 
武家諸法度が一番効果があるかなと思っていたけど，デメリットもあるし，他の政策も十分効果があっ
たと思うから，全部合わさって長く続いたのだと思う。 
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れば税金を払わなくてもよくなったりす

る」と書いた（資料 18）。宿場町には人馬

を供給して荷物の継ぎ送りを行う伝馬役や，

それを一種の税として行う農民の助郷制度

があり，決して暮らしは楽ではなかった。

しかし，大名行列が宿泊してくれなくては，

宿場経営は成り立たない。このようなジレ

ンマを抱えながら生活していた宿場町の

人々について，調べ，考えたことを交流し

た（資料16）。 

授業では，池鯉鮒宿の人々が苦労してい

た様子が紹介された。また，Ｃ33では日光

例幣使について，Ｃ37では琉球使節につい

て，Ｃ38ではお茶壷道中についてもふれた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 意見交換の授業後，児童Ａは，「大変だけどうれし

い時を思い浮かべてがんばって働いていたのかなと

思いました」と感想を述べている（資料 17）。どの

児童も，苦労しながらも宿場を運営しながら努力し

ている当時の人々の姿を思い描いており，江戸幕府

が，名も無き人々の日々の営みによって支えられ，

存続したことを感じることができた。 

C31 
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T１ 
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T２ 

 
 

C35 
 

C36 
 

C37 
T３ 
C38 
T４ 

 
C39 

 
C40 
C41 

 
C42 

 
C43 

大名が宿に泊まってくれるといいけど，人馬のただ働きが多く，運送費がかなり赤字だったそうです。だか
ら，とても大変だと思いました。 
大名に泊まってくれればもうかるけど，泊まってくれないと土下座するだけだから疲れると思います。 
日光例幣使が来ると，借金して宿代を払わないので，困っていたと思う。来てほしくなかったと思います。
徳川家康が日光に祭られたので，徳川家康をあがめるために通った行列がある。すごく権威があったん
だね。時にはわがまま言ったりする。そういう場合もあったそうだね。 
宿場の人は人馬にお金がかかるからルールを守らずに減らしたけど，そうやって宿場の人は頭を使って
お金を節約して辛い生活に耐えたのだと思います。 
この前も言ったように，荷物を宿場から宿場へ継ぎ送りしていたのだね。だから，そのための馬を常に宿
で決められた頭数を飼っておかなくてはいけなかった。でも飼っておくのはすごくお金がかかるから，決
められた数よりも少ない数で何とかやっていたということだね。 
旅籠の人は大名が来ないか，夜は寝ずに一晩中ちょうちんを持って見張らなくてはいけない。旅籠の人
は一日中大変で，大名行列が来た日は辛いと思います。 
旅籠や茶屋は大いにもうかったけど，運送費は赤字で大名にとって負担なので，全体的には負担だった
と思います。 
琉球使節も池鯉鮒宿に泊まっていたから，そういう場合は宿ももうかったと思います。 
琉球使節は今の沖縄から来ていた使節だね。 
お茶壷道中はお金も払わず，来るとすごく困ったと思います。 
お茶壷道中って分かる？ 何と将軍が飲むお茶を宇治，京都から大名行列みたいに運んだ。やはり権威
があったから，壷に向かって土下座もしなくてはいけないし，わがまま言っていたみたいだね。 
道路などを無理やり作らせて辛い気持ち。旅籠や茶屋に税金をかけるとお金持ちから借金するので大
変。馬を置いておくと，莫大な費用を使う。幕府に言いなりの生活をしていたということもあります。 
宿場は大名が来るように努力していたと思う。でも，来れば来たで大変だったと思います。 
交通量が増加し，必要な人馬の数は無制限に割り当てられた。助郷役は命令されれば必ずやらなくては
いけない。いいところも悪いところもありました。 
来れば栄えるので，来てほしい。もうけたりして「うれしい」と思う人が多かったと思います。でも，大名行列
は「いやだな」と思う人の方が多かったと思います。 
でも，大名行列が来てくれたら，すごくうれしい気持ちで生活していたと思います。 

資料19 意見交換（まとめ）の授業記録 

資料 20 児童Ａの授業後の感想 

資料 18 児童Ａのワークシート⑦ 
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６ 単元中の観点「思考・判断・表現」の評価におけるルーブリックによる評価事例 

判定人数 
時 【思考・判断・表現】におけるルーブリックと評価事例 

Ａ Ｂ Ｃ 

３人の武将はどのように安定した武士の世の中を築いたのだろうか。 

＜Ａ判定＞３人の武将について関心をもち，誰の何について調べるのかを考えて

いる。 

＜Ｂ判定＞３人の武将について関心をもち，誰について調べるのかを考えている。 

（例）Ａ 安定した武士の世の中を築くために，織田信長はどんな政治を行ったの

かを調べたい。 

   Ａ 安定した武士の世の中を築くために，織田信長はどんな人物だったのかを

調べたい。 

Ｂ 安定した武士の世の中を築いた織田信長のことを調べたい。 

Ｂ 織田信長に興味があるから調べたい。 

Ｂ 織田信長のことを聞いたことがあるから調べたい。 

Ｃ 織田信長を調べたい。 

① 

＜Ｃを支援する手だて＞ 

３人の武将（織田信長）がどのような人物で，どのような政治を行うことで，天下統

一を成し遂げようとしたのか，教科書や資料中の書かれている箇所を示す。 

７ 16

 

☆

指

導

に

生

か

す

評

価

８

⑧ 武士の世の中を確立させたＭＶＢ（最優秀武将）を決めよう。 

＜Ａ判定＞武将の業績について，他の武将と比較しながら，そのよさを判断して，

それらを自分の考えの根拠として表現している。 

＜Ｂ判定＞学習したことを基にそれぞれの武将の業績について振り返り，自分の考

えや根拠となる事柄を表現している。 

（例）Ａ 信長の楽市楽座は商業を発展させたのでいいと思うが，豊臣秀吉は刀狩

や検地を行うことで，確実に年貢を得るばかりでなく，一揆できないように

し，身分制度を確立させたのだから，最も優れた武将だと思う。 

   Ａ 豊臣秀吉は数々の戦いにも勝利し，武士の身分を確立させて，天下統一

を成し遂げたのでいいと思うが，その基礎を築いた織田信長がいなけれ

ば，豊臣秀吉の天下統一はなかったと思う。だから，織田信長が最も優れ

た武将だと思う。 

   Ｂ 織田信長は楽市楽座を行うことで，経済を発展させ，自らの経済的な力を

強くして天下統一の基礎を築いたので，最も優れた武将だと思う。 

   Ｂ 豊臣秀吉は刀狩や検地を行うことで，身分制度が確立したのだから，最も

優れた武将だと思う。 

   Ｂ 徳川家康は小さい頃人質になるなどしたが，我慢を重ねながら数々の戦い

に勝利し，最後に安定した江戸幕府を築いたので，最も優れた武将だと思

う。 

   Ｃ 徳川家康は，やっぱりすごい武将だと思うから最も優れた武将だと思う。 

15 11

 

★

記

録

に

残

す

評

価

５

⑨ 幕府はどのようにして武士の世の中を安定させていったのだろう。 

＜Ａ判定＞徳川幕府が築いた支配体制の在り方について，大名行列の意義を考

えながら学習問題を考えている。 

＜Ｂ判定＞徳川幕府が築いた支配体制の在り方について学習問題を考えている。 

（例）Ａ 幕府は大名行列のような制度を使って，幕府の権威を保ちながら多くの

人々を従えたが，他にどのような政治を行っていたのだろう。 

   Ａ 幕府が大名行列を行っていたのは，将軍にあいさつをさせることだと思うけ

ど，どうやってそんなことをさせたのか。もっと大名行列やそのほかの制度

について調べてみたい。 

Ｂ 幕府は大名や人々をどのように従えながら政治を行っていたのだろう。 

   Ｂ 大名行列はどのようにして行われていたのだろう。 

   Ｂ 大名行列の他にどのような制度があったのだろう。 

   Ｃ 江戸幕府について調べたい。 

８ 18

 

☆

指

導

に

生

か

す

評

価

５

（N=31） 
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＜Ｃを支援する手だて＞ 

大名行列について，なぜそのようなものが行われたと思うかを再度問い，さらに

教科書や資料集中に江戸幕府の様々な政策が書かれている箇所を示す。 

⑰ 江戸幕府はなぜ長く続いたのか，幕府の政策を踏まえてまとめよう。 

＜Ａ判定＞江戸幕府の政治が安定した理由を，それぞれの政策のプラス面やマイ

ナス面を考え，これまで調べてきたことを踏まえて，自分の考えを書い

ている。 

＜Ｂ判定＞江戸幕府の政治が安定した理由を，これまで調べてきたことを踏まえ

て，自分の考えを書いている。 

（例）Ａ 大名行列はたいへんなお金を使うために，街道沿いが潤うが，藩の財政を

苦しくしてしまった。そのために各藩は幕府に反抗できなくなり，幕府が安

定した。 

   Ａ 武家諸法度は外様などの大名にとっては厳しい内容だったと思うが，これ

を守らなければ取り潰しにあったりするので，仕方なく従ったと思う。これが

幕府の安定につながったと思う。 

   Ｂ 大名行列などにより，江戸幕府に反抗できなくなり，幕府が安定した。 

Ｂ 身分制度は，農民や町民にとって厳しく，武士の身分が確立して幕府の安

定につながった。 

Ｂ 鎖国を行うことで，貿易上の利益を独占することができ，幕府の安定につな

がった。 

Ｃ 身分制度や大名行列のおかげで江戸幕府が長く続いた理由が分かった。 

16 ９

 

★

記

録

に

残

す

評

価

６

⑲ 池鯉鮒宿の住人は武士の世の中をどのように思っていたのだろう。 

＜Ａ判定＞池鯉鮒宿の宿場町に生きた人々の思いを，宿場機能を維持する際の

苦労も理解しながら想像している。 

＜Ｂ判定＞池鯉鮒宿の宿場町に生きた人々の思いを想像している。 

（例）Ａ 池鯉鮒宿の人々は，荷物の継ぎ送りに苦労しながらも，多くの大名行列や

旅人に宿泊して，宿場町がもうかってほしいと思い，努力をしていた。 

   Ａ 宿場町の人々は，お茶壷道中や日光例幣使の横暴に苦慮しながらも，大

名が多く宿泊してもうかることができるように，努力をしていた。 

Ｂ 池鯉鮒宿の人々は，多くの大名行列や旅人に宿泊してほしいと願ってい

た。 

Ｂ 宿場町の人々は，苦労してもお金がもうかるとうれしいから，懸命に働いて

いた。 

Ｂ 宿場町の人々は大名が泊まってくれるとうれしいが，負担も大きいのでい

やだと思っていた。 

Ｃ 大名行列が来るときは土下座していなくてはいけないので，来てほしくなか

ったと思う。 

15 10

 

★

記

録

に

残

す

評

価

５

 

７ 単元定着後評価 

 単元終了時に事後テストとその２か月後に保持テストを行った。それぞれ予告なしで，教科書やノ

ート，ワークシートを参考にさせず，テストの時間は20分間とした。また，設問②の使用させたい語

句は提示せず，文章表現をする記述式のテストで実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

設問① 織田信長・豊臣秀吉・徳川家康の誰か一人を選び，三つの語句について説明しながら，そ

  の武将がどのように国をまとめていったかを書きなさい。また，その武将についてどう思う

かを，理由を付けて述べなさい。 

 ＜語句＞ 

   ○織田信長・・・楽市楽座  商業都市の支配 キリスト教  

   ○豊臣秀吉・・・刀狩 検地 武士と農民の身分が明確になる  

   ○徳川家康・・・江戸幕府 征夷大将軍 一国一城令  
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★ 使用したルーブリックと判定結果 

判定人数（Ｎ=31） 判

定 
設問①における思考・判断・表現の段階 

事後テスト 保持テスト 

Ａ 
３点の語句について関連付けて説明し，その武将についてどのよ

うに思ったかが書けている。 
12 14 

Ｂ 
１点～２点の語句について関連付けて説明できる。または，語句

を列挙し，その武将についてどのように思ったかが書けている。 
16 13 

Ｃ 
１点の語句も説明できない。または，その武将についてどのよう

に思ったかのみ書いている。 
３ ４ 

★ 解答例Ａ 

○織田信長 

・楽市楽座を行い，誰でも自由な商売ができるようにしました。また，商業都市の支配によっ

て税金を集め，鉄砲や軍備を整えていきました。さらに，キリスト教を保護して，仏教勢力

に対抗しました。私はこのように効果を上げた政策を行い，天下統一を目指した織田信長は

すごいと思いました。 

○豊臣秀吉 

・刀狩を行い，農民が武器をとって反抗できなくしました。また，検地を行って田畑の面積を

記録し，年貢を確実にとれるようにしました。そして，これによって農民は武士に反抗でき

なくなり，身分の確定と兵農分離がおこり，武士と農民の区別をはっきりさせることになり

ました。私は織田信長の意志を受け継ぎ，努力することによって，秀吉は天下統一を成し遂

げることができたのだと思いました。 

○徳川家康 

・江戸に150年続く江戸幕府を開き，武士の総大将である征夷大将軍となって江戸を中心とす

る政治を行いました。また，一国一城令を出して，大名以外の城を取り壊すことで，幕府に

反抗する勢力をどんどん減らしていきました。家康はこのような政策を行うことで江戸幕府

が長く続く土台をつくったので，頭がいい人だと思いました。 

★ 解答例Ｂ 

  ○織田信長 

   ・楽市楽座を行い，誰でも自由に商売をできるようにしました。そして商業都市の支配を行っ

て，力を強めていきました。また，キリスト教の保護を行い，西洋文化を取り入れていきま

した。楽市楽座とキリスト教の保護は人々を幸せにしたからよかったけど，商業都市の支配

は人々に不利益だったと思うので，よくなかったと思います。 

  ○豊臣秀吉 

   ・全国で刀狩や検地を行いました。それによって武士と農民の身分が明確になりました。農民

はいくらがんばっても農民から抜け出すことができずに，不満があったと思います。しかし，

天下を統一して戦国の世を終わらせた点はいいと思います。秀吉はとても頭がいい人だと思

いました。 

  ○徳川家康 

   ・江戸幕府を開き，征夷大将軍となりました。そして，一国一城令を出して多くの城を破壊し，

大名の力を弱くしていきました。家康は優しい人だという評価もあるけれど，時には冷たく

大名にあたりながら自分の力を強めていき，全国を支配していったのだと思いました。 

 ★ 解答例Ｃ 

○織田信長 

   ・織田信長は楽市楽座や商業都市の支配し，天下統一を目指して武田軍の戦いに勝ちました。

最後は死んでしまったけど，その思いは豊臣秀吉に受け継がれたと思います。 

  ○豊臣秀吉 

   ・豊臣秀吉は貧しい身分から努力して天下統一を果たしました。すごいことだと思いました。 

  ○徳川家康 

   ・徳川家康は江戸幕府を長く続かせて，すごいと思いました。我慢強かったと思います。 
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★ 使用したルーブリックと判定結果 

判定人数（Ｎ=31） 判

定 
設問②における思考・判断・表現の段階 

事後テスト 保持テスト

Ａ 
３点の事柄について関連付けて説明し，その政策についてどのよう

に思ったかが書けている。 
12 14 

Ｂ 

１点～２点の事柄について関連付けて説明できる。または，３点の

事柄を列挙し，その政策についてどのように思ったのかが書けてい

る。 

15 13 

Ｃ 
１点の事柄も説明できない。または，その政策についてどのように

思ったのかのみ書いている。 
４ ４ 

＜使用させたい語句＞ 

   大名の配置   …親藩，譜代，外様，関ヶ原の戦い，武家諸法度，参勤交代，領地替え 

   武家諸法度   …参勤交代，勝手に城，500石以上の大船，大名同士で結婚，幕府の許し 

   参勤交代    …大名行列，武家諸法度，多額の資金，人質，外様，地方文化の発達， 

交通整備 

   身分制度    …７％の武士，身分を変えられない，朝から晩まで働く，麻と木綿，酒・茶， 

はた織，麦・あわ・ひえ 

   キリスト教の禁止…幕府への反抗，宣教師，絵踏み，天草・島原の乱（大きな一揆），鎖国， 

隠れて信仰（隠れキリシタン） 

   鎖国      …キリスト教の禁止，オランダ，出島，長崎，貿易・情報を独占，清・朝鮮， 

発展が遅れる 

★ 解答例Ａ 

○大名の配置 

・江戸幕府は江戸から近い位置や重要な位置に親藩や譜代大名を配置するなどの領地替えを行

いました。これによって，外様大名は江戸より遠い位置に配置され，参勤交代ではお金がか

かることになりました。こうして江戸幕府に反抗しにくくさせることにもつながったので，

江戸幕府が長く続くことになったと思います。 

○武家諸法度 

・武家諸法度で毎年４月に参勤交代を行うことが決められました。また，500 石以上の大船を

つくってはいけない，幕府に許可なく勝手に城をつくってはいけない，許可なく大名同士で

結婚してはいけないなどが決められました。こういった大名への制限を行うことで，江戸幕

府が長く続いたのだと思います。 

  ○参勤交代 

・武家諸法度で定められた，毎年４月に大名行列を行うことは，特に外様大名のように遠い位

置にある大名は多額の資金が必要でした。また，大名の妻や子を江戸に人質として住まわせ

なければなりませんでした。このように参勤交代を行うことで，江戸幕府が長く続いたのだ

と思います。 

○身分制度 

・わずか７％の武士を多くの農民や町人が支えていました。生まれつきの身分は変えられず，

農民は朝から晩まで働かされ，麻と木綿の服，酒・茶は禁止され，女性ははた織に励むこと

が奨励されました。また食事は麦・あわ・ひえを食べるとされ，米は年に数回のみとされま

した。身分制度は武士にとっては都合のいいものだったけど，農民にとっては辛い制度だっ

たと思います。 

○キリスト教の禁止 

・幕府への反抗を恐れ，キリスト教を禁止し，鎖国を行って宣教師を帰国させました。また，

設問② 江戸幕府のさまざまな政策について，下のどれか一つ（関連したものであれば二つ以上も

可）を選び，その政策がどのように行われ，江戸幕府にとってどのようなよさがあったのか

（またはよくない点があったのか）を書きなさい。また，その政策について自分がどう思う

のかを書きなさい。 

 ＜政策＞ 大名の配置  武家諸法度  参勤交代  身分制度  キリスト教の禁止  鎖国
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天草・島原の乱（大きな一揆）をきっかけに禁止をいっそう強化し，絵踏みをして隠れて信

仰しているキリスト教徒の発見に努めました。幕府がそこまでする必要はないと思います。 

○鎖国 

・江戸幕府はキリスト教の禁止を行い，長崎の出島でオランダと貿易を行いました。また，幕

府は貿易・情報を独占しました。幕府は大きな利益を上げることができたけど，貿易と情報

が限定されたのはよくなかったと思います。 

★ 解答例Ｂ 

○大名の配置 

・江戸幕府は信頼のある大名を江戸の近くに配置し，外様大名を遠くに配置しました。これは

幕府に反抗しにくくさせることにもなったので，幕府が長く続くことになったと思います。 

  ○武家諸法度 

・武家諸法度は幕府の許しを得なければいけないことも多く，大名は大変だったと思います。

でも，大名への制限を行うことで，江戸幕府が長く続いたのだと思います。 

  ○参勤交代 

・大名行列は多数の人々が列になって１か月以上移動します。とてもたくさんのお金を使いま

した。このように参勤交代は大名にとってすごく負担をかけました。でも，幕府に反抗する

大名はいなくなり，江戸幕府が長く続いたのだと思います。 

○身分制度 

・少ない武士を多くの農民が支えていました。農民は朝から晩まで働かされ，苦しい生活をし

ていました。農民は辛かったと思います。 

  ○キリスト教の禁止 

・幕府への反抗を恐れ，キリスト教を禁止しました。絵踏みを行って，隠れながら信仰してい

るキリスト教徒の発見に努めました。幕府はやりすぎたと思います。 

  ○鎖国 

・江戸幕府はキリスト教の禁止を行い，鎖国を行いました。鎖国をしたので外国の情報が制限

されて発展が遅れてしまいました。それが逆に幕府を終わらせることになるのだと思います。 

 ★ 解答例Ｃ 

○大名の配置 

・大名の配置を工夫したので，江戸幕府が長く続くことになったと思います。 

  ○武家諸法度 

・武家諸法度は厳しくて大名は言うことを聞かないといけなかったのは辛かったと思います。 

  ○参勤交代 

・参勤交代が通ると，宿場の人たちは頭を下げなければいけなかったので，町の人は大変だっ

たと思います。 

○身分制度 

   ・身分制度によって農民は辛かったと思います。 

  ○キリスト教の禁止 

・キリスト教を禁止するのはよくないと思います。自由にすれば不満もなく，一揆は起こらな

かったと思います。 

  ○鎖国 

・外国との付き合いがないので，閉じられた中での政治は幕府にとってはよかったけど，一般

の人にとっては何のよさもなかったと思います。 

８ 成果と課題 

(1) 成果 

① ４段階の各学習過程を伴う問題解決的な学習を取り入れた学習活動 

 第一次は，年表や資料を使って「江戸時代はなぜ長く続くことができたのか」という単元を貫く学習問

題をもち，三武将の取組に注目させた。さらに，第二次は昔の知立に東海道が通っていたことを意識させ，

江戸の政策を調べる意欲付けを図った。この導入によって，人物の営みを意識しながら問題解決的な学習

が継続できたと考える。また，調べ学習を支援し，評価によって個々の学習状況を把握することが，後の

話し合いに有効に作用したと考える。 
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② ワークシートによる学習支援 

 調べ学習は学習内容が拡散する。また，基礎的事項の共有化を図る必要もある。習得させたい用語や事

実を確認するコーナーと考えさせたいワークシートを工夫することで，知識を共有化し，拡散した学習内

容を焦点化して考えどころを生み出したり，話し合いを活発化させたりする発問に至ることができた。 

 また，各シートに記述された内容は，児童が何を調べ，何を分かっているのかを知ることができ，その

評価を指導に生かすことができた。 

  ③ 協同学習における話し合いの設定 

 問題解決的な学習の過程において，調べた事実を基にして考え，考えたことをお互いに表現し合っ

た。第一次「武士の世の中を確立させたＭＶＢを決めよう」，第二次「江戸幕府はなぜ長く続いたのか」

という学習問題に対し，支配者の立場だけでなく，被支配者の立場からも考えることで，その政策の意義

を見つめ直し，当時の人々の思いを深く考える契機となった。そして，他者との表現活動により，考え

方の視野を広げ，立場を変えて社会的事象を考察することができたと考える。 

(2) 課題 

  ① ワークシート作成の在り方 

調べ方やまとめ方の学び方を指導することを意図して，ヒントの多いワークシートを作成したが，中

にはうまく活用できない児童もいた。ヒントの多さをどの程度にするかも依然として問われる。詳細なも

のにすると，調べ学習をさせた意味がない。個々の調べを把握し，授業に生かすためにはどのようなワー

クシートにすべきかをより考察したい。 

② 時間数の確保 

４段階の学習過程を伴う問題解決的な学習は，時間数がかかってしまう。ほとんどの児童は興味を

持続さながら授業に臨むことができたが，中には「同じことの繰り返しで飽きてしまった」と表現し

た児童がいた。テンポよく解答を吸収したいという意欲をもつ児童のよさを引き出しながら，また，

教科書の基本的な語句や知識を確実にマスターさせながら，限られた時間数で授業展開を行っていく

教材開発のスキルを磨いていかなければならない。 

③ 話し合いの授業をコーディネートする教師の力量向上 

 話し合って，他者との考えを比較することは歴史の多面的・総合的な見方を育て，思考力･判断力を

高めるのに有効であることは，単元終了後の感想からも明らかである（資料 21）。そのためにも話し

合う学習問題に対し，各自の児童がどのような意見をもっているのかをワークシートで把握すること

は当然のことである。その上で学習問題に対する個々の意識のズレを見定め，授業の中で顕在化させ

ながら議論を盛り

上げていくための

教師の力量がます

ます問われる。児

童が話し合いに慣

れるとともに，教

師がいかに話し合

いをさせていくこ

とに慣れるかが，

問題解決的な学習

を成功させる鍵と

なる。 

 そのために日々

研さんを怠っては

ならないと改めて

感じている。 

資料 21 単元終了後の児童の感想 



城山小―1 

【検証授業Ⅲ】 

 尾張旭市立城山小学校  ６年 

 

１ 単    元   明治の国づくりを進めた人々  

２ 単元について 

本学級の児童は，積極的で自分の考えや意見を積極的に発言する児童が多数おり，発言することに

臆することがない。そこで，グループでの学び合い学習を取り入れ，社会的事象に対して根拠に基づ

いて自分の考えもち，その考えを友達に表現したり，教え合ったりできる児童を育てたい。また，国

語科で学習した討論を活用しながら，社会的な見方や考え方を身に付けさせたい。 

本単元では，黒船来航，明治維新，文明開化などの歴史的事象を取り上げ，調べる活動を通して，

明治の新しい政府が，富国強兵，殖産興業など欧米諸国に負けない国づくりを目指して近代化を進め

たことやそこに関わる人々の思いを考えさせる。また，板垣退助や伊藤博文を調べる中で文明開化と

ともに，人々の行動にも変化が表れ，地租改正や徴兵令等で出た不満を武力による反乱から自由民権

運動へと変化し，国会開設をもたらしたことや大日本帝国憲法が天皇に権力を集中させた意味につい

ても考えさせていく。 

本単元は，変化の激しい時代を扱っているが，幕末と明治維新後，諸外国と日本，政府と自由民権

派など対になる資料を比較して提示することにより，児童が自ら問題を見付け，追究しようとする意

欲を高めたい。また，内容を前半と後半に分け，前半のまとめとして第５時に明治政府の改革につい

て，メリットとデメリットの討論を行い，学習してきた歴史的事象や人物についての理解を深めたい。

さらに，後半ではグループでの協同学習を取り入れ，二つの内容で分けた課題グループによって調べ

て分かったことや考えたことを自分の言葉でまとめ，次に学び合いグループでそれを伝え合う活動を

取り入れ，立場を変えた見方や考え方を育みたい。学び合いグループでは，グループ内の友達に学ん

だことを伝えるという必然性と責任感から学習意欲につなげ，分かりやすくまとめ，表現させたい。 

３ 単元目標と評価規準 

 (1) 単元目標  

 黒船の来航，明治維新，文明開化，大日本帝国憲法の発布とそれらに関わる人物の働きなどから学

習問題を設定し，絵図や年表その他の資料を活用して調べたことをまとめるとともに，明治政府が欧

米の文化を取り入れながら廃藩置県や四民平等などの諸改革を行い，近代化を進めたことやそれらに

関わる人物やその働き，また，その政府に反対する人々の願いや行動について思考・判断したことを

適切に表現することができる。 

 (2) 評価規準  

 社会的事象への 

関心・意欲・態度 

社会的な 

思考・判断・表現 

観察・資料活用の 

技能 

社会的事象について

の知識・理解 

評

価

規

準 

黒船の来航とその後

の世の中の変化や明

治維新に関わる人物

の働きなどに関心を

もち，意欲的に調べ

ようとしている。 

①明治維新，文明開化か

ら学習問題を見いだ

し，政府の行ったこと

を予想して考えてい

る。 

②欧米に負けない近代

国家をつくろうとし

た当時の人々の願い

や明治政府が進めた

政策の意図，またそれ

に反対する人々の願

いについて判断し，適

切に表現している。 

①黒船来航，明治維

新，文明開化，自由

民権運動，大日本帝

国憲法の発布につ

いて，資料を活用し

て読み取っている。

②明治政府の政策や

政 府 に 反 対 す る

人々の行動につい

て必要な情報を集

めて読み取り，ワー

クシートにまとめ

ている。 

①黒船来航，明治維

新，文明開化におけ

る人々の働きにつ

いて，資料等を基に

理解している。 

②我が国が欧米の文

化を取り入れつつ，

廃藩置県や四民平

等などの諸改革な

どを行い，近代化を

進めたことを理解

している。 
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(3) 単元計画と評価計画（11時間完了） 

時 主な学習内容と学習活動 おおむね満足（Ｂ） 十分満足（Ａ） 

気
付
く
【
斉
】
①
② 

○ 明治時代の日本橋近くの絵図

と江戸時代の同じ場所の絵図の

比較し，暮らしの様子がどのよう

に変わったのかを考える。 

○ 文明開化について調べる。 

・服装の変化，教育内容の変化 

・江戸時代と明治時代の違い 

・郵便，鉄道，新聞，電報などの新

しい制度や文化 

      

 

関① 江戸時代と明治時代の

違いを見付け，それらの

違いに興味をもち，その

理由を考えている。 

思① 明治維新がもたらした

文明開化から学習問題

を見いだし，明治政府の

行ったことを予想し，考

えて表現している。 

 

 

・江戸時代と明治時代の違い

を見付け，更には急激な変

化の理由にまで興味をもち，

その理由を考えている。 

・明治維新がもたらした文明開

化から学習問題を見いだし，

明治政府の行ったことを急激

な西洋化と関連付けて予想

し，考えて表現している。 

 

○ 黒船の来航から倒幕までの

様子について調べる。 

・黒船の来航によって開国した。 

・幕府への不満が高まり幕府が倒

れた。 

・徳川慶喜が政権を朝廷に返し，

明治新政府が誕生した。 

知① 黒船来航により我が国

が混乱の中で開国し，若

い武士たちが中心となっ

て江戸幕府を倒したこと

を理解している。 

 

・黒船来航により結ばれた日米

修好通商条約が国内生活を

混乱させ，江戸幕府より強い

政府が必要と考えた若い武士

たちが中心となって明治維新

を進めたことを理解している。

○ 欧米に学んだ大久保利通らが

目指した国づくりについて調べ

る。 

・地租改正・殖産興業・徴兵令を推

進し改革を進めたこと  

知② 我が国が欧米の文化

を取り入れつつ，富国強

兵，廃藩置県，四民平等

などの諸改革を行い，近

代化を進めたことを理解

している。 

・我が国が欧米の文化を取り入

れつつ，富国強兵，廃藩置

県，四民平等などの諸改革を

行い，近代化を進めたことを

理解し，そのことが財政安定

を第一に目指していたことを

理解している。 

調
べ
る
Ⅰ
【
個
】【
斉
】
③
【
ペ
ア
】【
斉
】
④
【
グ
】
⑤ 

○ 明治政府の改革について考え

る。 

・明治の改革のメリットをまとめる。 

・デメリットについて討論する。 

思② 欧米に負けない近代

国家をつくろうとした当

時の人々の願いや明治

政府が進めた政策につ

いて，いくつかの政策の

良い点と悪い点に関連

付けて自分の意見を表

現している。 

・欧米に負けない近代国家を

つくろうとした当時の人々の

願いや明治政府が進めた政

策だけでなく，その意図や急

激な改革による人々の不満

についても考え，いくつかの

政策の良い点と悪い点に関

連付けて自分の意見を表現

している。 

調
べ
る
Ⅱ 

○ 課題Ａ・Ｂの選択で調べる。 

Ａ 政府の改革に不満をもつ人々

の行動について調べる。 

 

・武力による反乱から言論による主

張へ変わっていったこと 

・板垣退助らと自由民権運動 

技① 政府に不満をもつ人々

の行動について，資料を

活用して調べている。 

・政府に不満をもつ人々の行

動が，反乱から言論へと変化

していったことについて，国会

開設を求める板垣退助らの願

いや行動とともに資料を活用

して調べている。 

明治政府はどのように国づくりを進めたのだろう。 
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【
課
題
グ
】
⑥
⑦ 

Ｂ 大日本帝国憲法発布までの道

のりやその特色，議会と選挙制

度について調べる。 

・伊藤博文と大日本帝国憲法 

・国会の仕組み（貴族院と衆議院

の二院制） 

・選挙権をもつ人は，まだ国民の

一部だったこと  

技① 大日本帝国憲法の特

色について，天皇主権

や選挙制度を中心に資

料を活用して調べてい

る。 

 

・大日本帝国憲法の特色につ

いて，天皇に強い権限があ

ることや選挙権に制限がある

ことなどの特徴について資

料を活用して調べている。 

○ 調べて分かったことを伝え合

う。 

Ａ 政府の改革に不満をもつ人々

の行動について 

・武力による反乱から言論による主

張へ変わっていったこと 

・板垣退助らと自由民権運動 

技② 政府に不満をもつ人々

の行動が反乱から言論

へと変化していったこと

や国会の開設を唱えた

理由などについて分か

ったことを説明している。

・政府に不満をもつ人々の行

動が反乱から言論へと変化

していったことを，国会の開

設を求める人々の願いや行

動と関連付けて説明してい

る。 
調
べ
る
Ⅱ
【
学
び
合
い
グ
】
⑧
⑨ 

Ｂ 大日本帝国憲法発布までの道

のりやその特色，議会と選挙制度

について 

・大日本帝国憲法では，主権は天

皇にあり，強い権限が与えられた

こと 

・国会の仕組み（貴族院と衆議院

の二院制） 

・選挙権をもつ人は，まだ国民の

一部だったこと 

技② 大日本帝国憲法の特

色を，議会や選挙制度を

関連付けて説明してい

る。 

・大日本帝国憲法の特徴につ

いて，伊藤博文がどんな思

いでつくったのかにも触れな

がら，議会や選挙制度と関

連付けて説明している。 

ま
と
め
る
【
個
】
⑩
【
斉
】
⑪ 

○ 学習問題についてのまとめを

する。   

・明治政府がどのような国づくりを

目指したのかを考える。 

・政府の立場と国民の立場を比較

しながら考えをまとめる。 

○ 明治政府が行った改革の見直

しについて，どのような国づくり

を目指したのか話し合い，まとめ

る。 

思② 明治政府が進めたいく

つかの政策について，い

くつかを取り上げ，それら

を関連付けながら自分の

考えを表現している。 

・欧米に負けない近代国家を

つくろうとした当時の人々の

願いや明治政府が進めたい

くつかの政策について，それ

らを関連付けながら政府の

立場と国民の立場から捉え

て自分の考えを表現してい

る。  

 

４ 指導実践事例  「明治政府が目指した国づくりのまとめ」【一斉】⑪ 

 (1) 目標 

 学制，四民平等，富国強兵，地租改正，殖産興業，徴兵令，大日本帝国憲法などの明治の改革につ

いて，根拠を基にメリットとデメリットを述べながら交流することによりいっそう考えを深め，更に

資料を基に考え直し，自分の言葉で表現することができる。 

  (2) 準備 

 教師 メリット・デメリットカード 学習問題カード 

 児童 学習資料プリント 

【斉】一斉学習 【個】個別学習 【ぺ】ペア学習 【グ】グループ学習 
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(3) 指導過程 

時間 児童の活動 教師の活動 （・教師の支援） 

２ 

 

 

23 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 

 

 

 

 

 

 

10 

 

１ 本時の学習課題をつかむ。 

 

 

２ 明治政府の政策について話し合う。 

（富国強兵） 

・地租改正によって国は豊かになったが国

民は負担が増えて苦しんでいた。 

・強い軍隊をつくったので，国が安定した。

西南戦争もすぐに解決した。 

（四民平等） 

・政府が積極的に差別をなくそうとしなか

ったので，平等にならなかった。 

・身分制度がなくなり学校には平等に通え

るようになったので，平等な社会への第

一歩になった。 

（大日本帝国憲法）  

・アジアで一番早く憲法に基づいて政治を

行う国なり，欧米諸国に追いつくことが

できた。 

・天皇が中心で国民の意見が取り入れられ

なかった。 

・選挙が始まったが，一部の人しか参加で

きず民主主義とは言えない。 

３ 自分と違う意見について納得できたも

のを発表する。 

・軍を強くすることにお金を使うことに反

対だったけれど，政府の強い軍が西南戦

争を抑えることで，国民の行動が武力か

ら言論へと変わっていったことを聞い

て，賛成になった。 

４ 単元のまとめ「明治政府はどのように

国づくりを進めたのか」について,自分の

言葉で書く。 

・外国との不平等条約を結んでしまったこ

とから，外国に負けない国づくりを目指

し,富国強兵では，工業を盛んにして軍隊

を強くしたが，国民には負担が大きかっ

た。 

・課題を想起させるように諸政策を示す。 

 

 

・話し合うときには，資料を基に発言するよ

うに確認する。 

・自分とは違う意見が出たときにワークシー

トに書かせる。 

・前時のワークシートを確認してメリット，

デメリットカードを作らせておく。 

・児童が明治政府の政策を違う立場から捉え

られるように発言の指名は挙手だけてな

く，意図的,計画的に行う。 

・政策案の検討にはペア学習を取り入れ，交

流しながら深まるようにする。 

・富国と強兵に分けて説明し政策の目的を明

確にする。 

・差別に苦しめられてきた人々について補足

説明する。 

・四民平等と教育との関係を確認する。 

・大日本帝国憲法発布までの道のりやその特

色を振り返らせる。 

 

 

・自分と違う意見でも，資料を基にして納得

できているものを発表させる。 

・どんな政策でもメリットとデメリットは必

ずあると言うことを押さえる。 

・国民にとっては苦しい政策もあったが政府

としては外国に追いつき不平等条約をなく

すことが目的だったことを押さえる。 

・自分とは違う意見の根拠となる資料をもう

一度見直して考えを深めさせる。 

・政策名と「政府」「国民」「外国」などのキ

ーワードを使ってまとめさせる。 

・立場を変えて捉えるために自分とは違う意

見を入れてまとめることを確認する。 

(4) 評価 

討論を通して，政府の政策を見直し，よりいっそう考えを深め，更に資料や友達の意見を基に考え

直し，政策名と「政府」「国民」「外国」などのキーワードを使ってまとめ，自分の言葉で表現するこ

とができたかについて，発表やワークシートから判断する。（思考・判断・表現） 

 

明治政府の行った国づくりについて，見直すべきことはどんなことでしょうか。 
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５ 実践の流れ 

(1) 気付く（問題設定）「江戸時代と明治時代の様子を比べよう」①②【一斉】 

「江戸時代の日本橋周辺」と「明治時代の日

本橋周辺」の様子を描いた絵図を提示して，人

や町の変容に着目させ，比較させた。児童は，

人や町の様子，その他に気付いたことをワーク

シート①（資料１）に書き出した後，ペアにな

って話し合った。本学級ではペア学習を「相談

タイム」と名付け，日頃から隣席の児童と相談

するペア学習を取り入れている。考えに迷いが

あるときには，児童から「相談タイム」を要求

することもある。江戸時代と明治時代の生活の

様子の違いについて，友達と相談して自分が気

付かなかったところに気付き，児童は「あ，本

当だ」とか「ある，ある」などと言いながら，

食い入るように学習プリントＡ（p.17別資料）

の二つの絵図を見比べていた（資料２）。 

次に，ワークシートに書いた気付きを発表し

た。人物の様子について，洋服，靴，傘，髪型

などが変化し，武士のシンボルである刀がなく

なっていることから，この頃から武士がいなく

なったのではないかという話し合いになった。

町の様子については，馬車や街灯，ガラス窓，

ベランダなどの新しい進んだ技術や西洋風の街並みに変化していることに気付いた。また，家族連れ

で歩く様子や夫婦で歩く様子から，家族の関係も変わったのではないかと考える児童も出てきた。多

くの児童が気付きを発表したので，板書したことや自分が見付けたことから何か共通性や全体を見て

感じることがないのかと尋ねた。すると，「洋風のものが多い」「自由な感じがする」という意見や，

「今の自分たちの生活にかなり近付いている」という意見が出てきた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最後には，「30年間でこんなに変わったのだから政府も国民もきっとすごく忙しかったと思う」「西

洋風になったのは，外国人が指導者になって教えてくれたのだと思う」という予想を立てた。 

第２時では，第１時で見付けたことを文明開化としてまとめた。そして，明治政府の政策の一つと

して四民平等を取り上げた。第１時で武士がいなくなっていることに驚いた児童は，「武士がいなくな

った理由が分かった」と書いていた。 

また，学習プリントＢ（p.17別資料）を使って江戸時代の身分制度と比較したが，農民が平民とな

資料１ ワークシート①「明治時代の東京の様子 」 

資料２ 江戸時代と明治時代の生活様式を比較した授業 
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っただけであまり変わらないと感じる児童が

多くいたため，差別されてきた人々の身分が

なくなるということの重要性を補足した。し

かし，それでも権利を回復するような政策が

なされなかったため，平等な社会にはならな

かったことも押さえた。すると，「平等になっ

てよかったと思ったが，まだ差別が残ってい

ることが残念だった。政府は武士をなくして

身分制度を変える気はあっても，差別をなく

す気持ちはなかったのだと思う」と，振り返

りの感想の中で，政府による四民平等の目的

について深く考えることができた児童もいた。

なお，参考資料として使用した学習プリント

は今後の学習活動でも参考にするため，綴じ

ておくことにした。 

このようにして，江戸時代から明治時代の

変容を捉えた上で，学習問題を「明治政府は

どのように国づくりを進めたのだろう」とし

て，単元を通して考えていくことにした。ワ

ークシート②（資料３）は，重要な政策名を

記し，その説明の一部を児童が書き入れるも

のとし，用語の意味や内容を考える時間を十

分に確保した。 

  (2) 調べるⅠ（問題追究）「黒船の来航から倒幕までの様子について調べよう」③【個別】【一斉】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料３ ワークシート②「文明開化と四民平等」 

資料４ ワークシート③「明治維新をすすめた人々」
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p.６のワークシート③（資料４）は，左半分を基礎・基本の内容となる用語や人物名を確認するコ

ーナーとし，教科書の内容を中心に各自の調べ学習に役立つように作成した。そして，右半分のシー

トは，左シートの基礎・基本の内容を活用して学習できるように，児童の考えや意見を書きやすく工

夫した。また，各自の調べ学習に補足説明をするため，自作の紙芝居（p.19別資料）を見せ，児童に

も紙芝居の資料を学習プリントＣ（p.17別資料）として配付した。これにより新しい用語や歴史の流

れがしっかりと理解でき，「長い江戸幕府が終わるその前に，ペリーが来た。ペリーが来たから新し

い幕府ができたのだ。いろいろな言葉にはつながりがあってすごくおもしろかった」という授業後の

児童の感想にもつながった。 

 ワークシート③の右の吹き出しには，歴史上の人物がどんな願いや思いをもち，その時々に行動し

ていたのかについて，自分の考えを書き込ませた。児童は倒

幕派も幕府派も外国から日本を守るためにまとまっていった

ことを知り，真ん中のハートの部分（資料５）には，「日本が

アメリカに乗っ取られる前に新しい政府をつくりたい。でも，

江戸の町をなくしたくないから争いたくない」「国がまとまっ

ていないときにまとめさせる人はとても努力して命をかける

くらい日本が好きなのだなと思った」など，江戸時代末期の

人々の願いや思いをしっかりと捉えることができていた。 

 (4) 調べるⅠ（問題追究）「欧米に学んだ大久保利通らが

目指した国づくりについて調べよう」④【個別】【ペア】【一斉】 

廃藩置県，富国強兵，殖産興業，地租改正，徴兵令という五つの大きな政策についての学習では，

難しい語句が多く内容も複雑なため，基礎・基本の内容を中心とするワークシート④（資料６）を使

用した。廃藩置県では藩が県になることと捉えても，いったい何が変わるのかイメージできない児童

が多くいると考え，政府の意図を図式化した学習プリントＤ（p.17別資料）を示し，政府のねらいを

考えられるようにした。児童は，調べてきた政策について発表をするとともに，それがどんな政府の

意図で出された政策であったのかをペア学習で考えながらまとめた。 

(5) 調べるⅠ（問題追究）「明治政府の政策に賛成か反対か」⑤【グループ】   

明治の改革について，違う立場から捉えるために，学習してきた政策をメリットとデメリットに分

けて考えた。明治政府が強い国づくりを目指した理由をしっかり押さえた後に，ワークシート⑤（資

資料６ ワークシート④「欧米に学んだ国づくり」 

資料５ ワークシート③の一部 
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料７）に自分の意見を書いた。ここには，自分の考えとは違う意見も書き留めておけるようにした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まず，ワークシート⑤に各政策についてのメリットとデメリットをグループで調べて書き込んだ。

教科書，資料集，資料プリント集，授業メモなど，何を参考資料として考えたのかが分かるようにし

た。また，推測して自分の意見を書く場合には，根拠がない意見だと分かるように示しておくように

指導した。すると，「平等にならなかった四民平等にメリットが一つも思い浮かばない」という児童

も，友達と資料を調べながら職業選択の自由や居住場所の自由ができたことに気付き，理解を深めて

いった。その中で，資料を探したが見付からなかった児童の中には，推測であるが，「殖産興業でで

きた工場では，きっと安い給料で長い時間働かされていたのではないのか」「３年間の兵役があるこ

とによって労働力の低下を招いたのではないのか」という考えをもつ児童もいた。 

(6) 調べるⅡ（問題追究）⑥⑦【課題グループ】Ａグループ「政府の改革に不満をもつ人々の行動」 

Ｂグループ「大日本帝国憲法の特徴，議会と選挙制度」 

10人のグループを作り，その中を更に５人ずつに分けてグループを作り，片方がＡグループ，もう

片方がＢクループとして課題を追究した。その際の補足資料として，憲法草案についての学習プリン

トＥ（p.18別資料）を用意した。また，学習プリントＦ（p.18別資料）では，板垣退助と伊藤博文を

取り上げ，二人の行動や思いを比較し，国民の立場と政府の立場の両面から考えられるようにした。 

ワークシート⑥⑦（p.９資料８・９）では，左に基本的な用語や人物の特徴等について，教科書を

基に個人で調べ，その後グループで確認を行うようにした。また，右には，調べたことを基にその内

容について，友達に分かりやすく説明できるようにするためのヒントを掲載したシートを使用した。

それは，キーワードと歴史の流れの一部分を矢印で示しただけのものであったが，児童は，そのワー

クシートをヒントに，矢印が示していない部分についてもグループで話し合いながら理解を深め，付

け加えてシートに書き込むことができた。 

この追究活動について，児童の多くは，「ワークシート（p.９資料８・９）に書き込むと調べたこ

との理由が分かる」「友達に聞きやすいし，分かるまで教えてくれる」「人に伝えることには責任を感

じるからしっかりとやる」「分からないことは聞いて，後は自分で考えることができる」と，熱心に考

えたり学び合ったりしていた。 

資料７ ワークシート⑤「政府の改革に賛成か反対か」 
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(7) 調べるⅡ（問題追究）【学び合いグループ】 

「政府の改革に不満をもつ人々の行動について調べる」⑧ 

この時間は，前半30分で学び合いグループ学習をし，後半の15分では一斉学

習によるまとめを行った。学び合いでは，ＡグループとＢグループの課題につい

て図１の座席になり，ペアを基本としながら，周りの誰からも教えてもらえるよ

うに工夫した。 

学び合いグループでは，児童は自分がまとめたワークシートを見せながら説明

を行った。聞き手は，説明を書き留めるだけでなく，疑問を感じたら，必ず「ど

うして，そうなるの」「どこに書いてあるの」という質問をして，納得いくまで教えてもらうように指

導した。それでも疑問が残るときは教師に質問するようにした。 

Ａグループが政府の改革に不満をもつ人々の行動について，自由民権運動の説明では，図１のＡ１

図１ 学び合いグループ 

資料９ ワークシート⑦「大日本帝国憲法」 

資料８ ワークシート⑥「政府に不満をもつ人々の行動」 

 

 

 Ａ１  Ｂ１

 Ｂ２

 Ａ３

 Ｂ４

 Ａ５

 Ａ２

 Ｂ３

 Ａ４

 Ｂ５
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とＢ１のペアでの学び合いが資料10のように行われ，分からないことを解決しようとしていた。授業

後の振り返りでは，児童Ｂ１は，「授業では，少し疑問があってもすぐ挙手をして聞くことができない

けど，友達同士だといつもより積極的に質問ができた」と感想を述べている。また，質問された児童

Ａ１は，「自分は分かっているつもりだったけど，質問されるともう一度考え直したり，別の方向から

自由民権運動を見直したりするきっかけとなった」と述べている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

後半の一斉学習では，教えたＡグループの児童は教師による質問に答えることができず，教えられ

たＢグループの児童のみが答えられることとした。教えられた児童がしっかりと答えると，教えた児

童も喜んでいる様子が見られ，学び合いグループの学習によって知識の共有ができた。 

 (8) 調べるⅡ（問題追究）【学び合いグループ】 

「大日本帝国憲法発布までの道のりやその特色，議会と選挙制度について調べる」⑨ 

 第９時の学び合いでは，Ｂグループが課題について調べたことをＡグループに説明した。国民派が

作成した憲法草案と政府派が作成した大日本帝国憲法のまとめの文章にある最後の「国民派のつくっ

た憲法と比べると，（         ）」の（  ）には，「進歩的だ」と書いていた。学び合いの

時には資料や教科書をしっかりと見直し，資料11の話し合いの中で国民派の作成した憲法草案と政府

派が作成した大日本帝国憲法との違いをきちんと理解し，教え直していた。授業後の児童Ａ２の感想

には「地域の若者が学習会を開いてまとめた五日市憲法は，とても進歩的で基本的人権についても書

いてあるものだと分かった」とあり，話し合い後に資料を見直し，確実に理解していたことが分かる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(9) まとめる 「明治政府がどのような国づくりを目指したのかを考え，政府の立場と国民の立場

を比較しながら考えをまとめる」【個人】⑩ 

 まとめとして明治政府の政策の見直しを行った。政策のメリットやデメリットを今まで学んだ資料

を基にもう一度考え直し，見直す必要があるのかないのか，あるならば，どんな見直し案なのかを示

すことにした。また，メリットやデメリットについては，どの資料を基にした意見なのか，自分で考

え，予想した内容なのかをワークシート⑧（資料12）に明記させた。 

第５時での経験からメリットとデメリットは，しっかりとまとめられていた。見直し案を考える際

には，その政策に賛成か反対かをはっきりと示し，見直す理由や見直さない理由も示すようにさせた。 

資料 11 学び合いグループでのペアの話し合いＢ（一部） 

Ａ２  ここには，「進歩的な憲法」が入るよね。 

Ｂ２  教科書で憲法草案と大日本帝国憲法を比べたら，政府派が作った大日本帝国憲法は天皇中心に書いてあ

るって分かったよ。 

Ａ２ 「天皇」「天皇」「天皇」天皇は神だと書いてあるよね。 そこが進歩的ってことじゃないの。 

Ｂ２  いや，憲法草案には基本的人権が書いてあって政府の憲法より進歩的って書いてあるから，天皇中心と

国民中心になっていて比べると，そこが違うと思う。 

Ａ２  進歩的なのは憲法草案ってことかな。 

Ｂ２  そうそう，だから「大日本帝国憲法は天皇中心の憲法だった」が入る。 

Ａ２  そうか，人権が書いてある方が進歩的なんだ。 

Ｂ２  天皇中心は，大名中心とあまり変わらないから，古いってことじゃない。 

Ａ１  自由民権運動が，全国に広がりました。 

Ｂ１  自由民権運動が広がるって言ったけど，これってなぜ広がったのかな。 

Ａ１  大名がいなくなったから，広がりやすくなったんだよ。 

Ｂ１  四民平等になったからってことかな。 

Ａ１  違うよ，廃藩置県が行われて，大名がいなくなったから広まりやすくなったんだ。政府の考えも広

がりやすくしたから，政党を作るのもすぐに全国に広まったんだよ。 

Ｂ１  そうか，そうか。 

Ａ１  あ，やっぱり四民平等も関係あるかも。 

Ｂ１   そうだよね。平等になって武士がいなくなって大名がいなくなったんだよね。 

Ａ１  そうか，それで自由で平等になったから，自由民権運動とかもできたんだね。 

資料 10 学び合いグループでのペアの話し合いＡ（一部） 
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 富国強兵では，国民に負担が多いというデメリットに着目して反対とし，「国民の負担を減らす政策

をした方がいい」と考える児童が多くいた。しかし，同じところに着目しても賛成意見として，「お金

持ちの人に負担を多くするような政策にする」などと考える児童もいた。また，メリットとして第５

時の授業では習っていなかった西南戦争を理由に「国内の戦争がすぐ収まり，武力での反対をしなく

なったのは，強い軍隊のおかげだ」と賛成の意見を考える児童もおり，資料を基に考えが深まってい

る様子が見られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次の授業では，帝国議会を開いて議論をするので，机間指導しながら対立し合う意見等を確認した。

また，違う立場から捉えるのに役立つような意見を書いている児童には声をかけ，よい意見だと評価

した後，考えがより整理できるように個別に指導を行った。 

授業後にワークシート⑧（資料12）をすべて集めて，次の授業を進める際，立場の違う見方から考

えが発表され，議論が深まるように意図的な指名計画を考えた。 

(10) まとめる 「明治政府が目指した国づくりのまとめ」【一斉】【ペア】⑪ 

本時は，児童が議員，教師が議長となって帝国議会を開き，明治政府の政策について議論をした。

「富国強兵」「四民平等」「大日本帝国憲法」の三つの政策について，それぞれを見直すべきかどうか

の議論を行った。意見を述べる前に資料があれば先に提示すること，自分とは違う意見で納得できる

意見があればワークシート⑧（資料12）に書き

留めておくことにした。 

「富国強兵」に反対の児童は，「国にはお金

が入って，政府は豊かになったけれど，国民は

仕事も増え負担ばかりだったので，殖産興業で

集まったお金をしっかり国民に戻せばいいと思

う」という意見を出した。これに対して賛成派

の児童は，「集まったお金で強い軍隊をつくった

からこそ，西南戦争をおさえられたので，富国

強兵に賛成です」「賛成だが，政府は不平等条約

改正のために一分一秒でも早く政策を進めよう

資料 12 ワークシート⑧「明治政府の見直し政策」 

写真１ 政策を見直す帝国会議での意見発表 
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としたことで，負担ばかりが国民にいってしまった。もっと時間をかけてゆっくりと富国強兵を進め

るといいと思う」と述べた。そして，「国民に集めたお金を返す」「ゆっくりと政策を進める」という

二つの見直し案が出た。また，見直さないという案も出た。 

議論をする目的は，各政策にはよい面と悪い面，政府派としての考えと国民派としての考えなどの

多面性を友達の意見から見いだすことであり，どの見直し案が一番よいのか考えることではないので，

賛成派の考え，反対派の見直し案が出たところで，次の政策について議論をした。 

「四民平等」では，賛成派も反対派も国民に自由が増えたことをメリットとし，差別が残ったこと

をデメリットとした。その中で，見直し案として，「今まで差別されてきた人々を助ける政策も行う」

「今までの差別をこの先絶対にしないという法律を作る」という意見と，「教育の力で差別をなくすよ

うにすれば差別がなくなると思う。今の日本でそれが証明されていると思う」という意見が出た。「今

の日本で証明されている」ということについては，もう一度どんな意味なのか問い直すと，「自分たち

は差別をしないように教育をされていて，実際，今の自分たちは差別されていないから，教育の力で

差別をなくせると思う」と答えた。 

「大日本帝国憲法」では，メリットとして「欧米のような近代的な国の体制ができた」「天皇によ

って国民が一つにまとまる」，デメリットとして「天皇中心で，国民の権利を制限」「選挙が不平等」

という意見が出た。また，「国民が天皇に意見が言えるようにする」「国民の権利を制限しない」「ちゃ

んと国会を開いて国民みんなで議論して決める」という見直し案が出た。そして，賛成派の意見とし

て，「アジアで初の近代的な国の体制をつくった憲法だから賛成だ」が出た。 

三つの政策について，違った立場から意見が出たので，板書を見てもう一度自分とは違う意見で納

得できる意見があればワークシートに記すように促した。本時の「資料から読み取る」「自分の考えを

発表する」「友達の意見を聞く」という展開の中で，児童はメモを取っていたので，板書を見返しなが

ら，納得した意見をワークシートにしっかりと書き込むことができた。 

納得できた他の意見について発表し合い，資料 13 のように児童の意見に対して教師は繰り返し要

約して話したり，資料プリントなどの関係資料を示し説明を付け加えたりして学習をまとめた。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 最後に，６年生でもデメリットが考えられる政策をなぜ明治政府は推し進めたのかについて，ペア

で考えた。すると。ほとんどの児童から，「不平等な条約を改正するため」「近代的な国をつくるため」

という二つの理由が出てきた。 

そこで，単元を貫く学習問題「明治政府はどのように国づくりを進めたのだろう」について，いく

つかの政策名と「国民」「政府」「外国」のキーワードを使って文章でまとめることにした。多くの児

童は，欧米に負けない国づくりを目指した当時の人々の思いを表現した上で，p.14の評価事例のよう

に明治政府の政策について説明ができた。 

資料 13 納得できた友達の意見についての発表 

Ｃ１  富国強兵について，この政策があったから西南戦争をしずめることができたところ。 

Ｔ    あなたは反対だった？ 

Ｃ１  いいえ，賛成でした。でも西南戦争をしずめたことまで考えていなかったから・・・ 

Ｔ    納得できた？ 

Ｃ１  はい，すごく納得できました。 

Ｃ２  四民平等で私は賛成ですが，身分の違いや差別が残ったというところで，職や結婚が選べるならあった方がい

いと思ったけれど，「差別が残った」と聞いて，やっぱりそれはだめだなと思った。 

Ｔ    もともと賛成で，自由ができていいじゃないかと思っていたけれど，やっぱり差別が残ったと聞いて考えが変わ

った。特に，今まで差別されて苦しんできた人々の差別が残ったのですよね。資料プリントＢを見ましょう。百姓

や町人などからも差別された 1.5％の人々は，平等とはほど遠いものがあったね。 

Ｃ３  大日本帝国憲法について，私は反対だった。デメリットが多いし，やっぱりひどいなあと思っていたのだけれ

ど，メリットについて，「アジアで最も進んだ国になったとか初めてだ」と聞いてとても納得できた。 

Ｔ    学び合い授業でみんなで話し合ったときも，こんな憲法全くだめだって言っていたり，本気で国民の意見を聞く

気があったのかという意見があったりしたよね。みんなデメリットで盛り上がったよね。でもアジアで最も進んだ

国になれたと聞くと納得できたということですね。 
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６ 単元中の観点「思考・判断・表現」の評価におけるルーブリックによる評価事例 

判定人数 
時 【思考・判断・表現】におけるルーブリックと評価事例 

Ａ Ｂ Ｃ 

② 明治政府はどのように国づくりを進めたのか予想しよう。 

＜Ａ判定＞ 

   明治維新によりおこった文明開化から，明治政府の行ったことを急激な西洋

化と関連付けて予想し，変化の理由を考えて表現している。 

＜Ｂ判定＞ 

   明治維新によりおこった文明開化から，明治政府の行ったことを予想し，変

化の理由を考えて表現している。 

（例）Ａ 30 年間で自分たちと同じような生活になっているので，明治政府は外国

の進んだ文化をまねしたのだと思う。 

    Ａ 文明開化によって社会が大きく変化していた。四民平等の他に何をした

ら，あんなに変わるのか知りたくなった。西洋化したのは，強い外国の

指導者が日本に来たからだと思うので調べたい。   

Ｂ 日本橋周辺の町以外でも変化の大きな町があれば調べたいと思った。 

Ｂ 牛乳が外国の物だということを知り驚いた。外国から他にもどんな物を取

り入れたのか調べたい。 

Ｂ 四民平等で本当に武士がいなくなってしまったのか調べたい。 

Ｃ 服装が変わっていて驚いた。 

＜Ｃを支援する手だて＞ 

 明治時代の変化を再度見せ，疑問に思うことから予想させる。 

３ 34

 

☆

指

導

に

生

か

す

評

価

２

⑤ 明治政府の政策について考えよう。 

＜Ａ判定＞ 

   欧米に負けない近代国家をつくろうとした当時の人々の願いや明治政府が

進めた政策だけでなく，その意図や急激な改革による人々の不満について

も考え，自分の意見として表現している。 

＜Ｂ判定＞ 

   欧米に負けない近代国家をつくろうとした当時の人々の願いや明治政府が

進めた政策について，自分の意見として表現している。 

（例）Ａ 反対です。なぜなら，地租改正は国の財政が安定するというメリットがあ

りますが，豊作でも不作でも同じ税を納めなくてはいけないので，国民

にとっては苦しいというデメリットがあります。不平等条約改正のためで

あっても，国民のための政府なので国民にとって苦しい政策には賛成

できません。 

Ａ 賛成です。例えば廃藩置県では全国に政府の方針が伝わりやすくな

り，殖産興業では，工業を盛んにすることで豊かな国ができていきます。

地租改正で税金が増えたり，徴兵令で軍隊に行ったり，国民は大変な

思いをしたと思うけれど外国に負けない国づくりができるので賛成です。 

Ｂ 賛成です。富国強兵によって国が豊かになり，軍隊も強くなるので，外

国に負けない国づくりができて不平等条約が改正できるようになるから

です。 

Ｂ 反対です。四民平等では，職業を選ぶことができ，誰とでも結婚できる

自由があったけれど，国民は全く自由にならなかったので苦しくなって

いくばかりだからです。 

Ｂ 賛成です。どの政策も外国に負けない強い国にして不平等条約を改正

するために必要だからです。 

Ｃ 反対です。どの政策も国民にとって苦しいものばかりだからです。 

＜Ｃを支援する手だて＞ 

「政策名と政策の説明」「メリットとデメリット」「自分の考え」を個別に確認する。 

15 20

 

☆

指

導

に

生

か

す

評

価

４

（N=39） 
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⑪ 明治政府はどのように国づくりを進めたのだろう。 

＜Ａ判定＞ 

欧米に負けない近代国家をつくろうとした当時の人々の願いや明治政府が

進めたいくつかの政策について，それらを関連付けながら政府の立場と国

民の立場から捉えて自分の考えを表現している。 

＜Ｂ判定＞ 

明治政府が進めたいくつかの政策について，いくつかを取り上げ，それらを

関連付けながら自分の考えを表現している。 

（例）Ａ 政府は地租改正を行うことで税金を安定して集め，そのお金で富国強

兵に力を入れ，外国に負けない国づくりを進めた。しかし国民にとって

は不作でも決まった額の税金を納めなければならないので大変だっ

た。 

Ａ 政府は大日本帝国憲法をつくり，天皇中心の強い国づくりを進めた。国

民や自由民権派はもっと民主的な憲法にしたかっただろうが，外国に

負けない強い国にして不平等条約を変えるためには仕方がなかったと

思う。 

Ｂ  政府は徴兵令を出すことで，国の力を強くしたが，国民にとっては，地

租改正で負担が大きくなり大変だった。 

Ｂ  政府は，地租改正や徴兵令などの政策を出して外国に負けない国づく

りを進めた。国民は喜んで税金を納め，兵士となった。 

Ｂ  政府は四民平等の政策をだし，国民が職業や住む場所を選べるように

した。 

Ｃ 政府は自由民権運動によって，大日本帝国憲法をつくった。 

＜Ｃを支援する手だて＞ 

  政策名とその政策についての説明を確認し，政府の立場で考えることと国民

の立場で考えることを再度いっしょに行う。 

８ 26

 

★

記

録

に

残

す

評

価

５

７ 単元定着後評価 

 単元終了時に事後テストとその１か月後に保持テストを25分間で行った。それぞれ予告なしで，教

科書やノート，ワークシートを参考にさせず，必要な語句は問題文の中に提示し，選択させて文章表

現をする記述式のテストで実施した。なお，ルーブリックのＢ１からＢ３まではＢ判定とした。 

 

 

 

 

★ 使用したルーブリックと判定結果 

判定人数（Ｎ=39） 
判定 設問①における思考・判断・表現の段階 

事後テスト 保持テスト

Ａ 
５点以上の語句を使用し，政府と国民の立場から比較，関連付け，総

合してそれぞれ論述し，内容も正確である。 
14 21 

Ｂ１ 
３〜４点の語句を使用し，政府と国民の立場から比較，関連付け，総

合してそれぞれ論述し，内容も正確である。 
10 １ 

Ｂ２ 
３点以上の語句を使用し，政府と国民の立場から比較，関連付け，総

合してそれぞれ論述しているが，一方の立場の論述が間違っている。
７ 13 

Ｂ３ 
３点以上の語句を使用し，一方の立場から論述していて内容も正確で

ある。 
１ ０ 

Ｃ 
２点以下の語句を使用し，一方の立場から論述しているか，間違って

いる。または無回答である。 
７ ４ 

設問① 明治政府の行った国づくりについて，いくつかの語句を説明しながら関連付けて書きなさ

い。その際，「政府」と「国民」のそれぞれの立場から述べなさい。 

 ＜語句＞    廃藩置県  四民平等  地租改正  学校令  徴兵令  

         殖産興業  富国強兵  不平等条約  勝海舟  大久保利通      
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★ 解答例 

Ａ ペリー来航によって，結んでしまった不平等条約を改正するため，政府は，政府の方針がすぐ

に伝わるように役人を送り，藩をやめて県をおく廃藩置県を行い，四民平等では，士農工商を平

民とすることで平等にし，地租改正では，土地の税を改め，財政を安定させた。国民は，四民平

等で職業の自由を得たり，殖産興業で工業が発展し職を得たりした人もいたけれど，本当の平等

でなかったり，税や労働など，負担が増えたりするものばかりだった。 

Ａ 政府は外国と結んだ不平等条約改正のため，大久保利通を中心に富国強兵をスローガンに政策

を進めた。国を豊かにするために，財政の安定と経済力をつけそれを軍事力につかう。徴兵令で，

20歳の男子を３年間兵士して強い軍隊をつくる。また，学校令を出して教育の力でも国を変えて

いこうとした。国民にとっては政府の方針は苦しいものばかりで，富国強兵では，軍に人手をと

られて，学校令で子どもを学校に行かせるとまた人手が減り，学費も高く税金も高く，負担が増

えて苦しむことになった。 

Ｂ１ 政府は，富国強兵をすることにより，国が豊かになり，強い軍隊がもてるようにして，不平

等条約の改正に力を入れた。しかし，国民にとっては，徴兵令では兵士にならなくてはいけない

ため，負担が増え，地租改正では不作の年でも同じ額の税金を納めなくてはならず，苦しむもの

だった。 

Ｂ２ 政府は，不平等条約の改正のために廃藩置県で藩を大名が治めるのではなく，県を役人が治

めるようにして，命令が伝わりやすくし，四民平等を行い，武士を平民としたが，国民は平等に

ならず全くよいことがなかった。 

Ｂ３ 大久保利通らは，外国に負けない国づくりを目指し，殖産興業で官営工場をつくり，工業を

発展させて，地租改正して税金を安定して集められるようにした。それらのお金を使い，徴兵令

で人を集めた軍隊を強くしていった。 

Ｃ 政府は，廃藩置県や殖産興業や地租改正や不平等条約などの政策を行った。 

 

 

 

 

 

★ 使用したルーブリックと判定結果 

判定人数（Ｎ=39） 
判定 設問①における思考・判断・表現の段階 

事後テスト 保持テスト

Ａ 
５点以上の語句を使用し，政府と国民の立場から比較，関連付け，総
合してそれぞれ論述し，内容も正確である。 

10 16 

Ｂ１ 
３〜４点の語句を使用し，政府と国民の立場から比較，関連付け，総
合してそれぞれ論述し，内容も正確である。 

５ ３ 

Ｂ２ 
３点以上の語句を使用し，政府と国民の立場から比較，関連付け，総
合してそれぞれ論述しているが，一方の立場の論述が間違っている。

11 17 

Ｂ３ 
３点以上の語句を使用し，一方の立場から論述していて内容も正確で
ある。 

６ ０ 

Ｃ 
２点以下の語句を使用し，一方の立場から論述しているが，間違って
いる。または無回答である。 

７ ３ 

★ 解答例 

Ａ 国民の生活が苦しかったため西郷隆盛を中心に武士だった人たちが集まり，西南戦争を起こし

たが，結局，近代兵器をもつ政府軍に負けた。このことから武力から言論へと国民の行動は変わ

り，板垣退助が自由民権運動を進めた。政府は，国民の多くの声を抑えきれず，国会開設を約束

設問② 政府に不満をもつ人のとった行動とそれに対する政府の対策について，人物と関連付けて

説明しなさい。その際，「政府」と「国民」のそれぞれの立場から述べなさい。 

 ＜語句＞  大日本帝国憲法  自由民権運動  西南戦争  国会開設  選挙  

       板垣退助  伊藤博文  西郷隆盛  天皇  憲法草案 
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し，伊藤博文は大日本帝国憲法をつくった。 

Ａ 政府は，言論での行動も厳しく取り締まったが，板垣退助らの自由民権運動は日本中に広がっ

た。自由民権派に憲法草案をつくらせたが参考にせず，伊藤博文はドイツの憲法を参考に天皇が

中心となる大日本帝国憲法をつくった。国民は取り締まりにも負けず，自由民権運動を続け，選

挙によって，政治に参加する権利を得たが，国民の１％程度の人にしか選挙権がなかった。 

Ｂ１ 政府に対して西南戦争を起こしたが負けたことで，武力による行動ではなく自由民権運動を

するようになった。伊藤博文は大日本帝国憲法をつくった。 

Ｂ２ 板垣退助を中心に自由民権運動を行い，国会を開く約束をして，憲法草案を作った。政府は，

憲法草案を基に大日本帝国憲法を作った。 

Ｂ３ 政府は伊藤博文にドイツの憲法を学ばせ，大日本帝国憲法を作り，国会を開き，天皇中心の

国づくりを進めた。 

Ｃ 伊藤博文は，自由民権運動を進め，憲法草案や大日本帝国憲法をつくった。 

 

８ 成果と課題 

(1) 成果 

① 資料を基に考える力の育成 

 歴史的事象を違う立場から捉えるために，政策のメリットとデメリットをまとめさせた。その

際，必ず「証拠があるか」と聞きながら資料を基に考えさせたので，児童は，「資料から事実を読

み解き考える」「自分で考え予想したことから資料を探す」という二つの方法で考えを確かめるこ

とができるようになった。特に，資料が見付からない場合には，何度も資料を探す中で，「資料を

しっかりと見直す」「友達と相談する」「考え直す」ことを常に行うようになり，知識の定着，違

う立場から思考する方法の獲得へと進み，思考し判断する力の育成につながっていったと考える。 

② 教え合う，学び合う児童の育成 

 一斉教授型の授業では，「教師＝教える人，児童＝教わる人」という関係がある。教師の積極的

な教授により，児童は意欲がなくても学ぶことになる。しかし，「学び合い」の授業形態では，一

人一人が教えたり，教わったりすることの連続であるため，児童は積極的に学ばざるをえない状

況になる。児童同士の人間関係を見てみると，「人間関係がよくないと学べない」→「人間関係を

よくしようとする」→「教え合い学び合うことができる」→「人間関係がよりよくなる」という

好循環にもつながった。昨年度の課題として意欲のない児童が含まれるグループでは，学び合い

が進まないということがあったが，座席の工夫で改善した。さらに，歴史に関心の薄い児童にも

資料の工夫によって興味をもたせることが可能であることが分かった。 

③ 知識を基に関連付けて表現する力の育成 

 単元定着後の評価において，１か月後の保持テストは結果がよかった。Ｂ２判定となった17人

の児童のほとんどが５点以上の語句を正確に説明しており，たくさん書く中で間違いが一つあっ

たためにＢ判定になる児童もいたが，知識の定着はしっかりとできており，それらを関連付けた

表現ができていることが分かった。 

(2) 課題 

① 話型の指導 

 社会科だけでは，話型の定着が図れない。ワークシートの工夫によって社会的事象を違う立場

から捉えられるようになったが，それを人に伝える表現までは十分ではなく，日常的に話型を指

導する必要性を感じている。 

② 学習形態の更なる工夫による協同学習 

 ペア，グループでの協同学習で考えを深めることはできるようになった。その考えを一斉授業

の中で十分に共有できなかった。時間が足りないこともあるが，うまく学習形態を工夫し，学び

合いによる深まりのある思考の共有化を図りたい。 
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【別資料】学習プリント（Ａ～Ｆ）
第１時 「江戸時代と明治時代の日本橋周辺」 第２時 「江戸時代と明治時代の身分制度の比較」 

第３時 「明治維新（紙芝居資料）」 

第４時 「明治政府の改革の意図」 
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第６・７時 「憲法草案」 第６・７時 「板垣退助と伊藤博文」 
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【別資料】自作紙芝居「明治維新への道のり」 
（第３時 資料） 
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６ 研究の結果と考察 

思考力・表現力・判断力を育成するには，その基礎となる社会的事象の用語を正確に知識として知

り，それらの用語のいくつかを関連付け，総合して理解することが必要である。その知識の積み重ね

を暗記に頼るのではなく，問題解決的な学習を取り入れ，子どもが主体的に学習に取り組む中で，用

語を理解し，活用することができるようにしていきたいと考えた。 

 そこで，思考の方法を系統的に習熟できるように，各学年の単元の学習内容の中に「比較」「関連付

け」「総合」を段階的に位置付けた（p.３～p.４）。これは，各学年の単元の学習過程を「気付く・調

べるⅠ・調べるⅡ・まとめる」の４段階とし，「調べるⅠ」と「調べるⅡ」の中で，思考を段階的に深

め，「まとめる」中で，さらにその思考を再構成させて表現するように位置付けたものである。例えば，

「比較」するという見方・考え方を意図的に位置付けることによって，子どもは社会的事象を双方向

の立場で多面的・総合的に考える習慣を身に付けることが可能になる。また，内容の重なり部分や差

異の部分も明確になると考えられる。そのため，見学や資料活用などの体験的な活動を多く取り入れ，

社会的事象の複雑さに気付かせながら，それらを関連付けて「つまり」という帰納的な思考ができる

ようにすることを目指してきた。高学年では，一つの社会的事象や事実などから，「例えば」といくつ

かの関連事項を見いだす演繹的な思考もできるように，話し合い活動やワークシートの中で思考する

視点や着眼点を示唆するようにしてきた。 

 そして，主体的な学びへと導くために，子どもが興味・関心をもち，「知りたい」「調べたい」と意

欲を引き出すような単元の導入でも工夫をすることにした。 

 (1) 単元の導入（気付く段階）の工夫による効果 

「気付く」段階において，子どもが興味・関心をもち，学習意欲を喚起できるような単元の導入は，

子どもの疑問を学習問題へとつなげ，一人一人の主体的な学びが期待できる。子どもが「なぜ」「どの

ようにして」と疑問をもつような対象との出会わせ方を工夫することにより，３年生では学習問題を

選択・把握したり，６年生では学習問題を導き出したりすることを目指した。 

 １年次の研究における調査では，子どもは学習問題を見いだすことを得意としていないことが分か

った。そのため，子どもが単元のねらいに迫る学習問題を見いだし，その後，学習意欲をもって追究

活動へ向かうことができるように意識して単元の導入を設定した。 

具体的には，３年生「店ではたらく人々の仕事」では，家庭での買い物調べを持ち寄り，学級全体

のデータをグラフ化し，突出して目立つ店について，教師から「なぜ？」を問いかけ，子どもが予想

した理由を実際に確かめるための学習問題を設定した。子どもの「なぜＡスーパーにたくさんの人が

行くのか知りたい」「駐車場が広いし，近いからかな」などという事後の感想から，興味・関心をもつ

子どもが多くいたことが分かる。 

 ６年生「武士の世を安定させたのは誰だ！」では，時代の長さが分かる年表や「長篠合戦図屏風」

と「江戸図屏風」の比較を基に，「どのように安定した武士の世の中を築いたのか」という学習問題を

設定した。子どもは「たくさん戦いが起きているのに，どうして安定させることができたのかが気に

なった」「一つの家だけでずっとつぶされることなく天下を治め続けたのは不思議」などという単元を

見通す事後感想を述べている。 

また，６年生「明治の国づくりを進めた人々」でも，江戸時代と明治初期の日本橋周辺の絵図の比

較を基に，「この急激な変化にはどんな秘密があるのか」「「明治政府はどのように国づくりを進めたの

か」という学習問題を設定した。子どもは「急激な変化のわけを知りたい」「不思議だから調べたくな

った」と意欲を見せた。 

単元の導入段階における興味ある資料の提示は，子どもの関心を高め，意欲を喚起することができ

る。実践例では，子どもの既習の知識や体験とズレのある資料や疑問をもつような資料の提示によっ

て，子どもは興味・関心をもって楽しく学習に取り組めた。特に，地域にある素材の教材化は知的好

奇心を高め，学習への動機付けや学習の深化を図ることにつながったと言える。 

 導入時の授業について，図３と図４の子どもへの意識調査による結果からも学習への興味・関心，
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意欲の持続が分かる。 

図３の意識調査①によると，単元導入時の工夫により，ほとんどの子どもが事象に対して興味・関

心をもち，学習に意欲的に取り組むことにつながったと回答している。また，意欲がもてた子どもに

ついては，単元終了の問題解決の段階まで，または問題追究終了までと，導入時の学習追究への意欲

は比較的長く持続したことも分かる（図４）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そして，図５は観点「思考・判断・表現」における問題設定，予想や学習計画について，あらかじ

め設定したルーブリック（西川端小 p.11，知立西小 p.17，城山小 p.13）に照らし合わせて判定し，

その達成度を示したものである。この達成度からは，多くの子どもが学習問題を把握し，今後の学習

計画の見通しができたと言える。しかし，図３と図５の比較から，事象に対する興味・関心，意欲の

喚起が学習を見通した問題設定や計画立案に大きく影響するということも言える。達成できない子ど

もには，意欲をもって次の段階に進めるように個別の支援が重要であることが分かる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (2) 協同学習における話し合い活動の効果 

 「社会科における思考」することを社会的事象について「比較・関連付け・総合する」ことと「多

面的に捉える」こととして実践してきた。p.３～４の「各学年の学習過程の内容及び指導の留意点」

図３ 子どもに対する意識調査①「授業で使った資料から学習への興味・関心がわいて意欲がもてたか」 

図４ 子どもに対する意識調査②「導入時の学習意欲はいつまで継続したか」（①の肯定的回答者のみ） 

図５ 観点「思考・判断・表現」①における問題設定，学習計画に関わる達成度 
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を基本に，学年の系統性を考慮し，ペア，グループでの話し合い活動による協同学習を取り入れ，子

ども同士が考えを出し合いながら協同で問題に対して取り組んだり，互いに説明し合ったりすること

により，思考力や表現力が鍛えられることを期待した。そこでは，「友達はどのように考えているのか」

や「友達が自分の考えをどう捉えているのか」という学び合いの中から考えは深められると思われる。 

 ３年生は，ペアで相談した後，グループで話し合いや体験活動，分かったことのまとめを行い，グ

ループ発表を通じて全体での共有化を図る取組を行った。 

 ６年生「武士の世を安定させるのは誰だ！」では，グループでの伝え合いによる基礎的・基本的な

内容の習得を行い，考えをまとめた上で，全体での意見交換を中心に行った。 

 ６年生「明治の国づくりを進めた人々」では，気軽に相談タイムとしてペア学習を取り入れるとと

もに，グループ学習を「課題別」と「学び合い」という目的別で位置付けた。そして，考えをまとめ

た上で，全体での意見交換を行った。 

 このような「調べるⅠ」「調べるⅡ」「まとめる」段階での話し合い活動による学び合いは，子ども

の思考活動にどのように影響したのかについて，意識調査や感想から見ると，以下のことが言える。 

 自分と友達の考えを比較，関連付け，総合させるために，まず「調べるⅠ」の段階において，考え

の共通点や相違点を見いだすことができるかどうかが問題になる。図６の意識調査では，ほとんどの

子どもが繰り返しの話し合いにより，考えの共通点や相違点を見いだしていることが分かる。そして，

「調べるⅡ」で学習内容を理解し，考えを広げたり，深めたりしていく。図７の調査からは，話し合

い活動による学び合いは学習内容の理解につながっていると言える。「よく分からなかったとき，グル

ープやみんなで話し合ったとき，みんなが発表してくれたおかげでよく分かった」「友達の意見を聞く

と，いろいろな視点で情報が入ってくる」「みんなやグループで話し合うといろいろな考えが浮かんで

くる」「ペアで話し合うときいろいろ教えてもらった」などの感想から，知識の広がりや意見，考えの

深まりを感じていることが分かる。一方で，「話し合いは好きではない」「友達の意見に左右されるか

らいやだ」という学び合いそのものを受け入れられない数名の子どもがいることも理解しながら，よ

りよい話し合いの在り方を探っていく必要があることも分かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６ 子どもに対する意識調査③「話し合い活動において友達との考えの共通点・相違点が分かったか」 

図７ 子どもに対する意識調査④「話し合い活動は，学習内容がよく分かるか」 
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 このように，ペアやグループでの意見交換から全体での練り合いを基本型として，対話のさせ方や

練り合いにおける支援，思考を整理する板書などを通して思考活動を工夫してきた。最後に，「まとめ

る」段階では，「学習問題」に対する「まとめ」として最終的な自分の考えを文章で表現させた。その

再構成した考えの記述内容について，観点「思考・判断・表現」②としてルーブリックを設定したパ

フォーマンス評価で行い，その達成度を示したものが図８である。ここでは，単元を貫く学習問題に

対して，繰り返して行った学び合いの中で自分の考えを捉え直し，再構成させた考えを各実践の表現

活動として適した方法で文章表現させたものを評価した。具体的には，３年生ではスーパーマーケッ

ト見学のお礼の手紙文で，６年生「武士の世の中を安定させたのは誰だ！」第２次では江戸時代の政

策についての記述内容で，６年生「明治の国づくりを進めた人々」では話し合い後の捉え直した考え

の記述内容から評価をした。ここで設定したルーブリック（西川端小 p.12，知立西小 p.18，城山小

p.14）は，学習問題を言語化してまとめることを目的とし，比較・関連付け・総合または双方向の立

場で思考，判断した表現について，段階別に分けた達成度の基準で示したものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図８の結果から，協同学習による学び合いから

自分の考えを捉え直し，表現することはおおむね

達成していると言える。特に，３年生では，２度

のスーパーマーケット見学による体験的な学習を

基にした話し合い活動は，具体的に思考ができ，

十分な練り合いを可能にした結果である。６年生

でのＣ判定が目立つのは歴史学習という抽象的な

内容について思考することによるものであると考

えられる。抽象的な思考をするためには，知識の

習得や理解が十分でなければならない。そのため，

Ｃ判定の子どもには，興味・関心のある人物の業

績や歴史的事象の確認を行って補充し，正しい概

念を身に付けさせる繰り返しの学習が必要である。 

 (3) 思考を促すワークシートによる工夫の効果 

 「調べるⅠ」「調べるⅡ」「まとめる」段階では，

学習に見通しをもちながら，調べたことや考えた

ことを記入できるワークシートを作成した。特に，

知識として必要な言葉や調べ学習のポイントとな

る項目をワークシートに入れ，学びの補助的役割

を果たすようにするとともに，思考が確認できる

ように自分とは違う考えを整理する欄も設定した。 

３年生の「店ではたらく人々の仕事」では，図

図８ まとめる段階における記述内容についての観点「思考・判断・表現」②の達成度 

図９-１ 思考を促すワークシート例（３年） 

学び方①予想
（ペア→グループ） 

学び方②見学の視点 
（予想に対して） 

学び方③見学の視点 
 （他と比較して） 
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９-１のようにスーパーマーケットの見学の視

点を与えたり，協同学習がペアからグループへ

と広がるように話し合いの焦点化を図るヒント

を与えたりして，学びの視点や手順を示す工夫

をした。朱書きの部分は，教師が子どもにワー

クシートへの記入を促すポイントである。実際

のワークシートには，記載されていない。 

６年生「武士の世の中を安定させたのは誰

だ！」では，図９-２のワークシートのように，

学習の基礎となる用語や社会的事象を確認でき

るようにするとともに，それらを基に自分の考

えを書く欄や話し合い活動後に捉え直した自分

の考えを書く欄を設けた。その際，思考させる

視点を示したり，協同学習の学びのヒントにな

るような資料を与えたりして工夫した。 

このように，発達の段階に応じた問題追究の

ヒントや協同学習での学び方を示しながら自分

の言葉で記入できるワークシートを工夫した。 

 図10は，学習に使ったワークシートによる知

識の習得と理解について，子どもへ意識調査を

した結果である。ワークシートの役立ち度を示

している。子どもにとって，ワークシートは，

新しい用語や社会的事象について知り，それら

をつなげて理解できるものであったと言える。 

また，子どもの感想からは，「学習を進めていくのに役立った」「調べたことをワークシートに書け

ばよく分かる」などの肯定的な意見が多かった。一方では，「いきなり理由も浮かばないから考えが書

けない」という否定的な感想もあった。これは，調べて書くことに慣れていないということが理由の

一つに考えられる。しかし，ワークシートには，協同学習後に捉え直した自分の考えを記述するよう

にしてきたので，子どもは友達の意見を聞き，自分の考えを修正したり，納得したりして書くことに

抵抗が少なくなり，単元末には，ほとんどの子どもがＢ判定以上の記述ができるようになったことは

p.12 の図８の評価からも分かる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上のように，学習を見通せるワークシートを繰り返し使用し，自分の考えを自分の言葉でまとめ

ることを目標にしてきた。それでも，自分の考えや意見がもてない子には，次のような助言をして考

える視点を与えてきた。３年生では，「品物の並べ方はどうだったかな」「商品を売ってしまう工夫は

図 10 子どもに対する意識調査⑤「ワークシートによる知識・理解への役立ち度」 
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図９-２ 思考を促すワークシート例（６年） 
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どんなことだったかな」など，体験活動を想起させるようにした。６年生「明治の国づくりを進めた

人々」では，「国民の願いは税や兵をどうしたかったのか」「明治政府は税や兵をどうしたかったのか」

など，立場を対立させて考えさせるようにして考え方を学ばせた。 

 一方，新しい用語の獲得については，発達の違いによるものが大きい。３年生では主に観察，見学，

聞き取り等の体験や経験と連動して概念化を図ることが多いので，それらを記録できるようにワーク

シートを工夫できる。しかし，６年生では体験や経験が間接的であり，抽象的思考から言葉のもつ正

しい概念を獲得する思考が求められる。したがって，ワークシートのみで新しい用語の獲得は困難で

あることも考えられ，分かりやすい読み物資料や動画等の活用も必要であることが分かった。 

問題解決的な学習における４段階の学習過程の「気付く」段階では，子どもが主体的に学習に向か

うような資料等との出会いから学習問題を見いだし，「調べるⅠ」段階では，調査して分かったことか

ら自分の考えをもち，友達の考えと比較または関連付けをする。そして，「調べるⅡ」段階では，さら

にグループで考えや意見の追究をし，「まとめる」段階では，学級全体での交流から最終的な考えや意

見を再構成する。このように，単元の導入の工夫，協同学習の形態の工夫に思考を促すためのワーク

シートの活用を連動させ，４段階の学習過程を展開してきた結果，子どもの学習状況から思考力・判

断力・表現力は育成されたと言える。したがって，仮説①は検証されたと考える。 

 (4) パフォーマンス評価による思考力・判断力・表現力の測定 

 １年次の研究では，観点「思考・判断・表現」の評価について，単元末の問題解決の記述による評

価と単元終了１～２か月後のパフォーマンス課題による保持テストの評価を比較し，ほぼ同じ結果を

得た。したがって，問題解決的な学習による単元中に育成された思考力・判断力・表現力は，単元終

了後ある程度の日数が経過しても，それらの力は確実に生きて働いているということが分かった。 

２年次は，さらに，単元中に育成された思考力・判断力・表現力は，単元終了後にどのように変容

するのかに着目した。そこで，単元終了時の事後テストとその１～２か月後の保持テストを実施し，

比較・分析をすることにした。 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図11は，各実践の単元終了時の事後テストと１～２か月後の保持テストの結果の比較である。テス

トは，単元の中で学習した社会的事象や人物等について，用語を比較・関連・総合しながら概念化し

て文章表現できるように作問したものである。１年次には，設問中に使用させたい用語を提示しなか

ったが，２年次では，用語をいくつか提示し，社会的事象等を文章で表現させ，用語の使用数や論理

の一貫性の正確さから思考力の育成を判断する手法をとった。ここでは，用語のもつ概念が正しく理

図 11 事後テストと保持テストの評価の比較 
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解された上で，いくつかの用語を結び付けて説明できることが，思考力・判断力・表現力であるとし

た。 

また，事後テストと保持テストは同じ問題である。思考力・判断力・表現力がどの程度，育成され

ているのかを比較するために実施したものである。具体的なテストの設問とルーブリック，解答例は，

各実践（西川端小p.12，知立西小p.18，城山小 p.14）で示したとおりである。 

 図11より，単元終了時の事後テストとその１～２か月後の保持テストは，ほぼ同じ結果になってい

ることが分かる。ただし,６年明治①と６年明治②では，それぞれ事後テスト後に解説を行い,その１

か月後に保持テストを行った結果である。 

つまり，あらかじめルーブリックを設定し，単元を問題解決的な学習で展開したことは，思考力・

判断力・表現力の確実な育成につながることが実証されたと言える。また，適切なルーブリックを設

定したパフォーマンス評価は，客観性と信頼性の高い評価であるということも確認できた。したがっ

て，仮説②は検証されたと言える。 

 

７ 研究の成果と課題 

 (1) 研究の成果 

１年次及び２年次の研究の成果として，以下のようなことが言える。 

  ① 各単元の各時間の学習問題において，問題解決的な学習の中で，考える視点や観点を与える

ことにより，各学習問題について多面的・総合的に捉えるようになった。 

    ３年生は消費者の立場と販売者の立場の両面から，６年生では支配者（武士，政府など）の

立場と被支配者（農民，国民など）の立場とそれぞれのメリットとデメリットの多様な利害関

係から思考できるようになった。特に，６年生では，同じパターンの指導と学習の繰り返しに

より，思考することが態度化されてきた。 

  ② 協同学習により，話し合い活動のスキルが向上し，定着してきたことにより，考えを深め，

問題を追究していくことができた。 

    ペア，グループ，一斉学習での話し合い活動は，学級の雰囲気が親和的になり，子ども相互

の人間関係が深まり，少し分からないことを恥ずかしがらずに聞くことができた。また，その

スキルも向上することにつながった。話し合い活動はスキルの態度化を明確にしたp.７の表６

のような到達目標一覧表の作成とその活用が有効である。教師が絶えずこの一覧表を意識し，

継続して指導を繰り返した成果である。 

  ③ 事後テストと保持テストの結果より，社会的事象を正しく認識するための基礎となる用語を

学ぶ資料やワークシート等は，思考力・判断力・表現力の育成に役に立った。特に，６年生の

歴史学習では，各時代の学習の仕方が繰り返し行われ，思考，判断する学び方やその追究方法

の習得にもつながった。 

思考力を伸ばすためには，用語の正しい理解と習得が前提となる。児童の意欲的な学習への

取組には，用語の正しい概念の獲得が重要である。そのためには，教師の的確な用語の解説や

身近な各種資料（資料集，歴史漫画，インターネット情報，ＤＶＤ等）や体験的活動が必要で

ある。 

  ④ 適切なルーブリックを作成し，実施したパフォーマンス評価は，客観性と信頼性の高い評価

法であることが確認できた。 

実践の前にルーブリックを作成しておくことは，どの授業者が判定しても主観的な判断の入

る余地が極力排除され，客観性が担保される。また，事後テストと保持テストの結果にかなり

相関が見られることから信頼性も保障される。 

 (2) 課題 

 問題解決的な学習では，教師が発達段階に対応した思考のスキルを教示することで，子どもは考え

方を身に付け，表現できるようになることが実践を通して分かった。 
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３～４年生の具体的操作の段階では，体験的活動（見学や観察など）を通した思考は，かなり容易

にできるが，６年生での歴史や公民は，間接的な体験学習と各種の資料等からの抽象的な思考が要求

される。そのため，教師は以下のような指導の工夫が必要である。 

  ① 用語の解説 

興味をもたせる歴史上のエピソード，身近にある地域教材として旧跡や資料，施設等の話題を

提供する。 

  ② 結論を短い文で要約するスキルの習得 

一斉学習での討論や話し合いなど後で，結論を短くまとめて文にし，歴史の必然性と因果関係

が的確に把握できるようにする。 

  ③ 話し合いの活動の点検 

   話し合い活動がどの程度定着したのかを定期的に点検し，日常の指導に生かす。 

  ④ ルーブリックの事前提示 

   単元を通して目標を明確にするため，ルーブリックの各段階の達成度の目安を子どもに理解で

きる言葉に置き換えて，授業の際に明確に提示する。 

  ⑤ 社会的事象への見方や考え方のいっそうの育成 

   思考力を高める方策としては，社会的事象のもつさまざまな面を多様な角度から追究し，考察

することが重要である。 

 

 問題解決的な学習は，子どもの思考力，判断力，表現力を高めるためには有効であることは言うま

でもない。しかし，調べ学習や話し合い活動に時間がかかり，教師の準備等にも労力が必要である。

見方や考え方を学ばせる範例学習としてどの単元で実施するのかを十分に年間計画を練って設定して

いきたい。 

また，思考力の評価方法についても，思考力が本当に高まったのかどうかの判定は難しい。よりよ

い評価法について，今後も探っていきたい。 
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